
    
      
        
      
    

  















































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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序章　幼女と人斬り






「高たか畑はたさん、小指とバイバイしよか」

　冷れい徹てつな声に雑誌記者の高たか畑はたは竦すくみ上あがった。体格のいい男が、高たか畑はたを見下ろしている。歳としは五十くらい。岩いわ肌はだのように分厚い額。第二関節から先が無い左の小指。ドブのような濁にごりの中に鋭するどい眼光を灯ともす瞳ひとみ。髪かみ型がたはパンチパーマで首には金のネックレス。それは百人が見れば百人が震ふるえあがる容姿だ。

　飯いい岡おか組ぐみ直じき参さん、渋しぶ沢さわ鬼おに兵へい。人を殺あやめた経験も持つ本物のヤクザである。

「な、何な故ぜだ、渋しぶ沢さわさん」

「何な故ぜ、ってよう言うわ。高たか畑はたさん、ワシが記事にするなって言うたこと記事にしはったやろ？　せやから、な、分かるやろ。痛い思いしてもらわんとケジメつかんのやわ」

　荒あらっぽく右手を摑つかまれ、床ゆかの畳たたみに押しつけられた。渋しぶ沢さわは腰こしから短ド刀スを抜ぬくと、高たか畑はたの小指に刃はを押し当てる。肌はだに冷やりと鉄の感かん触しよくがした。

　渋しぶ沢さわは人ひと懐なつこく笑う。まるで、祖父母が孫をあやすように。

「男同士、これであとくされ無しや。アンタの指がとべば、また仲良しこよし。どや、悪い話やないやろ」

「冗じよう談だんじゃない！　なんでヤクザでもない俺がそんな事、」

「じゃかあしいわ！」

　銃じゆう声せいのような怒ど号ごうに高たか畑はたは縮み上がった。渋しぶ沢さわの眉み間けんに皺しわが刻まれ、細い眉まゆ毛げがつり上がる。

「文屋の分際でいらん事嗅かぎまわりくさって、殺されへんだけありがたいと思えクソボケ！」

　渋しぶ沢さわは短ド刀スをより強く押し当てる。皮と肉が裂さけて血が滴したたった。

「仁じん義ぎを通さん奴やつは指を詰つめる。それがここの流りゆう儀ぎ。一カ般タ人ギもヤクザも一いつ緒しよや」

　刃はの重みがごりごりと骨を砕くだいていく。

　痛い。だれか、助けてくれ。高たか畑はたの目に涙なみだが滲にじむ。

　──その時奇き妙みような事が起きた。

　今二人がいる畳たたみの大部屋、その東の壁かべには鬼おにの墨すみ絵えが描えがかれている。こちらを睨にらむ鬼おに、その頭から股また下したにかけて、縦一文字の銀色が走った。次の瞬しゆん間かん、壁かべは鬼おにごとスパッと両断され、音を立てて崩くずれ去さる。

　奥の暗がりに誰だれかがいる。海のように青く光る大おお太た刀ちが暗くら闇やみに輪りん郭かくを描えがいた。

　一つ歩み出ると、狼おおかみの面めんが現れる。二歩目で畳たたみを踏ふむと、血で赤く濡ぬれた衣服が闇やみに浮うかぶ。三つの歩みを数えると、そこには血まみれの男が立っていた。

　その佇たたずまいは朝あさ露つゆのように凜りんとしていて、研とぎ澄すまされた静の中に灼しやく熱ねつの動を宿している。

　その存在感。迸ほとばしる異質。

　なんだ、コイツは……。高たか畑はたも渋しぶ沢さわも啞あ然ぜんとした。

　男は首を傾かしがせ関節を鳴らし、二人に向かって滔とう々とうと一言。

「斬きる」

　どっちだ。どっちを斬きるんだ!?　狼狽うろたえる高たか畑はたを捨て置き、渋しぶ沢さわは短ド刀スを片手に立ち上がる。

「なんや、ワレ。どうやってここまで来た。下の階におった組員はどうした!?」

　牛でも斬きれそうな程ほどに長い大おお太た刀ちを、男は渋しぶ沢さわに向けた。

「刀コイツに聞けば分かる」

　ほーん、渋しぶ沢さわは獣けもののように唸うなる。荒あらっぽく服を脱ぬぎ捨すてると、背中に咲さき誇ほこった桜の刺いれ青ずみが露あらわになった。その後ろ姿は「これぞ極ごく道どう」というような、実に立派な風格に満みち溢あふれている。

「その狼おおかみの面めん……さてはお前どれやな、このサキシマでヤクザ殺しまくっとるイカれた人ひと斬きりは」

「そうだ。このビルにいた奴やつだけで五十は斬きった」

「あ？　それがどないしたんや。人殺した数だけ景品と交こう換かんでも出来るんか」

　男がそれだけの数のヤクザを斬きっていると知って尚なお、渋しぶ沢さわは怯ひるまなかった。いや、むしろ好戦的な笑えみすら浮うかべて、刃はに舌を這はわせる。

「どのみち、組の畳たたみィ土足で踏ふんだ時点でお前どれは地じ獄ごく行きや。せやけどタダでは冥めい途どに送らん。ちぃとえげつない思いして、三さん途ずの川かわを渡わたってもらうで」

　渋しぶ沢さわは短ド刀スを握にぎりしめ、男目がけて駆かけ出した。

「脊せき髄ずい引きずり出して！　皮かわ剝はいで！　その惨むごたらしい死体、親に送りつけたらぁ！　さあ、死にさらふぇえええええええええええええええええええぇぇん！」

　渋しぶ沢さわの首は日本刀の一振ふりによって刎はねられた。恐おそろしげな表情を張りつけたままの頭部が宙を舞まう。夥おびただしい量の血が飛び散ったかと思うと、その体は幼い少女になっていた。

　そう。幼女に、なっていた。

　服装はゴシックロリータ風の白黒ドレスに変わり、刺いれ青ずみだらけの体は一メートルほどに縮み、鬼おにの如ごとき形ぎよう相そうは可か愛わいらしい小顔になり、パンチパーマは水が流れるような長ちよう髪はつになる。もはや別人と言ってもいい程ほどの変へん貌ぼうぶりだったが、鋭するどい目め尻じりにだけかつての面おも影かげを残していた。

　幼女となった渋しぶ沢さわは耳を劈つんざく大声で泣きわめく。

「タマとられちゃったよおおおぉ！」

　目の前の状じよう況きように脳が追いつかない高たか畑はたは、顎あごを開いた。

「な……なんてこった。泣く子も黙だまる渋しぶ沢さわ鬼おに兵へいが、ロリロリに、なっちまいやがった……」

　どういう原理で、ヤクザがゴスロリ幼女になったのかは分からない。ただ、あってはならないことが起きている。それだけは確かだ。

　いつの間にか渋しぶ沢さわの血は無数の羽う毛もうへと変わり、幼女の周りを音もなく漂ただよっている。

「高たか畑はたさぁん！　タマ、とられちゃったよぉおおぉ」

　幼女は泣きながら腰こし回りに抱だき付ついてきた。命タマを取られた、という発言から察するに、やはりこの幼女は、渋しぶ沢さわ鬼おに兵へいの成れの果てなのだろう。高たか畑はたは渋しぶ沢さわを撫なでつつ呆ぼう然ぜんと男を見やる。

「番バン狼ロウ……」その名が、ぽかんと開いた口から零こぼれる。

「間ま違ちがいねえ、サキシマの番バン狼ロウだ……」

　一年前、裏社会に突とつ如じよ現れた孤こ高こうの人斬きり。ここら一帯の弱小ヤクザをその身一つで壊かい滅めつさせ、その組員を可か憐れんな幼女に変えてしまったと噂うわさされている。

「人を幼女に変えるなんて、ある訳ないと思っていた。今、この目で見るまではな……」

　番バン狼ロウは刀を畳たたみに突つき刺さし、高たか畑はたの方を向いた。

「指……大だい丈じよう夫ぶか？」

　突とつ然ぜん話しかけてきたので、高たか畑はたはギョッとした。どうやら高たか畑はたに危害を加えるつもりはないらしい。戦ってない時は落ち着いた雰ふん囲い気きがある。

「あ、ああ。一応、繫つながってはいる」

「それは良かった。一つ聞きたいんだけど、ここは、一体どういう部屋なんだ？」

「こ、ここは組長を決めたりする神聖な部屋だ。雰ふん囲い気きを出すため畳たたみ敷きにしている」

「なんで、そんなことを知っている？」

「言っておくが俺はヤクザじゃないぞ！　ヤクザ専門の記者で取材のためここにいるんだ」

「取材？　ヤクザ相手に？」

「ヤクザは名前を売ってナンボの商売だ。俺達が連中の記事を出せば、それが連中の知名度アップに繫つながる。俺達記者は雑誌が売れれば飯が食える。持ちつ持たれつの関係ってやつさ」

「……金欲ほしさに、ヤクザの宣伝か」

　番バン狼ロウは憎にく々にくし気に吐はき捨すてる。高たか畑はたも否定はできなかった。

　ただこっちもリスクがないわけじゃなく、掲けい載さいする情報を間ま違ちがえるとヤクザの逆げき鱗りんに触ふれる。さっきの渋しぶ沢さわがまさにそれだった。ちなみにその渋しぶ沢さわはもう泣なき止やんで、両手を水平に広げ「任にん俠きよう飛行機びゅーん」と無む邪じや気きに高たか畑はたの周りを走り回っている。

「番キ狼ミはどういう事情があって、こんな無茶なことをしてるんだ」

「このサキシマでは、ヤクザの抗こう争そうに巻き込まれて何人もの罪なき人が死んでいる。自警団も努力はしているが手に負えていない。なら、誰だれかが代わりにヤクザを倒すべきだ」

「だから弱い人を守るために、一人でヤクザと戦うか。よくやるよ……」

　番バン狼ロウは畳たたみから刀を抜ぬいて部屋の入り口に顔を向けた。

　退出するのかと思いきや、動く気配はない。一体どうしたんだろう。

「記者さん……俺から離はなれた方がいい」

「ど、どういうことだ？」

「また戦いになる」

　突とつ如じよ部屋の外から聞こえるけたたましいエンジン音。

「邪じや魔まするでええぇ！」

　一台のバイクが扉とびらを破って突とつ入にゆう、荒あら々あらしいターンを決めた。

　遅おくれて黒スーツの男達がぞろぞろ参上する。総勢十人の男達は、バイクの左右にずらりと並び立った。土足どころかバイクで畳たたみを踏ふみ荒あらす彼かれ等らに番バン狼ロウは首を傾かしげた。

「ここは、あんたら飯いい岡おか組ぐみにとって神聖な場所じゃないのか？」

　バイクに跨またがる金きん髪ぱつオールバックの男。彼は懐ふところから抜ぬいた拳けん銃じゆうを番バン狼ロウに向ける。

「知らんな。アイツを組長にした部屋に神聖も糞くそもあるかいな」

　男が指を鳴らすと、他の男達も一いつ斉せいに拳けん銃じゆうを抜ぬいた。

「とはいえ、組を荒あらした落とし前はつけてもらうで。どうすんねん、今は命いのち乞ごいの時間やで？」

「命いのち乞ごいをするのはお前らヤクザの方だ」

　番バン狼ロウは平然としている。

　まさか、そんな刀一本で真っ向からやり合うつもりか。相手は銃じゆうを持っているんだぞ。

　巻まき添ぞえを食う訳にはいかないと、高たか畑はたは幼女渋しぶ沢さわを抱かかえて距きよ離りを取る。

　バイク男は番バン狼ロウをせせら笑った。

「お前、マジで空気よめてへんな。ここはゴメンナサイ、って涙なみだ流して謝るとこやろ？　お前、クラスで盛り上がってる時、隅すみっこでマンガとか読んでるタイプか？」

「読んでるタイプだ」

　肯こう定ていしたよ。あまりにも真まっ直すぐな返答に高たか畑はたは少し呆あきれてしまった。

「じゃあ、お前みたいな陰いん気きな野や郎ろうはここでくたばるべきやな。何か言い残すことは？」

　番バン狼ロウは腰こしを深く落とし、大おお太た刀ちを肩かたに担かつぎ直す。そこに迷いはない。鋭えい利りな眼光で銃じゆう口こうを睨にらみ返し、灼しやく熱ねつの声で一言。




「尊プラ厳イドを、喰くい殺す」




　迫はく力りよくに気け圧おされたか、ヤクザ達の額に冷ひや汗あせが一粒つぶ流れた。

「……そうか。ほな死んでまえ」

　一〇を数える銃じゆう口こうが火を吹ふき、けたたましい銃じゆう声せいの響とよみが高たか畑はたの鼓こ膜まくを劈つんざいた。

「ちぇりゃああぁ！」

　番バン狼ロウは奇き声せいを上げて刀を振ふるう。金属の甲かん高だかい悲鳴と瞬またたく数個の火花。

　致ち命めい傷しようはない。頭部と足に新たな出血が見られる程度だ。

　な、なんだ。あれほどの銃じゆう撃げきを受けて、何な故ぜ立っていられる。

　高たか畑はたの目の前に何かが転がってきた。それは真っ二つになった弾だん頭とうだ。それを見た瞬しゆん間かん、高たか畑はたは何が起きたか理解した。

「まさか、あの野や郎ろう、弾たまを斬きりやがったのか!?」

　凜りん然ぜんと立つ番バン狼ロウ。その仮面から蒸気のように熱い吐と息いきが漏もれる。

「妖よう刀とう〈慟どう哭こく〉は俺に二つの能力ちからを授さずけた」

　すぅ、と呼吸を沈しずめて数すう瞬しゆん限りの静を纏まとう。

「一つは人間の限界を超こえた身体能力」

　顎あごが畳たたみに擦すれるほどの極きよく端たんな前ぜん傾けい姿勢で走り出す。

「兄貴、来ました！」「かまわん、レンコンにしろ！」

　連なる銃じゆう声せい。飛ぶ空薬やつ莢きよう。だが銃じゆう弾だんの悉ことごとくは空くうを裂さいて畳たたみを穿うがつ。

　──番バン狼ロウがいない。

「どこにいった！」「う、上や！」

　荒あら鷲わしの如ごとく跳ちよう躍やくした狼おおかみは、傷から血潮を靡なびかせ敵の只ただ中なかに突とつ入にゆうする。

「だあありゃああぁッ！」

　必殺の一ひと突つきがヤクザの心臓を貫つらぬいた。舞まい散ちる羽う毛もうに、「うええええん！」轟とどろく泣き声。拳けん銃じゆう向けるヤクザの首を「ひえええええん！」刎はねたかと思うと、別のヤクザを続く疾しつ風ぷうの一いち撃げきで二枚に下ろし、さらにもう二人のヤクザを斬きり結ぶ。

　その間、僅わずか三秒。馬鹿げた量の鮮せん血けつが爆はぜるように舞まい、その悉ことごとくが無数の羽根へと変わる。

「「「うええええんタマ取られちゃったよおおぉぉ」」」

　五人のヤクザは瞬またたく間まに五人のゴスロリ幼女になってしまう。

「ふんっ！」

　刀は鴉からすのように翻ひるがえり、傍かたわらのヤクザ二人を一いち撃げきの下斬きって捨てた。

「こんの糞くそガキャアアアぁ！　よくも兄弟を幼女にしくさったなああぁ！」

　ヤクザの一人がようやく反はん撃げきに転じた。

　至近距きよ離りで矢や鱈たら滅めつ多たら発はつ砲ぽう。迸ほとばしる閃せん火か、迫せまる弾だん丸がん。番バン狼ロウは首を傾かしがせ弾たまを回かい避ひすると、力任せに大おお太た刀ちを振ふり回まわした。旋せん風ぷう一いち陣じんと薙ながれた刃やいばは残る三人のヤクザを斬ざん撃げきの嵐あらしに招き入れる。ヤクザ達の体は、まるで寒天の如ごとく切り刻まれて肉にく塊かいと散った。

　然ッ、と番バン狼ロウは大おお太た刀ちを畳たたみに突つき刺さし踵きびすを返かえす。その背後で、無数の羽根が舞まい上あがった。

「「「ふぇえええええ、めちゃくちゃだよぉオオォ」」」

　こうして屈くつ強きような男十人は、ものの数秒で心も体もロリに染まった。

「……そしてもう一つ。慟どう哭こくは、斬きったヤクザの尊プラ厳イドを喰くらい幼女にする」

　尊プラ厳イドを喰くらう能力。金、カッコよさ、暴力といったヤクザの構成要素をたった一振ふりで奪うばわれる。それは、彼かれ等らにとっては死ぬよりも恐おそろしいことだ。

　舞まい散ちる羽う毛もうの中、刀をくるりと回して肩かたに担かつぎ直す。刃やいばの重みに、ずん、と畳たたみが唸うなった。

「あんたで最後だ」

　バイク男はヤケクソ気味に声を張り上げる。

「クソがぁ！　こちとら族ぞくの頭ヘツド張ってた時から、肝きもっ玉たまだけは誰だれにも負けてないんじゃあ！」

　アクセルをぶん回して加速、走るバイクの上から拳けん銃じゆうを撃うちまくる。その一つが番バン狼ロウの肩かたを掠かすめて肉を僅わずかにえぐった。だが、狼おおかみは止まらない。番バン狼ロウは何を思ったか大おお太た刀ちを逆手に持もち替かえ、槍やりのようにぶん投げる。投とう擲てきされた大おお太た刀ちは男の胸を貫つらぬいた。

「ぐずぃらふっ！」

　男はバイクから連れ去られ、遥はるか後方の壁かべに張りつけられる。

「が、はっ、ぐ、あっ、ワイが、っこんな、」

　串くし刺ざしにされ、踏ふまれた蛙かえるのように手足を痙けい攣れんさせるバイク男。番バン狼ロウは彼に歩み寄ると、勢いよく刀を引ひき抜ぬいた。

「げふっ……うあああああん！」

　傷口から羽根が渦うず巻まいたかと思うと、男はとるにたらないゴスロリ眼鏡幼女となった。

「こわかったよおおおおぉ！」

　泣きわめく幼女を、番バン狼ロウは黙だまって見下ろしている。いつの間にか、スイッチを切きり替かえたように、威い圧あつ感は消えていた。

「悪かった。もう、大だい丈じよう夫ぶだから」

　優やさしい声で幼女を抱だきかかえる。まるで幼よう稚ち園えんの先生みたいに、子供の扱あつかいに慣れていた。意外に子こ煩ぼん悩のうな性格なのだろうか。

「うっ、ひっ、えっぐ」

　幼女は肩かたを竦すくませ、泣きじゃっくりを上げた。たくし上げたスカートの裾すそで、涙なみだを一いつ生しよう懸けん命めい拭ぬぐっている。高たか畑はたはその姿を、可か愛わいいと思ってしまった。

「よしよし。もう痛い思いも怖こわい思いもしなくてもいいんだよ」

　幼女をあやしながら、番バン狼ロウは高たか畑はたの方を向いた。

「記者さん、組長は上か？」

「あ、ああ。多分、一人だ」

「護衛も無しか。嫌きらわれてるのか？」

「集団を纏まとめるのは苦手な男だからな。だが、それでも他の者が組長になれないのは、あの組長おとこが強いからだ」

「強い？」

「普ふ通つうヤクザってのは個別に商売をやって、稼かせいだ金の一部を組長に納めて出世するんだが、」

「ここの組長は違ちがうのか？」

「違ちがう。奴やつは根っからの殺人鬼きだ」

「殺人鬼き？」

「組長の飯いい岡おか昭しよう三ぞうはな、敵対する組織の組員を殺しに殺して出世した。普ふ通つう、そういう奴やつってのは、逮パ捕クられるか、喧嘩でいりでくたばるかのどっちかだ。だが飯いい岡おか昭しよう三ぞうは殺されないし、捕つかまる隙すきも見せない。間ま違ちがいなく奴やつは殺しの天才だ」

　そんな彼に付いたあだ名が──千人殺しの昭しよう三ぞう──だった。

「番バン狼ロウ、彼を殺とるなら気を付けた方がいい。手負いの狼おおかみを仕留める力は十分ある」

「ブレーキはもう壊こわれてる。この先に閻えん魔まがいても突つき進すすむだけだ」

　幼女を畳たたみにリリースし、番バン狼ロウは部屋の出口へと歩きだす。

「俺の後ろには護まもりたいものがある。だから、退くという選せん択たく肢しはない」

「サキシマの人々が弾たま避よけになった君に感謝する保証はどこにもないぞ」

「称しよう賛さんされるために血を流してるわけじゃない」

　高たか畑はたは遠ざかる番バン狼ロウに向けてシャッターを切る。ファインダー越ごしに見えた狼おおかみの背中は英えい雄ゆうとは程ほど遠とおく、とても狭せまく感じられた。そして、高たか畑はたはある事に気が付く。

「……驚おどろいたな。まだ少ガ年キじゃねえか」




　飯いい岡おか組ぐみの事務所は、二五六メートルを誇ほこるタワービルの中にある。その最上階に、最後の敵である飯いい岡おか昭しよう三ぞうがいるという。

　屋上のヘリポートへと至る階段。そこに番バン狼ロウ──笹ささ川がわ惣そう次じの舌打ちが反はん響きようした。

　床に突つき立たてた刀に寄りかかり、重い息を吐はく。

「痛い……」

　歩く度たびに傷が悲鳴を上げる。銃じゆう弾だんの直ちよく撃げきこそなかったものの、必要経費と貰もらった数多あまたの傷が惣そう次じの命を着実に削けずっていた。

　妖よう刀とう〈慟どう哭こく〉を握にぎったその日から、彼は対ヤクザ専門の人斬きりとして生きることを選んだ。自分の故郷からヤクザを一いつ掃そうするために戦い続ける日々。

「それももう終わる。これで最後だ……」

　意識が朦もう朧ろうとする。死を近くに感じる。この階段の先にあるのは自分の墓場かもしれない。

「もっと、作戦とか考えるべきだったのかも」

　深呼吸をして、惣そう次じはヘリポートへの階段を上っていく。

「……そんな器用には立ち回れないか」




　階段を上り切って、目の前の扉とびらを開けた。冷たい夜風が少年の傍かたわらを走はしり抜ぬけていく。

　高さ二五六メートルのタワービル。頂のヘリポートからは人工島「サキシマ」の夜景が一望できた。人々の生活が生んだ光は宝石のように散らばり、向こう側にオオサカ湾わんが黒々と横たわっている。

　そのオオサカ湾わんに臨のぞんで胡坐あぐらをかく壮そう年ねんの男。ジーパン一つ、上半身は裸はだかで刺いれ青ずみは見当たらない。巌いわおのような筋肉に刻まれた無数の傷きず痕あとがその代わりだった。

「飯いい岡おか組ぐみ組長、飯いい岡おか昭しよう三ぞうだな？」

　男はやおら立ち上がると、こちらを振ふり返かえる。傷きず痕あとだらけの顔に獅し子しのような鋭するどい眼光が漲みなぎっていた。

「なんや、ワレ」

　ゾッとする威いを含ふくんだ、紙やすりのような嗄かれ声。よく見れば喉のどに横一文字の切り傷がある。おそらく傷これのせいで声が潰つぶれているのだろう。

　じわりと、惣そう次じは左目のあたりに熱を感じた。ヤクザを目の前にすると起こる生理現象のようなもので、これをきっかけに惣そう次じは攻こう撃げき的になる。

　だけどおかしい。今までのヤクザは、見た瞬しゆん間かん気が高ぶったのに、この男からはあまりそれを感じない。おかげで、いつもより冷静さを保つことができた。

　飯いい岡おか昭しよう三ぞうは右と左で拳けん銃じゆうを一丁ずつ抜ぬいた。右にコルトＭ１９１１、左にモーゼルＨＳｃの二丁拳けん銃じゆう。

「おどれ、ただもんやないな。返答次し第だいじゃ銃コイツの世話になるで」

　千人殺しの昭しよう三ぞう。その名に相応ふさわしい殺気だった。他のヤクザとは迫はく力りよくが違ちがう。

「あれだけ派手に暴れたのに、組長のお前には連れん絡らくの一つも行ってないのか」

　昭しよう三ぞうは小首を傾かしげた。

「お前、ウチの組モ員ンをどうした」

　惣そう次じは静かに言い放つ。

「幼女にした」

「そうか、てことはお前が番バン狼ロウか」

　意外にも、昭しよう三ぞうは冷静だった。敵を前にして心を乱さないのは、強者の証あかしだ。昭しよう三ぞうの目が怜れい悧りな輝かがやきを帯び、惣そう次じへと向かった。

「お前、相当無茶やっとるみたいやな。見た所その刀で戦うようやが」

「それがどうした」

「これだけのヤクザを殺すのは人間には不可能や。恐おそらくその刀、お前の身体能力を相当強化しよるな？」

　流石さすがの洞どう察さつ力。戦うことすらせず、あっさりと妖よう刀とうの力を見み抜ぬいた。

「そうだ。妖よう刀とうには魔ま力りよくのようなものがある。その潜せん在ざい能力がどれ程ほどのものなのかは分からないが、少なくともお前達ヤクザを斬きるのには問題がない」

「大した自信やないか。そういう性格、よう似とるわ」

　昭しよう三ぞうは銃じゆうの安全装置をはずし、引き金に指をかける。ズッ、と周囲の空気が重くなった。

「今までワシが殺してきた奴やつらにな」

　遠く、オオサカ湾わんの彼方かなたから警笛が聞こえてくる。

　それが、開戦の合図だった。

「たあああぁ！」

　惣そう次じは大おお太た刀ちを振ふりかぶり、突とつ風ぷうを貫つらぬきながら昭しよう三ぞうに殺さつ到とうする。

「やれやれ、威い勢せいだけは一丁前やな」

　特に動どう揺ようする素そ振ぶりも見せず、銃じゆう口こうを惣そう次じに向ける。

「挨あい拶さつ代わりや」

　火を吹ふく二丁拳けん銃じゆう。迫せまる弾だん丸がんを刃やいばで跳はね飛とばし、あっという間に剣けん圏けんに昭しよう三ぞうを収めた。

「飯いい岡おか、覚かく悟ご！」

　その瞬しゆん間かん、視界の右から何かが迫せまってくる。

　──これは、脚あし……？

　昭しよう三ぞうの放った右上段蹴げりが直ちよく撃げきした。惣そう次じは失神寸前で踏ふみとどまって、たたらを踏ふむ。その隙すきめがけてさらなる銃じゆう弾だんが食らいつく。左の脹脛ふくらはぎと左前ぜん腕わんが弾だん丸がんに貫つらぬかれ、鮮せん血けつが流れた。

「お前、アホやろ」

　剣けん圏けん外がいに逃のがれた昭しよう三ぞうは、弾たまを交こう換かんしながらため息をついた。

「初対面の敵に真正面から突つっ込むか？」

　傷が燃えるように熱く雷いかずちのように痛い。それでも、激痛を根こん性じようで殺して昭しよう三ぞうを睨にらみつける。

「くっ、拳けん銃じゆうはブラフで、上段蹴げりが本命か……」

「経験の差や。こっちはお前が生まれる前から殺しで飯食っとるねん」

　確かに二人の間にはどうしようもない技量の差があった。撃うたれた脚あしは小鹿のように震ふるえ、射いたれた左手は握あく力りよくを失いつつある。

「だが、まだ、勝てる。勝つまで、命を、燃やし尽つくす」

「どんならんで。お前は今までワシが殺してきた奴の中でも突つき抜ぬけた阿あ呆ほうや」

「阿あ呆ほうでもいい。最後にこっちが立ってれば」

　惣そう次じは再び走り出す。その剣けん気きを受け止め、昭しよう三ぞうは深く頷うなずいた。

「それだけは同意したるわ」

　昭しよう三ぞうは後退しつつ銃じゆうを交こう互ごに撃うつ。迫せまる剣けん閃せんを髪かみの一重でひらりと躱かわし、その間かん隙げきに銃じゆう弾だんをねじ込んだ。銃じゆう弾だんの一いち撃げきが惣そう次じの顔を掠かすめ、狼おおかみの面めんは粉々に打うち砕くだかれた。

　──強いッ。

　飯いい岡おか昭しよう三ぞうという男、当たれば絶命の一ひと太た刀ちを全く恐おそれない。狂きよう気きじみた凄すさまじい根こん性じようだ。射しや撃げきの精度も超ちよう人じん的で、こちらの急所を的確に狙ねらってくる。

　気が付けば間合いは広がり、昭しよう三ぞうは離はなれたところで余よ裕ゆう綽しやく々しやく弾たまを補ほ充じゆうし始めた。

「若いやろとは思ってたけど、仮面割って出てきたのは十五かそこらのガキかいな」

　弾たまを補ほ充じゆうし終え、拳けん銃じゆうをくるりと指で回した。

「殺す前に一つ聞いといたる。お前、なんでヤクザをそこまで憎にくむ」

「今いま更さら、なんでそんなことを聞く」

「ちょっと興味があるだけや。お前に潰つぶされた組は一つや二つやない。ワシの組も恐おそらく壊かい滅めつ寸前やろ。ヤクザ嫌ぎらいの一念でここまでやれるとは到とう底てい思えん。お前のその短い人生で何があった？」

「俺の親はお前らヤクザの抗こう争そうに巻き込まれて死んだ。しかも俺の目の前でな」

　それは思い出したくもない、鈍にび色いろの記き憶おくだ。今でもその時の情景が夢に出てうなされることもある。

「俺だけじゃない。お前らヤクザのせいで、このサキシマでは何人もの孤こ児じが生まれた。こんな現実は、俺が終わらせてやる」

「だから、ヤクザを殺す、か」

「お前は、強者に虐しいたげられる弱者を見ても何とも思わないのか」

　昭しよう三ぞうは、どこか遠い目で深いため息をつく。

「思えへんな。お前らみたいに人の命を大切にする宗教を信しん仰こうした記き憶おくはない。誰だれかの命を奪うばえば、誰だれかは評価してくれる。それがワシの生きる世界よ」

「そうか。じゃあ、なおのことお前を倒たおさなくちゃな」

「なんや、今いま更さらワシを軽けい蔑べつするか？」

「そうじゃない。お前の悲劇に幕を引いてやるって言ってるんだ」

　その時ポーカーフェイスだった飯いい岡おかの顔が動どう揺ようへと転じる。

「飯いい岡おか昭しよう三ぞう、本当はもう終わりにしたいんだろ？　自分の事を語る時のアンタ、もう疲つかれたって顔してた。人を殺すだけの人生に、虚むなしさを感じていた。そうじゃないのか？」

　否定の言葉は返ってこなかった。昭しよう三ぞうは切なげな視線を夜風に流し、小さくため息をつく。

「……直情的な馬鹿やと思ってたけど、意外に敏さといな」

　もう一度、深いため息をついた。

「無む駄だ話ばなしが過ぎた。次で終しまいにしよか」

　霞かすみのかかった頭で、惣そう次じは次の一手を考えてみた。

（完全に太た刀ち筋すじを見切られてる。俺の攻こう撃げきが、単調すぎるんだ）

　こんなことなら剣けん術じゆつでも習っておけばと思ったが、今いま更さらそんなことを考えても仕方ない。

「正面突とつ破ぱ。いつも手元にはこのカードしかない、か」

　血を失いすぎてる。長くは戦えない。次が最後の攻こう撃げきだ。

「だからこそ、強く！　力強く！　力強く、跳とぶ！」

　惣そう次じは高々と跳ちよう躍やく。横よこ殴なぐりの風を全身で感じた。見下ろせば、昭しよう三ぞうが上空二五〇メートルの夜景に囲まれている。

　落下。必殺の一いち撃げきを振ふり下ろす。

　昭しよう三ぞうはそれすらも回かい避ひ。惣そう次じの一いち撃げきは目標を失い、コンクリートの床ゆかを砕くだくに終わった。

「ごくろうさん。ほな、閻えん魔ま様によろしくな」

　引き金に指をかけ乍ながら、死神も慄おののく冷れい酷こくな表情で惣そう次じを睨にらむ。

　──避さけ、れない！

　だが、惣そう次じの攻こう撃げきはこれで終わらない。

　柄つかを握にぎりしめたまま、無茶苦茶な体勢から飯いい岡おかの側頭部に右みぎ脚あしを叩たたきつける。その衝しよう撃げきで昭しよう三ぞうの体はよろめき、銃じゆうの狙ねらいは逸それ、あらぬ方向を弾だん丸がんが駆かけ抜ぬけた。

「……コイツ、ワシの、使った、戦法を、丸パクリしおったッ」

　好機。

　惣そう次じは渾こん身しんの力を振ふり絞しぼって踏ふみ込み、余念を掃はらって相手の胸むな元もとに刀を突つき通とおす。

「これで終わりだ、飯いい岡おか昭しよう三ぞう」

　昭しよう三ぞうの背中から切っ先が突つき出でて、夥おびただしい量の血が吹ふきこぼれた。それは、惣そう次じの体に出来た幾いく十じゆうの傷よりも遥はるかに重い、たった一つの致ち命めい傷しようだ。

　昭しよう三ぞうの手から拳けん銃じゆうが落ちる。

　後は昭しよう三ぞうが幼女になって、大きな泣き声を上げるのを待つだけだ。

　だけど、そうはならなかった。

　異変は大おお太た刀ちが蒼あおい光を放つところから始まった。妖よう刀とう〈慟どう哭こく〉は今まで見たことがないくらい強く、強く発光する。

　次に知らない男の声が聞こえてきた。

『なんでこんなクソガキ産んだんや』

　今度は女性の声が聞こえてくる。

『あたしかて、こんな可か愛わいくもないガキ、産みとうなかったわ！　折おり畳たたみ傘がさ、股またの間突つっ込んで殺したろかおもたけど、勝手に生まれて来たんや！』

　視界に、大人から暴行を受ける少年の姿が瞬またたいた。

　なんだ、この光景は。こんなこと今まで一度もなかった。

『あんたなんか産むべきやなかった！』『お前に喰くわせる飯なんかあるか！』『君のような生徒はこのクラスには必要ない』『社会のゴミめ。さっさと不登校にでもなればいい』

　濁だく流りゆうのように押し寄せる声と映像。

　その中には常に少年がいた。母親に殺されかけ、父親に殴なぐられ、ゴミ箱を漁あさり、学校で友達もできず、殺しの道に進むしかなかった。誰だれにも優やさしくされない。誰だれも助けてくれない。ずっと孤こ独どくを背負ってきた少年がいた。

　それは、無責任な大人の掌てのひらが、一人の人間を形成するまでの過程。いわば「悪」の製造工程だ。飯いい岡おか昭しよう三ぞう。その男の人生は、あまりにも孤こ独どくで、そしてあまりにも救いようのないものだ。

　全てを見終えた惣そう次じの胸に湧わいたもの。それは同情だった。

　一筋。仮面を失った惣そう次じの目から、月を含ふくんだ涙なみだが零こぼれる。

「なんで、っ、泣い、と、るんや……」

「お前が、孤こ独どくだったから」

「お前、趣しゆ味み悪いぞ。最後に、覗のぞき見み、かい、な……」

「悪い。俺は、お前に、何もしてやることができない」

「ふざけんなや……今いま更さら、同情、なんかいらん、わ、アホ」

　その瞳ひとみから生の輝かがやきが薄うすれていく。血は白くなり、羽根となって辺りを漂ただよった。

「ま、一ぺんくらい、お母ちゃんの、飯を食うて……」

　そこまで言い終えて、昭しよう三ぞうの肉体が音もなく消えていった。突とつ風ぷうに渦うず巻まく無数の羽根。惣そう次じの視界がホワイトアウトする。

　真っ白だった。

　吹ふ雪ぶく羽根とその間を滴したたり落おちる月の光。まるで、この世の終わりのように美しい光景。

　一いつ白ぱくの夜空に、幼女の輪りん郭かくが浮うかぶ。

　流星のように揺蕩たゆたう髪かみ。清せい水すいのように透すき通とおった肌はだ。光こう彩さいを幾いく重えにも宿して輝かがやく瞳ひとみ。そして一糸纏まとわぬ体。今までの幼女達は皆みな衣服を着ていた。泣き声も上げていた。

　だけど、この幼女は違ちがう。飯いい岡おか昭しよう三ぞうは違ちがう。

「な、なんだ。服が、ない。それに、その体……」

　鎖さ骨こつの辺り、滑すべやかな肌はだに描えがかれた睡すい蓮れんの花と宙を舞まう兎うさぎ。それは見るも鮮あざやかで繊せん細さいな刺いれ青ずみだった。刺いれ青ずみはぼんやりと輝かがやきを発した後、音もなく肌はだに染しみ込んで消えていく。

「ばぶぅ」

　幼女になった飯いい岡おか昭しよう三ぞうは言葉を失っていた。まるで、赤あかん坊ぼうのようによたよたと歩み寄って来る。

「何が起きてる。妖よう刀とうは、一体何を起こしたんだ」

　前ぜん代だい未み聞もんの事態にただ立ちつくすことしか出来なかった。

「君は、一体」

　疲ひ労ろうか失血か、ふらりその場に膝ひざをつく。丁度、幼女昭しよう三ぞうと同じ目線の高さになった。

　上空二五六メートル。月光と羽う毛もうの中で二人は向かい合う。

「だ……あだ、あだ」

　惣そう次じが血まみれの手を差さし伸のべると、幼女はその手に頰ほおずりをした。絹のように清せい廉れんで白い肌はだを血の紅くれないが侵おかしていく。血の化け粧しようを施ほどこした顔が、無む垢くに笑った。
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　ヤクザを憎にくむ少年。

　ヤクザだった幼女。

　ここに二人は出会いを果たした。

　この二年後、死の旋せん風ぷう吹ふき荒あれる激戦に、この二人は身を投じていく事になる。

　その意味で、この終わりは、始まりだった。











一章　暖炉的な日常






　今年一月、とある動画投とう稿こう者が殺された。過激な企き画かくが売りの投とう稿こう者で、正月に向けた動画作成のため年末にオオサカへ侵しん入にゆう。三日後、彼とスタッフの死体が、首のない状態で京都との県境に晒さらされた。オオサカヤクザの凶きよう暴ぼう性を世界に知らしめた事件である。




　日本列島には三つの国が存在する。

　これは日本国民なら誰だれもが習う常識だ。

　──一つは日本。東京を首都とする、東アジア屈くつ指しの経済大国。

　──二つ目は「暗黒都市オオサカ」。日本列島にありながら、外務省の渡と航こう禁止区域に指定された無法国家。かつては西日本最大の都市だったが、今は犯罪者の楽園と化している。オオサカを支配するのは、法でも独裁者でもなく、ヤクザだった。ヤクザはまるで戦国武将のように独自の縄張りを持ち、時に争い、時に協力しながら日々勢力図を塗ぬり替かえている。

　──そして最後に第三の都市、「サキシマ」がある。サキシマはオオサカの西側に位置する人工島で、広さは一〇〇〇ヘクタール、分かりやすくいえば東京ドーム二百個分に相当する。現在オオサカとサキシマの道路は全て封ふう鎖さされ、二つの国は断絶している。

　サキシマはかつてオオサカの一部だった。しかし二年前、ここに存在したヤクザ数団体が壊かい滅めつ。以後は自警団によって治安が守られ、「日本でもオオサカでもない第三の場所」になった。

　このヤクザ壊かい滅めつ事件をきっかけに、「あの人工島にはヤクザを喰くらう狼おおかみが住む」という都市伝説がオオサカヤクザの間で囁ささやかれるようになった。

　そうした噂うわさのせいか、長らくサキシマを支配しようとするヤクザは現れず、島の人々は「まるで日本のように」平和な生活を送っていた。

　そんなサキシマの最西せい端たん。

　緑濃こく茂しげる人工林の中に、高さ十メートル程ほどの風車塔とうが建っていた。瀬せ戸と内ない海かいから駆かけてきた風を受け、風車はぎしぎしと音をたてて回り続けている。風車塔とうの中は五つの階層に区切られていて、四階の寝しん室しつに一人の少年が眠ねむっていた。まだ空に暗さが残る朝の五時半、露つゆが雨どいに落ちる音で、少年はゆっくりと目を覚ます。




「んぁ、もう朝か」

　目を瞬しばたたきながら、布ふ団とんから体を起こす。六畳じようばかりの丸い部屋の中に勉強机や本ほん棚だながある。他にあるのは、下の階に通じる梯子はしごと、上の発電室に繫つながる梯子はしご。それと小さな仏ぶつ壇だんだった。

　少年は仏ぶつ壇だんの前まで這はっていき、ライターで線せん香こうに火をつける。それを線せん香こう皿に挿さすと、上品な香りが部屋に漂ただよった。

　仏ぶつ壇だんには大人の女性と、大人の男性、それと赤あかん坊ぼうが写った一枚の写真がある。

　女性は照れくさそうに赤あかん坊ぼうを抱だいている。少年の母親だ。銃じゆうで腹を二回撃うたれて死亡した。

　男性は笑いながら女性の肩かたに手を回す。少年の父親だ。顔を散さん弾だん銃じゆうで撃うたれて即そく死しした。

　赤あかん坊ぼうは笑っている。これが少年──笹ささ川がわ惣そう次じだった。

　両親を殺されたのが六年前。

　そして「サキシマの番バン狼ロウ」となったのが三年前だ。

　サキシマからヤクザを一いつ掃そうしてから二年が経たっている。

「父さん、母さん、俺もう、十六になった」

　少し自じ嘲ちよう気味に笑って、左の目を撫なでた。両親が殺された時、惣そう次じも刀でここを斬きりつけられた。傷は消えているけど、その時の痛みは残り続けている。

「二人を失った時は死にたいくらい辛つらかったけど、今はそれなりに幸せだよ」

　両親への近きん況きよう報告を終えた後、制服に着き替がえ、充じゆう電でん器に繫つないであったスマホを手に取った。

　通知は二件。一つは「スイレン」という同居人からのメッセージだ。

『今から新聞配達のバイト。朝飯は冷蔵庫にラップしてる。みそ汁しるは鍋なべや』

　もう一件は、「ウレハ」という女性からだ。

『今日のお手伝いは七時からお願いします。朝ご飯作って待ってます！』

　……。

「朝ご飯被かぶった」

　どうする。いや、どうするもこうするもない。

「両方食べよう」

　朝ご飯を作ってくれる人が二人もいるのは幸せなことだ。惣そう次じは作ってあった卵焼きとみそ汁しると白米をありがたく平らげてから、「ウレハ」の手伝いに向かった。




　サキシマの西せい端たんから北部までは歩いて十五分程度。島の北部中央は公園になっていて、潮風に揺ゆれる芝しば生ふと木々の中に、ぽつんと佇たたずむ小さな教会がある。

　温かみのある木製の表札には「暖だん炉ろ荘そう」と書かれていた。親を失ったサキシマの子供達が一いつ緒しよに生活をする場所。それが暖だん炉ろ荘そうだった。

　風と草の囁ささやきを耳に揺ゆらしながら、惣そう次じは敷しき地ちの門をくぐる。敷しき地ち内の庭園には白く小さな花が風に揺ゆれていた。可か憐れんにお辞じ儀ぎする花々は見ているだけでほっとする。

　庭の比ひ較かく的てき広いところでは小学校低学年くらいの子供たちが掃そう除じをしていた。

　一人が惣そう次じに気付いてパッと笑う。

「あ、お兄ちゃんだ！」

　少年少女達は、惣そう次じを見るなり集まってきた。

「おはよう！」「おはよー！」「おはようございます！」

「皆みんな、おはよう」

　惣そう次じは小さい声で挨あい拶さつをすると、控ひかえめに笑った。

「お兄ちゃん！　昨日私が言ってた番組見た？」

　真面目そうな女の子が話しかけてくる。

「うん。面おも白しろかった。……まさか足関節部門で全員特待生昇しよう格かくなんて、凄すごい」

「昨日は特にレベル高かったよね！」

　女の子との話が一通り終わると今度はヤンチャそうな少年が目を輝かがやかせて、

「お兄ちゃん、冥めい王おう刃やいばキメライマー見た？」

「全話見たよ。台詞せりふ、とってもかっこよかった」

　少年との会話が終わると、別の少女が口を開く。

「お兄ちゃん、私スイーツ作れるようになったんだよ。クレープ！」

「材料買って来る。だから、今日食べさせて」

　僕も私もと、最近あった出来事を次から次へと話しかけてくる。惣そう次じは控ひかえめな性格だったが、孤こ児じ達の話はどんな小さなことでも真しん剣けんに聞くので、彼かれ等らからの信しん頼らいは厚かった。

　暖炉荘ここに来たばかりの子供達は、親を失った悲しみで暗い顔をしていた。だけど、惣そう次じ達の懸けん命めいなサポートで少しずつ笑え顔がおを取とり戻もどしていった。こうやって、楽しそうに朝を迎むかえてくれることが嬉うれしい。

　子供は時に憎にくたらしく、時に我わが儘ままだ。それでも、こちらの愛情を受け取って成長していく暖だん炉ろ荘そうの皆みんなが惣そう次じはたまらなく好きだった。

「あ、そうだ。お母さん、いま教会の掃そう除じしてるよー」

　惣そう次じは頰ほおを赤らめて視線を逸そらす。

「あ、赤くなった！」「照れてる！」「いつものやつだ」「お兄ちゃん、すぐ顔が赤くなるー」

「か、からかわないで……」

　ぼそぼそと弱々しい声で反論する。

「ねーねー、デートに誘さそわないのー？」

「で、できないよ。そんな、で、デートだなんて……」

「臆おく病びようだなぁ。そんなんだと、誰だれかにとられちゃうよ？」

「うっ、」

　子供の言葉は時としてカミソリのようだ。

「……挨あい拶さつに……行ってくる」

「頑がん張ばれお兄ちゃん！」「頑がん張ばれー！」「おたっしゃでー」

　挨あい拶さつを頑がん張ばるって変な話だなぁ、などとぼやきつつ、惣そう次じは教会に向かった。

　教会は今現在、礼拝を受け付けていない。ここのシスターは暖だん炉ろ荘そうにかかりきりのため、教会を管理運営する暇ひまがないのだ。

「ふう、よし行くか」

　惣そう次じは扉とびらの前で深呼吸をしてから、中に入った。光差し込むステンドグラスに、飾かざり気けのない十じゆう字じ架か。一人の女性が後ろを向いて立っている。身に着けているのは生き地じが重めの修道服。滑なめらかな質感の生き地じが、やわらかそうな体のラインを流りゆう麗れいに描えがいている。

　唾つばを吞のみこみ、惣そう次じは声をかけた。

「お、おはようございます」

　女性はゆっくりと振ふり返かえる。その顔は少女の可か憐れんをやや残しつつ、大人寄りの美人に纏まとまっていた。体は顔よりもいくらか大人びていて、特にその胸むな元もとには大きな膨ふくらみがある。

　織おり凪なぎウレハ。若くして孤児院ここの責任者になったシスターである。

「あら、惣そう次じ君。おはようございます」

　ウレハは丁てい寧ねいにお辞じ儀ぎをした後、軽い足取りで近寄ってくる。

「髪かみにほこりがついてます」

　えいっ、とデコピンで蟀こめ谷かみの埃ほこりを弾はじいた。その後、惣そう次じの服の裾すそを引っ張って皺しわを伸のばす。

「みーだーしーなーみっ。こういう細かい所、ちゃんとしたほうがいいですよ？」

　目の前にウレハの体があったので、惣そう次じは顔を真っ赤にして視線を逸そらした。触ふれたいという欲望もあるにはあったが、奥手の惣そう次じにそんな大それたマネはできない。

（触さわったらダメ！　耐たえろ、耐たえろ！　大好きな人に嫌きらわれたくないだろ、惣そう次じ！）

　と自分に言い聞かせて目を瞑つぶる。

「よしと。これで大だい丈じよう夫ぶです」

　目を開けると、一メートル程ほど離はなれたところでウレハがニッコリと笑っていた。

「ではでは。私はこれから朝食の準備がありますので、惣そう次じ君は子供たちをお願いします」

「う、うん。頑がん張ばり、ます」

「もー、私と話す時はため口でいいですよ」

「あ……はい。そうでした、じゃない。そうだった」

　慌あわてて言い直した惣そう次じに、ウレハはクスッと笑った。

「そういう慌あわてやすいところ、昔から変わらないですね」

　しっかり者のウレハは、細かい所にも目が行き届く。年上ということもあって、ついつい敬語で話してしまう。

「ごめん。今度から、気を付ける、よ……」

「ふふふ。素す直なおでえらいえらい」

　ウレハの手が伸のびてきて、惣そう次じの頭を子供のように撫なでる。カモミールのような優やさしい香りに包まれながら、惣そう次じは赤くなった顔を下に向けた。

「今日も頑がん張ばりましょうね」

「う、うん」

　女性が苦手な惣そう次じだが、ウレハが相手の場合は特に緊きん張ちようが酷ひどくなる。出会ったばかりの頃ころはもう少し普ふ通つうに話せていたのだが、ウレハへの恋こい心ごころに反比例して言葉は少なくなっていった。




　孤こ児じ院「暖だん炉ろ荘そう」の敷しき地ち内には建物が二つある。教会と、かつてシスターが寝ね泊とまりしていた宿舎だ。宿舎は三階建てで広さはその辺のアパートに匹ひつ敵てきする。建物の一階は食堂で、二階三階には孤こ児じ達の自室が並んでいた。二階の廊ろう下かでは起き床しようした子供達が元気に走り回っている。

「あー、お兄ちゃんおはよう！」「おはよう」

「おはよう」「おはようさん」

「にーやん、おはやー」「やー」

　幼よう稚ち園えん児から中学生くらいまでの少年少女が挨あい拶さつしてくる。みんな惣そう次じより年下だ。

　惣そう次じは籠かごの載った台車を押しながら皆みんなに声をかけていく。

「皆みんな、洗せん濯たく物ここに入れて。ポケットに変なもの入ってないかチェックするの、忘れないで」

　それが終わった後、山盛りになった洗せん濯たく物を見下ろして腕うでをまくった。

「よし……ここからが本番だ」

　まずは籠かごをエレベーターで一階まで運び、三つの洗せん濯たく機きを使って洗せん濯たく、洗せん濯たく物が回っている間、二階にいる車いすの孤こ児じの部屋まで行って着き替がえを手伝い、それが終わると他の私室を回って掃そう除じ等などの生活指導を行い、喧けん嘩かの仲ちゆう裁さいやら宿題の助力をしている間に洗せん濯たく物が終わるので、それを庭の物干し竿ざおに並べて、ようやく「お手伝い」が終わった。

「しんどかったぁ」

　一階食堂。ど真ん中に置かれた大机に、惣そう次じは顔を伏ふせた。

「おっ疲つかれさーん」

　対面に腰こしを下ろしたのは、ブレザー制服を着た少女だ。子供と一いつ緒しよに庭の掃そう除じをしていたらしく、スカートの裾すそには落ち葉が引っかかっていた。

「あ、今日……委員長の日か」

　委員長。惣そう次じの数少ない友達で、三年前から暖だん炉ろ荘そうのスタッフとして働いている。

「いつも、来てくれてありがとう」

「どういたしまして、と言いたいところだけど、お礼は目をみて言おうぜ笹ささ川がわ君？」

　ドキッとして惣そう次じは委員長の方を向いた。

「ご……ごめん」

「よしよし。笹ささ川がわ君が気弱で女の子苦手なのは知ってるけど、挨あい拶さつくらいは目を見てやらないと相手に変な誤解させちゃうぞ」

　彼女の言う通り、友達といえども相手が女性だと変に緊きん張ちようしてしまう。

（なんとかしなきゃとは思うんだけどなぁ）

　しばらくして子供達がぞろぞろと、ウレハの作った朝食を取るため食堂に集まってくる。時間になると、総勢一七人の孤こ児じが大きな机を囲んだ。

「全員集まったね。じゃあ、例の作戦会議を始めましょう」

　委員長がパンパンと手を叩たたいてなにやら仕切り始めた。

「第八回、笹ささ川がわ君とウレハさんをくっつかせる会議を行います」

　また、始まってしまったか。惣そう次じがウレハのことを好きなのは、ウレハ本人以外には余よ裕ゆうでバレている。で、あまりにも奥手な「お兄ちゃん」にしびれを切らした友スタ人ツフと孤こ児じたちにより、このような支し援えん団体が発ほつ足そくされてしまった。

「まずは敵対勢力の動向についてですが」

　車いすの少年が手を上げる。

「肉屋の青年が映画のチケットを使い攻こう勢せいを仕し掛かけるも、突とつ破ぱには至らず玉ぎよく砕さい。しかしながら戦意喪そう失しつには至っていない模様。主だった案件は以上です」

「これについて、支し援えん対象たる笹ささ川がわ惣そう次じ氏の見解を聞きたいと思います」

「え……あ……はい。えっと、いいと思う」

　一七人の子供と委員長が一いつ斉せいにため息をついた。

「いや、もっと危機感持とうよ」「自分も映画に誘さそうとかさぁ」「本当に彼かれ氏し作っちゃうよ」

　心配してくれるのは嬉うれしいが、散々な言われようだ。

「もう思い切って笹ささ川がわ君から抱だき付ついてキスしたら？」

　委員長が強きよう硬こう策を提案した。ウレハに抱だき付つく自分を想像すると、また顔が赤くなる。

　セクハラじゃないか！　と言い返す事すらできず、惣そう次じは顔を伏ふせた。

　ウレハへの想おもいが強すぎて、思考が働かなくなる笹ささ川がわ惣そう次じ十六歳だった。

「えっと、誰だれか、この膠こう着ちやくした状じよう況きようを打破する妙みよう案あんは」

　委員長の呼びかけに三つ編みの少女が、すっと手を上げた。

「はい、ツグミちゃん」

「私に秘策があります。名付けて、青春の潮風作戦です」

　なにそれ。ただならぬ不ふ穏おんさを覚えて惣そう次じは真顔になる。

「作戦決行は朝食後の登校時。これなら二人が親密になること間ま違ちがいなし」

　そう言って少女は不敵に笑った。




　朝食後、惣そう次じは学生カバンを担かついで門の外に出る。

「あ、来ましたね」

　そこにウレハがいた。その傍かたわらに自転車が停とめてある。それを見て、なんとなく「青春の潮風作戦」とやらの中身を悟さとった。

「ウレハ……、どうしたの？」

「ツグミちゃんから昨日惣そう次じ君が足を捻ひねったって聞きましたので」

　そんな事実はないのだが、ここで正直に言ってしまってはせっかくの作戦が無む駄だになる。

「ええ……まあ。体育の授業で……ちょっと」

　ウレハは自転車に跨またがり、後部の荷台をこちらに向けた。

「さあ、乗ってください」

「俺が後ろなの!?」

　ツッコむときは大きな声を出す惣そう次じだった。

「当たり前です。ただでさえ体力がないのに、その上怪け我がもしてるんですから」

　体力がない訳じゃない。むしろ惣そう次じの身体能力は超ちよう人じん的に高い。だけど、自分がサキシマの番バン狼ロウである、という素す性じようを隠かくすためにあえてそういう事にしていた。

「……じゃあ、お言葉に甘えて」

　よっこらせとウレハの後ろに腰こしを下ろす。ウレハの肌はだにピッチリと張り付いた滑すべやかな生き地じが、柔やわらかい光こう沢たくと細い皺しわを生んでいる。腰こしを捩よじる度たびに動く皺しわは、どことなく艶なまめかしい。

　風が吹ふくと、シスターが頭にかぶってる「ひらひらしたやつ」が流れて、汗あせばんだうなじが露あらわになった。優ゆう雅がに揺蕩たゆたう髪かみの先から甘い香りがする。

「ちゃんと体摑つかんでてくださいね」

「え……あ、はい」

　言われて肩かたを摑つかんだ。流石さすがに腰こしに手を回す度胸はない。

「もう。それだと、振ふり落おとされますよ」

　ウレハの両手が惣そう次じの腕うでを摑つかんで、彼女の胸とお腹なかの間ぐらいに手を固定させた。体を引っ張られたせいで頰ほおがウレハの背中に当たる。そして腕うでには胸の柔やわらかい感かん触しよく。彼女の香りも温ぬくもりも一層強くなる。惣そう次じの顔は、また真っ赤になっていた。

「よーし、レッツゴーです」

　ウレハはペダルを強く踏ふみ込んだ。自転車が、潮風を押しのけるように進む。

　さっぱりとした木々の間を抜ぬけると、青々と波打つ海が見えた。そこから左に曲がって海沿いの遊歩道を疾しつ走そうする。向かい風が肌はだに心ここ地ちいい。

「こうやって惣そう次じ君と二人だけで外に出るのって久しぶりですねー！」

　横顔を覗のぞくと、燦さん々さんと輝かがやく太陽にウレハの笑え顔がおが重なって見えた。子供の前では落ち着いた態度を崩くずさないウレハだが、惣そう次じの前だと無む邪じや気きに素の自分を曝さらけ出だす。そんな時間は、一九歳の彼女にとって貴重なのかもしれない。

「ウレハ……大だい丈じよう夫ぶ？　その、疲つかれてない？」

「大だい丈じよう夫ぶですよ……と言いつつ、いつの間にか惣そう次じ君がすごく重くなってて、ちょっとびっくりしてます。昔はもっと、楽に、二人乗り、っ、できたんですが」

　体が熱ほてってきたのか、修道服の上からでもウレハの体が温かく感じられた。

「ウレハと出会ったの、もう六年も前だもんね」

「暖だん炉ろ荘そうができた時は二人だけだったのに、今は随ずい分ぶんと賑にぎやかになりましたね～」

　孤こ児じへの支し援えんなんかなかった頃ころのサキシマでは、親を失った子供は簡単に死んだ。

　惣そう次じだって例外じゃない。ヤクザに両親を殺され家も奪うばわれた惣そう次じは、屋外で雨風に晒さらされながらゆっくりと衰すい弱じやくしていった。生きる気力もなく、ただ死を待つ彼の前に一人の女性が手を差さし伸のべる。それがウレハだった。

　悲しみに暮れる惣そう次じと教会に一人残されたウレハ。二人で協力しながら、わずかばかりの寄付と内職で資金を貯ためて、「これ以上不幸な子供を出さないために」と暖だん炉ろ荘そうを開設した。

「皆みんな、惣そう次じ君に怒おこられて、優やさしくされて、成長してきました。私はお母さんって呼ばれてますけど、皆みんなにとって本当のお母さんは惣そう次じ君なんですよ」

「いや、お母さんはウレハだよ……。俺、今、暖だん炉ろ荘そうに住めてないし」

　ウレハは俯うつむき加減で声の調子を落とした。

「今でもよく覚えてます。三年前、惣そう次じ君が一人暮らしをするって言い出した時は驚おどろきました」

　暖だん炉ろ荘そうに危険が及およぶのを避さけるため一人で暮らす……それがヤクザ狩がりを始めた惣そう次じの決断である。子供達の涙なみだとウレハの悲しげな表情がとても辛つらかった。

「でも、遅おそかれ早はやかれ巣立ちの時期がやってくるのは仕方ありません。惣そう次じ君にもいつか、一つ屋根の下で女性と暮らす日がくるのでしょう」

　日暮れの潮しお騒さいのような愁うれいが、ウレハの顔を覆おおっていた。

「えっと……もう住んでるけど」

「ふぇっ!?」

　途と端たんにハンドリングが乱れて二人は自転車ごと遊歩道脇わきの草むらに突つっ込んだ。惣そう次じはとっさの機転でウレハの下に体を滑すべり込ませる。腰こしに跨またがる格好になったウレハが顔を近づけてきた。

「惣そう次じが女の人と暮らしてるって本当なの!?」
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　いつの間にか敬語をどっかにやって、あわあわしている。

「いいい、いや、妹の事だよ」

　吐と息いきがかかるほどウレハの顔が近い。ウレハの温ぬくもりと重さを腰こしで感じる。惣そう次じの体はウレハの熱を受け取ったように温かくなった。

「なんだぁ、スイレンちゃんかぁ」

　安心しきったように、ふにゃあと脱だつ力りよくして惣そう次じの体から下りた。三十秒くらい深呼吸をした後、ウレハはキリと表情を引ひき締しめ、いつもの大人びた雰ふん囲い気きに戻もどった。

「スイレンちゃんって、妹なのに叔お父じさんの所にいたんですよね」

「うん」

　今まで妹と一いつ緒しよに住んでいた叔お父じが病で倒たおれた。だから、病気が治るまで惣そう次じが妹の面めん倒どうを見る──という建前だった。

「二年前、スイレンが俺の所に来た時は、本当にびっくりしたよ」

　惣そう次じは青空に聳そびえるタワービルを見上げた。

　高さ二五六メートルの摩ま天てん楼ろうが、今日もサキシマの人々を見下ろしている。

　ヤクザの根城だったあの場所は、かつて暴力の象しよう徴ちようだった。そしてヤクザが一いつ掃そうされた今は、島民の為ための役所が入り、平へい穏おんの象しよう徴ちようへと変わった。

　──言えないよなぁ。二年前、あそこでその妹と殺し合ってたなんて。




「到とう、着ちやく！」

　ウレハは荒あら々あらしめのハンドル捌さばきで校門近くの塀へいに自転車を止めた。

「ありがとう、ウレハ。本当に、助かったよ」

「いえいえ、困った時はお互たがい様ですよ。ではでは～」

　自転車の上で腰こしを左右に揺ゆらし、ウレハが遠ざかっていく。緊きん張ちようから解放されて少しホッとしたのと、ウレハと二人きりの時間が終わった寂さびしさが入り混じっていた。

　校門の前では自警団が二人、笑え顔がおで生徒達に声をかけている。自警団はサキシマの治安を守る唯ゆい一いつの組織で、青いシャツと波が描えがかれた肩のエンブレムが彼かれ等らのシンボルだった。

「おはようございます」

　惣そう次じが礼をすると、自警団は「おはよう」とにこやかに笑った。

　門をくぐる生徒たちは皆みんな、人ひと懐なつこい笑え顔がおで自警団に挨あい拶さつをしていた。そこに、彼かれ等らに対する島民の信しん頼らいが見て取れる。それを優やさしく見守りながら、惣そう次じは教室に向かった。

　二年三組の教室は今日も賑にぎやかだ。皆みんないい感じに制服を着き崩くずしていたが、惣そう次じはボタンを上まで全てとめている。まるで学校案内のポスターに出てくるモデルのようだ。

　──地味で気弱な真面目少年。それは、惣そう次じが持つ表の顔である。

　……とはいえ、素の性格が人見知りなので別に演技してるわけではないのだが。

　教室後ろの窓まど際ぎわの席。惣そう次じは机に鞄かばんを置いて椅い子すに座る。

「うぃーす」

　気だるい挨あい拶さつで目の前の席に腰こしを下ろしたのは、制服をラフに着こなし、髪かみを茶色に染めたチャラい感じの男子学生だった。

「あ、雁かり屋や」

　雁かり屋や雅まさ彦ひこ。惣そう次じの幼おさな馴な染じみで、両親を失う前からの知り合いだ。惣そう次じは幼少期から人見知りが激しかったので、幼おさな馴な染じみは彼を含ふくめて二人しかいない。

「見てたぞ。朝からウレハさんと二人乗りとはいい度胸じゃねえか。俺にあの場所譲ゆずれ」

「彼女に聞かれたらどうするの？」

　雁かり屋やは彼女持ちで、バレンタインにもそれなりにチョコを貰もらう陽の人だ。内気で人見知りの惣そう次じとは真反対の性格だけど、何な故ぜか昔からウマが合う。

　雁かり屋やと雑談をしていると、二人の女子が近づいてきた。

「さっきぶりー」「おは」

　委員長とツインテールの「アキ」だ。三人は暖だん炉ろ荘そうのスタッフで、学校ではこの四人でいることが多い。因ちなみに、女性が苦手な惣そう次じが委員長やアキと仲良くなれたのは、雁かり屋やのおかげだったりする。

　机に手をつきつつ、委員長が口を開いた。

「ねえねえ、明日暖だん炉ろ荘そうの手伝い行くのって雁かり屋やだっけ」

「正解。俺だ」

「雁かり屋や、ハヤテ君失しつ恋れんしたらしいから、慰なぐさめてあげて」

「おう、任せとけ。恋れん愛あいマスターの俺が恋こいする少年の傷を癒いやしてやろう」

　雁かり屋やが親指を立てる。彼が「恋れん愛あいマスター」なのはまあまあガチだ。

　惣そう次じは三人に向かってペコリと頭を下げた。

「……いつも、色々細かいところまで見てくれてありがとう」

「礼には及およばねえって。俺は嬉うれしいよ。問題を一人で抱かかえがちのお前が俺達を頼たよってくれるのがさ」

「……あの時は本当に、人手が、足りなかったから……」

「中一か中二の時だよな。しばらく児童養護施設に顔出せないから助けてくれって」

　ぐいと委員長が身を乗り出す。その分惣そう次じは上体を引いた。

「学校も休みがちだったよね。あれなんだったの？」

「ちょっと、妹の事で、色々と忙いそがしくてさ」

　日本刀をぶん回してサキシマ中のヤクザを幼女にしていた、とは言えない。

　もし仮に、番バン狼ロウの正体が惣そう次じだと知れれば必ず暖だん炉ろ荘そうの皆みなが危険に晒さらされる。人ひと質じちや脅きよう迫はくならまだマシで、最悪の場合は危害を加えることも考えられた。

　だから、正体がバレた時に備えて暖だん炉ろ荘そうから距きよ離りを置き学校にもあまり行かないようにした。

　けれども、ウレハ一人に運営を任せると、彼女は確実に過労で倒たおれてしまう。そんなウレハの負担を少しでも軽くするため、三人に頭を下げて彼女を手伝ってもらった。

「ま、暖だん炉ろ荘そうで働くのは楽しいから、むしろこっちから礼を言いたいくらいだけどな」

「子供達、本当可か愛わいいもんねー」

　アキもこくこくと頷うなずいて委員長に同意する。

「俺この画像ずっと待ち受けにしてるんだぜ」

　雁かり屋やはスマホを見せてきた。そこに、ウレハや子供達に混じってピースをする三人が写っている。兄弟のように馴な染じむ三人が微ほほ笑えましい。

「あ、そうだ、」

　スマホをポケットにしまいながら雁かり屋やは話題を変える。

「お前、スキンヘッドの先せん輩ぱい知ってる？」

「知ってる……先週、いろいろあった」

　というかカツアゲされた。惣そう次じは自分が強く見えるような行動は控ひかえている。弱々しい学生を徹てつ底ていして演じれば、番バン狼ロウだと疑われることも少なくなる筈はずだから。

　そういう考えの下、カツアゲされれば金を出すし、パンを買いに行けと言われれば買いに行く。もしかしたら、他の人にはいじめられっ子と思われているかもしれない。

「いや、さっきさ、その先せん輩ぱいに惣次オマエの事聞かれてさ」

「……勿もち論ろん、知らないって言ったよね？」

「つい、この教室にいるって喋しやべっちゃった」

　──喋しやべっちゃったか。

「おい、笹ささ川がわいるか」

　威い圧あつ的な声に教室の空気が凍こおり付つく。教室の入り口には、だぼついたパーカーを着た、ガラの悪い丸まる刈がりの男が立っていた。歩けば悪評の立つ問題児で、学校の内外で揉もめ事ごとを起こしている。名前は分からないので、惣そう次じは頭のなかで「スキンヘッド」と呼んでいた。

「ちょっと頼みがあるんだけどよ」

　さっ、と惣そう次じの周りから人が引いた。委員長とアキはその場に残ろうとしたが、他の女子生徒に腕うでを引っ張られて距きよ離りを取らされる。唯ゆい一いつ雁かり屋やだけは根こん性じようを見せて、惣そう次じの近くに座っていた。根っからの怖こわがりなので、足を震ふるわせて視線を泳がせてるが。

「えっと……その……どうかしましたか、先せん輩ぱい」

　スキンヘッドはポケットに手を突つっ込み肩かたをいからせ、蟹がに股またで近寄って来る。

「悪わりぃ、また金貸してくれや」

　返す気なんかない癖くせに、と思いつつ鞄かばんの中をまさぐった。

「あ……」

　しまった、暖だん炉ろ荘そうに財さい布ふ置き忘れてきた。

「す、すいません。いま持ち合わせないです」

「んだとゴラぁ！」

　舐なめられたと勘かん違ちがいしたのか、スキンヘッドは急にキレて机を蹴けり上げた。教室の空気がさらに凍こおりつく。中には泣き出す者もいた。本物のヤクザに比べれば大したことはないのだが、ここでがら空きの股こ間かんに膝ひざを叩たたき込みでもしたら、頑がん張ばって作り上げてきた弱者のイメージが崩くずれてしまう。なので、ここは堪たえるしかない。

「明日渡わたしっ、」

　胸むなぐらを摑つかまれ強ごう引いんに立たされた。スキンヘッドは額に血管を浮うき立たたせ、拳こぶしを振ふりかぶる。

「お前は俺の奴ど隷れいだ。言う事を聞かない奴ど隷れいは殴なぐられる。ＯＫ？」

　どこの暴君だ。虐いじめられるのが他の生徒じゃなくて良かった。

「歯ぁ食いしばれ、奴ど隷れい」

　惣そう次じは目を閉じる。銃じゆうで撃うたれるよりは痛くない筈はずだ。

「外げ道どうの時間終しゆう了りようっ！」

　大きな声に皆みなが肩かたを竦すくめる。教室の入り口に立っていたのは三〇代半ばの女性だった。長身で、背せ丈たけは男子学生とそう変わらない。黒のレディースジャケットとスキニーがすらりとした体型に良く似合っていた。

　吉よし岡おか湖こ水すい。社会科の女教師で、このクラスの担任である。

「私の生徒にちょっかい出してるのは何ど処この悪いた戯ずらっ子かな？」

　スキンヘッドに一いつ切さいひるむことなく、吉よし岡おかはこちらに近づいてくる。

「んだよ、ダチから金借りてるだけだろうが！」

　スキンヘッドの威い嚇かくにも全く動じず、キッと睨にらみ返す。腕うで組ぐみをして仁に王おう立だちするその姿には、教師らしからぬ迫はく力りよくがあった。

「悪いけど恫どう喝かつにしか見えない。胸むなぐら摑つかんで金をせびるなんて、友達にする事じゃないよ」

「んだと……コラ」

　迫はく力りよく負まけしたスキンヘッドから勢いがなくなっていく。何をしても吉よし岡おかが動じないのをスキンヘッドも分かっているらしい。

　吉よし岡おかはカッと目を見開き、鋭するどい語気で相手の胸を射い抜ぬく。

「さっさとここから出ていきなさい！　もうすぐホームルームが始まります」

「……くそが」

　勝負ありだった。スキンヘッドは舌打ちをして扉とびらの方に向かう。

「また来るからな」

　そう言い残して立ち去った。

「あの先せん輩ぱい超ちよう怖こえぇ」「笹ささ川がわ君可哀想かわいそう」「アイツ、笹ささ川がわ君がおとなしいからあんなにイキるんだよ」「ほんと、弱い人をいじめる人ってサイテー」「吉よし岡おか先生バリかっこよかった」

　教室はしばらくざわついていた。

「はいはい。あと二分でホームルーム始めるよー、席について」

　吉よし岡おかは何事もなかったかのように教きよう卓たくの方に歩いていく。

「あ、あの……先生、ありがとうございました」

　吉よし岡おかは惣そう次じに背中を向けたまま親指を立てた。

「生徒の盾たてになるのも教師の仕事だよん。礼にはおよばないナイ」

　こういう時の先生は惚ほれてしまいそうになるほどカッコいい。

　教室の空気もすっかり落ち着き、ホームルームが始まった。まず目を引いたのは教きよう卓たくに置いてある箱だ。形状は平たく、側面には戦車の絵。

　吉よし岡おかのツッコミ役に強制就任した委員長が仕方なさそうに尋たずねる。

「先生、それなんですか」

「よくぞ聞いてくれたね、委員長！　これは、三五分の一シュトゥルムティガーだよ！」

「プラモデルじゃないですか」

「そうそう、職員室の机にこれ置いといたら教頭に怒おこられちゃってさぁ。だからこっちに持ってきた」

「先生、教室は私物置き場じゃないですよ」

「知ってる」

　なら置くな。

「……先生戦車好きなんですか」

「いやあんまり。でも乗りたい。家のガレージに欲ほしい。仕事サボってずーっと見るの」

　それを好きと言うのでは!?　クラス一同のツッコミが聞こえた気がした。

「もういいんで、ホームルーム始めてください」

「ほいほーい。職朝で生徒指導の先生から最近風紀が乱れてるから皆みんな校則を守るようにって注意があったよ。皆みんな守ってねーっと」

　軽い。生徒指導の先生が可哀想かわいそうになってくる。

「特に最近授業中に携けい帯たい電話の……」

『エスブラーゥトゥーザパンツァー♪』

　突とつ然ぜん、教室に鳴なり響ひびいた着信音。生徒達の間に緊きん張ちようが走った。授業中、ホームルーム中はスマホの電源を切るのが決まりだ。守らなければスマホは没ぼつ収しゆうとなる。

「はい、もしもし」

　電話に出たのは吉よし岡おかだった。そのままホームルームをほったらかして廊ろう下かに出る。

「はーい。後でかけ直しまーす」

　そして何事も無かったかのように教室に戻もどって来くる。

「えっと、どこまで話したっけ。あ、そうだ。特に授業中は携けい帯たい電話の電源を切ること」

　お前だ!!　また皆みんなのツッコミが聞こえた気がした。

「せ、先生って変わってますよね」と委員長。

「そうかな？　普ふ通つうな大人のお姉さんだと思ってるんだけど」

「普ふ通つうではないです。授業中に堂々と電話に出る教師なんて聞いた事ないです」

「たしかにねー。おかげで学年会議じゃ針のむしろでさー」

「当たり前でしょ」

「それはそうと委員長、教室のどっかに完成させたプラモを飾かざれる場所ない？」

「ありません。自宅でどうぞ」

「自宅におけるスペースがあったらこんなことは頼たのみません！」

「梅つ雨ゆが明けたように清すが々すがしい逆ギレ！　ダメなものはダメです！」

「そこをなんとかぁ……自宅はもう戦車まみれで湾わん岸がん戦争みたいになってるんだよー」

「ダーメーでーす！　公私混同しないでください！」

　完かん膚ぷなきまでに論破されてしゅんと首こうべをたれる吉よし岡おか。どっちが教師なんだか。

「じゃあ、ホームルームを続けます……」

　捨てられた猫ねこみたいにしょんぼりしながら、生徒の名前を呼び始める。

　こういう奔ほん放ぽうな性格だが、授業は面おも白しろいし、生徒がピンチの時はしっかり守ってくれるので人気は高い。惣そう次じも他のクラスメイトも、彼女のことが一人の教師として好きだった。

　委員長との漫まん才ざいが終わって、ようやく真面目な教師モードのスイッチが入る。

「さて、皆みなさん。来週から家庭訪問です。ご家庭の事情でまだ希望出せてない人は再度調整するので、後で私のところまで来てください」

　一応、惣そう次じの保護者はウレハなので、家庭訪問の場所は風車塔とうではなく暖だん炉ろ荘そうとなる。

「笹ささ川がわ君のところには、明日土曜日の朝に行くからね」

「あ……本当、ご迷めい惑わくおかけします」

　惣そう次じは深々と頭を下げる。平日昼一時からの暖だん炉ろ荘そうは非常に慌あわただしい。

　ウレハは小学校低学年の児童が帰宅する十四時に合わせておやつをつくり、帰宅後は子供達の連れん絡らく帳や配布物に目を通し、息つく暇ひまもなく洗せん濯たくと夕飯の支し度たくに取とり掛かからなければならない。なので、今まで家庭訪問は平日の午前に担任が出張で行く事が多かった。だけど吉よし岡おかは「惣そう次じがいた方がいい」という事で土曜日に訪問してくれている。

「……えっと、評価よくしてもらえるよう、教頭先生に言っときます」

　惣そう次じの言葉に吉よし岡おかは爆ばく笑しようする。

「あっはっは、私が学年会議でドヤれるよう、よろしく頼たのむよ！」

　思わず惣そう次じの顔からも笑えみがこぼれる。暖だん炉ろ荘そうの皆みんなと朝ご飯を食べ、友達と馬鹿な冗じよう談だんを言って笑う。そんな尊い日常が、今日もまた穏おだやかに流れていく。




　放課後。惣そう次じが一階トイレの近くを通りかかった時だった。

「なあ、あれ」「馬鹿、見なかったことにしろ」

　二人の男子生徒が、まるで幽ゆう霊れいでも見たかのようにトイレから出てきて足早に去っていく。

　……？　惣そう次じは不思議に思いつつトイレに入る。そして足を止め、顔を引きつらせた。

「よっと」

　幼女だ。可か愛わいらしい幼女だ。男子トイレに、幼女がいた。

　ほわほわニットのシャツに身を包み、腰こしにはパーカーをまきまき、腰こしに差ささったウサギさんのぬいぐるみが、てろりんと辞じ儀ぎしている。大きな耳当てのついたウサギさんの帽ぼう子しからは、美しい金色のツインテールが太ふと腿ももの辺りにかけて緩ゆるやかな螺ら旋せんを描えがいていた。

「かぁ～っ」

　幼女は痰たんを吐はく予備動作と同時に、短パンを下ろそうとする。

「ちょっと来い」

　惣そう次じは幼女の首根っこを摑つかむ。

　そのままトイレから走り去り、たまたま人のいなかった生徒指導室に連れ込んだ。

　扉とびらをばたんと閉め、幼女と向かい合う。

「なにやってるの？」

「しょーべん。あと、痰たん吐はき」

「男子トイレでするな！」

　珍めずらしく声を荒あらげて惣そう次じはツッコミモードになる。

「ワシはこっちのほうがしっくりくるもん！」

「他の人がしっくりこないの！　少しでいいから世せ間けん体ていを気にしてくれ」

「たよーせーのそんちょーや！　幼女が男子トイレで小便をしてこそ日本の夜明けが来るって坂さか本もと龍りよう馬まや長なが岡おか謙けん吉きちが言うとるのをアニキは知らんのか」

「言うか！　海かい援えん隊たいを何だと思ってる！　あとアニキって呼ぶの止めてくれ！」

　幼女は愕がく然ぜんとして後ずさる。

「ぜ、絶ぜつ縁えんされた？」

「兄弟の契ちぎりを破ったんじゃない！　呼び方を改めろと言ってるの！」

「アニキの何がアカンねん！」

「……ヤクザみたいで嫌いやなんだよ。お兄ちゃんって呼んでくれ」

「いややッ。そんな如何いかがわしいゲームみたいな呼び方」

「世の中の健全な妹は傍ぼう系けい二親等の年長の男性をお兄ちゃんって呼ぶんだよ」

「なんや、フリー辞書のテキストをコピーして貼はり付つけたようなこと言いおって！」

　幼女はふにふに机をたたいて抗こう議ぎを始める。

　──笹ささ川がわスイレン。それがこの幼女の名前だ。表向き、惣そう次じの妹とされている。

　彼女は早朝から昼まではバイトで汗あせを流し、午後は家で寝ね転ころびながら野球の二軍中ちゆう継けいや釣つり番組を見ていた。こうやって学校に顔を見せるのは珍めずらしい。

「で、スイレン、俺に何の用なの？」

「せやせや、渡わたすもんがあるんや」

　言いながらスイレンは肩かたにかけていたペンギンさんのポーチを、お腹なかの前まで持ってくる。

「そのポーチ……使ってくれてるんだね」

「本当は使いたくないけどな。ほんま、人の事を舐なめくさったデザインしおってからに！」

「じゃあ返して」

　やっ！　スイレンは惣そう次じから遠ざけるようにポーチをぎゅーと抱だきしめる。

　本当は可か愛わいいのが大好きなくせに。惣そう次じはぷいと口を尖とがらせた。

「んで、今日はこれを渡わたしに来たんや」

　机に置かれたのは家庭訪問のプリントだ。希望日の欄らんには書道八段級の達筆で日付が記入されている。

「ほんまに惣そう次じは忘れんぼさんやなぁ～。こんな大事なもん、はよ渡わたさなあかんで」

　えっへん、と何な故ぜか得意気に胸を張るスイレン。

「やっぱりお前もまだまだ子供やな。ワシがしっかりしてなかったら今いま頃ごろどうなってたか」

　ピンとこずに、惣そう次じは首を傾かしげた。

「えっと……な、何が？」

「だって家庭訪問の希望日の提出期限、今日やろ？」

「そうだけど、俺の保護者はウレハだし、日にちもとっくに決まってるよ？」

　惣そう次じが何を言ってるか分からなかったのか、スイレンはポカンと口を開けていた。

「え？　いや、あれ？　じゃあ、なんで、このプリント」

「ああ、ウレハとは先生が電話で直接日程調整を済ませたんだよ。てゆうか、スイレンは表向き俺の妹で通ってるんだから面談はできないよ」

「あっ…………ほんまやん……やん……うゅ……」

　無表情でプリントをペンギンさんのポーチに回収した。俯うつむいたまま、ちょっとだけ頰ほおを赤くする。あれだけドヤっていた手前、勘かん違ちがいしたのが恥はずかしいのだろう。

「ま、まあ、俺の為ために頑がん張ばろうとしてくれたのは嬉うれしいよ。だから、あんま落ち込まないで」

　スイレンは涙なみだ目めになりながら「むゅ～」と呻うめいている。

「用件はこれで終わり？」

「いや、実はもう一個ある」

　急にキッと引ひき締しまった顔になった。

「ただ、此処ここでは話せん」

「てことは家で話す？」

「うん。それがええ」

「でも、この後、暖だん炉ろ荘そうで子供の作ったクレープ食べるって約束しちゃった」

「じゃあ夜やな。夕飯でも食いながら話そう」

「分かった。八時には帰るようにする」

「絶対やぞ。九時になったら眠ねむたくなるんやから」

「あ、そういえば、この前ハムスターの可か愛わいいパジャマ見つけたんだけど」

「お前、趣しゆ味み悪いぞ！　買ってきたらしばくからな」

　ぷんすかしながらスイレンは部屋から出て行こうとする。その様子を惣そう次じは見守っていた。

（趣しゆ味み悪いぞ、か。あの日もそんなこと言ってた気がするなぁ）

　スイレンの後ろ姿が、ほんの一いつ瞬しゆんだけ、飯いい岡おか昭しよう三ぞうのごつい背中に見えたような気がした。




　夜の八時丁度に、惣そう次じは風車塔とうへ帰宅した。

　一階の狭せまい居間には、テレビやパソコン、もう使わなくなった知育玩がん具ぐがある。壁かべには大おお太た刀ちが飾かざられているが、これはバイト先の工場長が作った練習用の模造刀だ。本物は床ゆか下したの地下室に隠かくしてある。惣そう次じは、何となく、小物入れの上の写真に目をやった。

　木製のフレームに囲まれてこちらを睨にらむのは、サキシマを支配していた飯いい岡おか組ぐみの組長、飯いい岡おか昭しよう三ぞうである。それはスイレンが幼女になる前の姿だ。未練があるのか、過去への戒いましめなのか、スイレンはこの写真を今も大事に飾かざっていた。

「スイレン、帰ったぞ」

「今いま飯作ってるからもうちょっと待っといて」

　風車塔とうに併へい設せつされた炊すい事じ場、その奥からスイレンの声が聞こえてきた。豚ぶた肉にくの焼ける香りがする。今日は生しよ姜うが焼きだろうか。

　しばらくテレビを見ていると、炊すい事じ場からラッコのエプロンを着けたスイレンが料理を持って現れる。写真の男がこの可か愛わいい幼女になったと思うと、毎度不思議な気分になった。

「今日は、豚ぶたの生しよ姜うが焼きとめかぶのみそ汁しるや」

　こんがりと焼けた豚ぶた肉にくの上でパチパチと油が弾はじけていた。

「美お味いしそう！」「まだ食うなよ」

　配はい膳ぜんをすませ、エプロンをはずしてスイレンが座る。二人は両手を合わせて、

「「いただきます」」

　言うなり惣そう次じは豚ぶた肉にくを白米にのせて、口にかちこんだ。

「美お味いしい！」「せやろ！」

　スイレンはヤクザ時代、即すなわち飯いい岡おか昭しよう三ぞうだった頃ころに料理を習得したらしい。「部屋住み」といって、若いヤクザは親分の家に寝ね泊とまりして、親分の身の回りの世話をするのだとか。飯いい岡おか昭しよう三ぞうも殺しの練習ばかりしていたわけではなく、それなりに生活力も鍛きたえられていたようだった。

　食事を終えた惣そう次じは、満足げにお腹なかをさする。

「ごちそうさま」

「ほい。空いた食器貸せ。洗あろといたる」

　食事の片づけが終わった後、改まってスイレンと惣そう次じは向かい合って座った。

「で、俺に話したいことってなんなの？」

　スイレンの表情はいつになく硬い。その引ひき締しまった表情は幼女のそれではなく、かつての飯いい岡おか昭しよう三ぞうを彷ほう彿ふつとさせた。これは何か深刻な案件だ。




「どっかの組がサキシマを狙ねらっとる」




　惣そう次じは扉とびらと窓を開けて周囲を確かく認にん、家の周りに誰だれもいない事が分かってから扉と窓を閉め、声を潜ひそめて会話を続ける。

「可能性は」

「五分五分ってとこや」

　惣そう次じの鼓こ動どうが早はや鐘がねを打つ。今でも、サキシマヤクザの残党が悪さをする事はある。だけど、巨きよ大だいな組織がサキシマに進出した事は無い。もし仮に、大きな組がサキシマで商売をしているならば、長らく続いたサキシマの平和が終わりを告げることになるかもしれない。

「……まずは詳くわしい話を聞きたい」

「うむ。ちょっとニトロちゃんから気になる案件をもらっててな」

　ニトロ、とは惣そう次じのバイト先の雇やとい主ぬしだ。

「ちょっと待っとれ」

　スイレンは炊すい事じ場の方に一いつ旦たん姿を消した。

「んしょ、よいしょ」

　奥から70センチはあろうかという銃じゆうを引きずってくる。身長的に持ち運びが難しいらしく、長らく「うにゃうにゃ」言いながら苦戦していた。

「よっこらしょっと」

　机の上にズンと置かれたのは、一丁の黒い自動小しよう銃じゆうだった。ゲームでもよく見る種類の銃じゆうで、惣そう次じも相手にしたことがある。

「アサルトライフル。一体、これがどうしたの？」

「ニトロちゃん曰いわく、これがサキシマの港から出てたらしい」

　サキシマの？　この人工島は日本国と同じで、一いつ般ぱん人じんが銃じゆうを所持するのは禁止されている。サキシマで銃じゆうの流通を管理しているのはニトロだけだ。

「ニトロさんのルートじゃないの？」

「違ちがう。ワシ等の知らん誰だれかが、このサキシマから銃じゆうを輸出してる。その数大おお凡よそ百丁」

「百丁……多いね。とても個人が扱あつかえる数じゃない」

「せや。もしかしたら、デカい組織が関わってるのかもしれん」

　スイレンは二本の指を立てる。

「これに関して考えられるパターンは二つ。一つはどっかの武器商人が勝手に商売してた場合。これは交こう渉しよう次し第だいでどうにでもなるパターンや。ただ、面めん倒どうなのはもう一つのパターン」

「ヤクザが関わっていた場合……か」

「うむ。これが組織ぐるみの商売シノギやった場合、少々厄やつ介かいなことになる。簡単に言うと、ここから始まるのはショバ争いや」

　ショバ争い。縄張りを巡めぐって繰くり広ひろげられる血の抗こう争そう。

「ヤクザの金に対する執しゆう着ちやくは異常や。仮にサキシマが銃じゆうの売買に重要な場所やと思われてた場合、簡単には退ひかん」

「そうなれば、ほぼ間ま違ちがいなく揉もめるよね。いや、自分達の商売を守るため、暴力でこちらを排はい除じよするかもしれない」

「向こうが実力行使に訴うつたえかけた場合、最悪三年前を超こえるデカい抗こう争そうになる。ワシの組の奴やつらより凶きよう暴ぼうな連中はオオサカに五万とおるからな」

　日本国はオオサカとの県境に自衛隊を駐ちゆう屯とんさせている。それは、オオサカヤクザが自衛隊の火力をもってようやく太た刀ち打うちできる相手ということを示し唆さしていた。

　つまりそれだけ、オオサカヤクザは強いのだ。

　暴力の権ごん化げともいえる彼かれ等らから、サキシマの治安を守れる勢力は二つ。自警団と、そしてスイレン、惣そう次じの二人だ。チンピラ風ふ情ぜいなら自警団でどうにでもなるが、オオサカのヤクザが出てくれば狼おおかみが戦うよりほかない。

　オオサカヤクザ。暗黒都市に住む、暴力の運び手。

　じわじわと、虫が這はうように痛みが目の辺りに広がった。脳のう裏りに、死んだ二人の両親の姿が浮うかぶ。

「……サキシマに手出しはさせないからな」

「落ち着け、出とるぞ」

　言われて惣そう次じは左の目に手を当てた。

「まだ、ヤクザが関わってると決まったわけやないやろ」

　スイレンに諭さとされ、惣そう次じの熱は冷れい却きやくされていく。

「ええか。まず相手がオオサカヤクザか武器商人かどうかを突つき止とめるのが先決や」

「ど、どうやって？」

「これだけの大取引、絶対に銃じゆうを保管する場所を持ってる筈はずや」

「そうか、保管場所なら取引の情報がきっとある」

「せや。書類でもなんでもええ。保管場所を管理してる奴やつが誰だれか分かる物もんが欲ほしい」

　保管場所を突つき止とめて、書類を見つける。惣そう次じは要点を頭の中に書き留める。

「突つき止とめた後はどうするの？」

「それはワシが考える。もし相手がオオサカヤクザでも抗こう争そうに発展する事態はなるべく避さけたい。仲ちゆう裁さいの文化が薄うすい奴やつらは、戦争になったら徹てつ底てい的てきに相手を滅ほろぼそうとするからの」

　そうなれば、必ず犠ぎ牲せい者が出るだろう。確かにそれは極力避さけるべきだ。

「ええか、サキシマを守りたいのはワシも同じや。でもな、何度も言うように平へい穏おん平和が一番よ。もし仮にヤクザに出くわしても、殺されそうにならん限りは、穏おん便びんに、済ませるよう、努力してくれ」

　ヤクザの組長に平和の大切さを教えられるのも変な話だ。だけど、生まれてからずっと殺しに明け暮れていたからこそ、その良さが分かるのかもしれない。

「ええか。お前は、ふぁぁ……、慎しん重ちように、動くんやで」

　スイレンの体がふらふらと揺ゆれ始めた。瞼まぶたをぱちぱち、むにゃむにゃ言いながら「ふみ～」とあくびをする。

「ふぁあぁ。むゃ……」

　ぽてーんと後ろに倒たおれると、すやすやと寝ね息いきを立てはじめた。

　スイレンは夜の九時になるとお休みモードに入ってしまう。こういったところは幼女っぽい。

「ったく、移動させる方の身にもなってくれ」

　惣そう次じはウサギさんの靴くつ下したを脱ぬがせた後、体を抱だきかかえて三階に運んだ。

　彼女の部屋には、小難しい本が並んだ本ほん棚だなと、たくさんのぬいぐるみが置いてある。

「ふぁ、ふゆ……」

　布ふ団とんに横たえると、寂さびしそうに涙なみだを浮うかべた。虐ぎやく待たいを受けていたスイレンは、夜になると少年時代を思い出して怖こわくなるらしい。傍そばに屈かがみ込むと、その足にギュッとしがみ付いてくる。

「おかあちゃん……おなかへった」

　その表情は幼く、それでいて寂さびしそうだった。

「ほら、ウサギさんだよ」

　ウサギのぬいぐるみを渡わたすと、それをギュッと抱だきしめて顔を埋うずめる。

「にゅっ」

　屈かがみ込んで背中を摩さすってやると、心ここ地ち良よさそうに身を捩よじって笑え顔がおになった。
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　飯いい岡おか昭しよう三ぞうはかつての敵だ。だけど、幼女になった彼女と接するうちに惣そう次じの敵意もすっかり風化してしまった。

「ほんと、こんなにかわいくなって」

　ほっぺをつつくと、「うにゃにゃ……」ネコのように頭をぷるぷると振ふる。

　この可か愛わいらしい寝ね顔がおを見ていると、かつての遺い恨こんなんか奇き麗れいさっぱり忘れてしまう。

「今は家族みたいなもんだもんなぁ」

　スイレンも幼女になって暫しばらくの間は暖だん炉ろ荘そうで過ごした。だから家族だ。

「でもスイレンは、なんで俺の事をこんなに心配してくれるんだろう……」

　スイレンにとって自分の組を壊かい滅めつさせた惣そう次じは殺したい相手の筈はずだ。

　なのに、彼女は家庭訪問に出ようとしてくれるし、毎日ご飯も作ってくれる。まるで保護者だ。この二年間、惣そう次じとの生活の中で何か心境の変化があったのだろうか。

　自分はスイレンを家族だと思っている。

　でも、スイレンがそう思っている保証はどこにもない。

　サキシマを守る。少なくともこの目的は一いつ致ちしている。

　だけど、彼女が何な故ぜサキシマを守ろうとするのか、彼女の口から語られたことは一度もない。

　単にサキシマが好きだから？

　それとも、自分の縄張りだと思っているから？

「むにゃむにゃ、むに～」

　この無む垢くな顔の裏側に、何か別の思いがあるのだろうか。

「どちらにせよ、戦いになったら肩かたを並べて戦うしかない。俺が頼たよれるのは、スイレンしかいないんだからな」

　東側の窓から外を見ると、オオサカの夜空に山が聳そびえている。それは巨きよ大だいなビルの連なりで、中心部は五〇〇メートルを超こえると言われていた。あそこに何が住むのか、惣そう次じは知らない。ただ、日常の中でふと、あのビル山が目に入ると、言いしれない不安を感じるのだ。











二章　ヤクザ再び






　サキシマで銃じゆうを売買している連中は何者か。それを調査することになった。

　……のだが、その前にやる事が一つだけある。暖だん炉ろ荘そうでの家庭訪問だ。

　土曜の朝、惣そう次じは暖だん炉ろ荘そうに足を運んでいた。先生を招くのだから、庭を奇き麗れいにしなくちゃいけない。ということでウレハと惣そう次じで庭の掃そう除じをしていた……のだがウレハの様子がおかしい。

「むむっ」

　箒ほうきを持ったまま後ろに下に左右にと気を配っている。

「ど、どうか……したの？」

「いえ、なんでも、ないです」

　ウレハは、むっ、と忍にん者じやのように周囲を警けい戒かいする。

「えっと、まさか、また……もきょもきょ？」

「ひぃっ！」

　もきょもきょ。その名を口にした瞬しゆん間かん、ウレハは体をピンと伸のばす。

「惣そう次じくぅん、いきなりもきょもきょは勘かん弁べんしてください～」

　はひー、とあわあわするウレハ。その名を口に出されるのも嫌いやなようだ。

「ドコにもいないじゃないですか～。いじわるはだめですよぉ～」

　へなへなになりながらも、惣そう次じの胸を両手でぽかぽか叩たたいてくる。

　──いや、そもそも、もきょもきょって何!?

　もうそれに尽つきた。ウレハの恐おそれる「もきょもきょ」なるものを見た者は暖だん炉ろ荘そうには誰だれ一人ひとりとしていないし、ウレハの口から詳しよう細さいを語られることもない。なので、惣そう次じの中で「もきょもきょ」はサキシマに存在する謎なぞの概がい念ねんになっていた。スイレンは最初幻げん覚かくを疑っていたが、どうもそういう類のものでもなく、ちゃんと実在はするらしい。

「ん？」

　その時、教会の陰かげから複数の視線を感じた。見れば雁かり屋やと数人の子供達が縦に顔を並べている。雁かり屋やは身み振ぶり手て振ぶりで指令を通達。

　──いまだ！　抱だきしめろ！

（できるかああぁ！）

　エアツッコミを遠くに飛ばす惣そう次じを、ウレハは上うわ目め遣づかいで下からのぞき込む。

「もう突とつ発ぱつ的もきょもきょは、めっ、ですよ」

　よく考えたらウレハの顔が至近距きよ離りにあるので、頭が沸ふつ騰とうしそうになる。

　なんて声をかければいいのだろうか。そうだ何かで穴あな埋うめをしなければ。そういえば、ウレハは一番年下の子がお風ふ呂ろを嫌いやがるから困ると言っていた気がする。そうだ、お風ふ呂ろだ。

「ここここ、今度、お風ふ呂ろ一いつ緒しよ、入るから……それで許して」

「はい？」「え」

　ウレハの顔が赤くなって、惣そう次じの顔も赤くなる。

「ち、違ちがう！　子供の、お風ふ呂ろ、手伝うって意味！　ななな、何言ってんだ俺！」

「そそそ、そうですよね！」

　ウレハの後ろで子供と雁かり屋やが爆ばく笑しようしていた。完全に人の恋れん愛あいをエンタメとして楽しんでいる。

　惣そう次じがあたふたしていると、門の方から声が聞こえてくる。

「すいませーん！」

　見れば吉よし岡おかが立っていた。

「あ……もう家庭訪問の時間だね」

「すっかり忘れていました……はーい。どうぞいらしてくださーい」

　どもども、と吉よし岡おかがやってくる。

「惣そう次じ君、私はお茶を淹いれてくるので先生を食堂の方に案内していただけますか？」

「わかりました」

　ウレハが立ち去った後、吉よし岡おかはにやにやしながら惣そう次じの肩かたに腕うでを回してくる。

「な、なんですか、先生」

「いや、別に。学校じゃおとなしい笹ささ川がわ惣そう次じ十六歳が、ちゃーんと青春らしい青春を送ってたことが一教師として喜ばしいんだよ」

　惣そう次じは照れて俯うつむいた。先生にもウレハを好きなのがバレてしまったようだ。

「私の見立てだと、脈はありそうだよ」

「え、は？　噓うそだ」

「本当だよ。ま、女の子が苦手な君には試練になるだろうがね」

　吉よし岡おかはポンと背中を叩たたく。

「がんばれ少年！　私は職務に戻もどらせてもらうよ」

　そのまま食堂に行くのかと思いきや、足を止めて教会の方を睨にらむ。

「雁かり屋や、試験の成績最悪だったから来週は補習な」

　教会の陰かげで人の恋こい路じを楽しんでいた雁かり屋やの顔が、見る見るうちに青ざめていった。




　食堂には朝食の残のこり香がが薄うつすらと漂ただよっていた。惣そう次じとウレハは二人並んで座り、机を挟はさんだ対面に吉よし岡おかが腰こしを下ろしている。

「惣そう次じ君は学校ではよく頑がん張ばっています。テストの成績もいいですし、問題行動も特にありません。仲のいいお友達といつも楽しそうにしていますよ」

「委員長さん達ですね。本当にあの三人にはいつもお世話になっています」

「まだ高校生なのに子供たちのために働く。担任としても喜ばしい限りです」

「この子、優やさしいんですけど、引っ込み思じ案あんなところがあるから、仲のいいお友達がいるのは助かります。逆に高校を卒業したら、新しいお友達を作れるかが心配で」

　こ、この子。

　惣そう次じは誰だれにも分からないよう小さくため息をついた。ウレハは完全に惣そう次じを子供として扱あつかっている。少なくとも恋れん愛あいをするような間あいだ柄がらとは思ってない。先生は脈アリと言ってくれたけど、現状はどう見ても厳しい。

　吉よし岡おかは落ち込む惣そう次じを一いち瞥べつし、会話を続けた。

「織おり凪なぎさんがご心配されるのも分かります。でも、惣そう次じ君はもう立派な大人です。進むべき道も、恋こい人びとも、自分で決められる歳としごろなんです」

「恋こい人びと、も……」

「だから、子供ではなく大人として付き合ってあげると、惣そう次じ君自身の成長にも繫つながります」

　それは吉よし岡おかなりの援えん護ご射しや撃げきだ。ありがたい反面、恋こい人びとや大人という単語が照れくさい。

　一いつ瞬しゆんウレハと目が合って、二人は同時に視線を伏ふせた。心なしか、ウレハも少し照れているように見える。どういう感情でいるのか、気になって仕方がない。

　その後暫しばらく、成績や進路について話し合った後、「生徒の前じゃ色々と話しづらいこともある」と言われて惣そう次じは席を外すことになった。




　庭で掃そう除じ道具の片づけをしていると、男の子が一人やってきた。名前はハヤテといって、父子家庭で育ち、小五の頃ころに父親がヤクザに殺されて暖だん炉ろ荘そうに来た。中学二年生になった今は、元気に学生生活を送っている……筈はずなのだが、好きな子にフラれてここの所元気が無い。

「あ、ハヤテ。もう立ち直れた？」

「……まだちょっと引きずってるけど。でも、もう平気」

「そっか。ハヤテは、優やさしいし頼たよりがいがあるから、その良さを分かってくれる素す敵てきな人がきっと現れるよ。何かあれば、俺も、相談にのるから、遠えん慮りよせず何でも言って」

「うん。いつもありがとうな、お兄ちゃん」

「それに、勇気を出して、告白したのは偉えらいよ。俺には……無理だ」

「いや、兄ちゃんこそ頑がん張ばれよ！　ほんとこっちの心配してくれるのはありがたいけど、ちょっとは自分の恋れん愛あいも気にかけてくれ」

「だって、ウレハ、俺のことを子供としか見てないし」

　しゅんと首こうべを垂れ五秒後さらに小さくなって膝ひざを抱かかえる。

「そのうち彼かれ氏しとかできたりするのかな……」

　ウレハが誰だれかと一いつ緒しよに歩いてる姿を想像すると胸が痛い。奥手の恋こいは儚はかなく、そしてほろ苦い。

「だから攻せめが足りないんだって。まずガツーンとかまして意識してもらわないと！」

「オラオラするのは、難しいなぁ。うちの学校のヤンキーはそういうの上う手まいけど」

　本当に彼らの押しの強さが羨うらやましい、と思う惣そう次じだった。

「あ、ヤンキーで思い出したけど、さっき外で人相の悪い不良を見たよ。なんかガタイよくて頭スキンヘッドでさ」

　あ、そいつ知り合いです。

「で、その人、なんか怖こわい男の人ともめててさ。今にも喧けん嘩かになりそうだった」

「怖こわい、男の人？」

「うん。なんか、さ、その男の人の雰ふん囲い気き、似てたんだ」

「誰だれに？」




「俺の父ちゃんを殺した奴やつに」




　じわ、と傷が疼うずいて目元を押さえた。背中に微かすかな戦せん慄りつが走る。

「ハヤテ、そいつら、どこにいた？」

「えっと、中ちゆう華か料理屋近くの十字路」

「十字路、だね」

「ちょ、いきなりどうしたんだよ。兄ちゃん、顔怖こわいよ」

　鼓こ動どうが高鳴り、左の目が痛みを発する。

　ハヤテ少年が引き留める間もなく、門をくぐって敷しき地ちの外に飛び出した。

「まさか、オオサカヤクザか？　それなら、必ず尻しつ尾ぽを摑つかんでやる」




　スキンヘッドと男が揉もめているという十字路に来たが、それらしき人はいない。

　街路樹の近くに誰だれかが倒たおれていたので、近寄って体を起こす。

　それはスキンヘッドだった。前歯の何本かは折れ、口から血を流している。

「大だい丈じよう夫ぶですか!?」

「あ、ああぁ、うあぁ」

　顎あごが割られている。きっと恐おそろしく硬かたいもので殴なぐられたのだろう。辺りを見み渡わたすと、街路樹を囲うレンガの一つが抜ぬき取とられ、血の付いた状態で転がっていた。

「これが凶きよう器きか。先せん輩ぱいをやった相手はどこですか？」

「う、あ、」

　スキンヘッドは震ふるえる手で、東を指し示す。見れば百メートルほど先に、遠ざかる男の背中が見えた。

「アイツか……よし」

　惣そう次じはスマートフォンで救急車を呼んだ。

「五分で助けが来ます。そこで、じっとしててください」

　スキンヘッドは「うぅ」と呻うめきながら、弱々しく首を縦に振ふった。

　一いつ般ぱん人じんをレンガでぶん殴なぐるなんて、まともな人間のやり方じゃない。胸むねの奥で怒いかりの煮にえたぎる音を聞いた。

　落ち着け、惣そう次じ。落ち着け。今ここで喧けん嘩かをふっかけたら、抗こう争そうになるかもしれないんだぞ。

　そう自分に言い聞かせ、惣そう次じは男の後を追う。




　男は黒のスラックスと白のシャツを着ていた。一見サラリーマンのように見えるが、体幹はしっかりした印象がある。周囲への警けい戒かいはこなれていて、惣そう次じでなければすぐさま尾び行こうに気付かれていただろう。

　惣そう次じは相手に気付かれない距きよ離りを保ちながら男の後をつける。東に行くにつれて人通りは少なくなり、視界も開けて不気味に聳そびえるオオサカの「ビル山」が見えてきた。

　サキシマの東は殆ほとんどが空き地で、錆さびたコンテナがまばらに積まれている。そんな殺風景な場所に、持ち主がいなくなって久しい廃はいビルが建っていた。窓ガラスは所々割れ、壁へき面めんには蔦つたが絡からみついている。この幽ゆう霊れいでも出そうなビルに、男は辺りを警けい戒かいしながら入っていった。

　──この廃はいビルに何かあるのか？

　近くの街路樹によじ登って、木の葉の間から監かん視しする。

　しばらくすると、男は手下らしき人間を数人連れて出てきた。

　耳を澄すませると、男達の会話が聞こえてくる。

「こんな監かん視しカメラもないとこ置いといたら、いつかブツ取られてまうわ」

「せや思て、新しい保管場所のめぼし付けました。ここには監かん視し二人つけとくんで、いっぺん部屋来てもうてええですか」

「分かった。場所がよかったら今日にでも移すで」

　男達は立ち去った。どうやら今日中に何か大事な物を移動させるようだ。

　──一体何を移動させるんだろう？　……一いつ旦たんスイレンに連れん絡らく入れておくか。

　電話をかけようとするも、お昼ひる寝ね中なのか繫つながらない。取りあえず辺りの風景を撮さつ影えいし、事情を説明したメッセージに画像を添てん付ぷして送った。

　──取りあえず仮に奴やつらがヤクザだとして、ブツとやらを移されたら面めん倒どうだ。監かん視しが来るまでの間に、中に何があるか確かめておこう。

　音もなく木から飛び降り、ネコのような身のこなしでビルの中に入った。

　入り口から廊ろう下かを通り、突つき当あたりの階段を下りていく。

　部屋を一つ抜ぬけた先に広がる、暗く冷たい地下室。照明を入れて、惣そう次じは確信した。

「当たりだ」

　地下室の棚たなにずらり並んでいたのは、大量の銃じゆうだった。スイレンが見せてくれたのと同じものもあれば、違ちがうものもある。

「凄すごいな。まるでテロリストじゃないか」

　その数大おお凡よそ二〇〇。銃じゆうにはタグが付けられ、その輸出先は主にロシアと北米だ。辺りを探すと、机の引き出しから書類の束を発見した。そして、書類の一つに気になるものがあった。

　その書類の隅すみに描えがかれていたもの。それは白骨化した龍スカルドラゴンのマークだ。鮮あざやかな金色で描えがかれた龍りゆうは、どことなく不気味な印象を惣そう次じに与あたえた。

「これは、代だい紋もん？」

　代だい紋もん。いわゆるヤクザが名前を広め、威いを示すためのエンブレム。書類をめくっていくと、受注の欄に「髄ずい龍りゆう組ぐみ」の文字を見つけた。

　髄ずい龍りゆう組ぐみ。これが、この場所で商売をしていた組織の名前。組、という文言と白骨龍スカルドラゴンの代だい紋もん。もう、疑う余地はない。さっきの連中はヤクザだ。惣そう次じの恐おそれたことが現実に起きている。そう考えると、寒気を感じた。

　書類を撮さつ影えいし、踵きびすを返かえす。これで裏は取れた。後はスイレンが色々と知ち恵えを貸してくれるだろう。場合によっては自警団に情報を流して取とり締しまってもらう必要もでてくる。

「一ひと先まず監かん視しが来るまでにここを出よう」

　フードを深くかぶり、一階に移動する。

　一階まで来ると、エントランスの方から足音が聞こえてきた。

　くそ、遅おそかったか。どこかに隠かくれる場所は──ない。

　かつ、かつ、と足音を立て、何者かがこっちへ向かってくる。まずい。予想以上に歩くスピードが速い。まるで、誰だれかが中にいるのを知っているかのようだ。

　もう間に合わない。惣そう次じは覚かく悟ごを決めて拳こぶしを構えた。

「「あ」」

　互たがいに素すっ頓とん狂きような声が出た。

「せ……先生」

　むっすと頰ほおを膨ふくらませて腕うでを組む吉よし岡おか先生がいた。

「不法侵しん入にゆう！　君は優等生だと思っていたんだけどなー」

「ど、どうして……ここに？」

「家庭訪問が終わって帰る途と中ちゆう、君を見つけたの。めちゃくちゃ怪あやしかったから後をつけてみたら堂々と中に入っていくんだもん」

「すいません。ここに、えっと、幽ゆう霊れいが出るって、噂うわさを聞いたから」

「幽ゆう霊れいよりも他人の敷しき地ちに入る方が怖こわいことだと思うんだけどなー。さ、ここから出るよ」

　吉よし岡おかは惣そう次じをエントランスまで引っ張っていく。ここに留まるつもりはなかったので、惣そう次じも彼女の指示に従った。

「やっぱり中に人がいたか」

　外から声が聞こえてくる。数秒後、エントランスに入ってきたのは、波のエンブレムがついた青いシャツに身を包む二人の男だった。

（自警団？　もしかして先生が呼んだのか）

　下校途と中ちゆうに見た事がある顔だったので、本物の自警団なのは間ま違ちがいない。

　自警団の二人は、惣そう次じと吉よし岡おかを発見した後、顔を見合わせる。

「民間人ですね。先せん輩ぱい、どうします？」

「どうするもこうするもない。甘い汁しるを吸いたきゃ樹木に誰だれも寄せ付けるな。誰だれかに見つかった場合は、無かった事にしろ。ってのが上の命令だぞ」

「そういえばそうでしたね……まったく、人使いが荒あらい」

　一体何の話をしているのだろう。自警団の片割れが、ホルスターから拳けん銃じゆうを抜ぬいた。

「君達、ご苦労だったな。悪いが、ここで死んでくれ」

　銃じゆう声せい。吉よし岡おかの脇わき腹ばらが血の華はなを咲さかせた。

　血の華はながしおれるより早く、吉よし岡おかは膝ひざをつき、ゆっくりと後ろに倒たおれていく。

「先生！」

　惣そう次じは吉よし岡おかの体を抱だき留めながら、叫さけんだ。

「先生！　先生！　大だい丈じよう夫ぶですか！」

　吉よし岡おかは額を脂あぶら汗あせで濡ぬらしながら、苦痛に顔をゆがめていた。

「痛っ……、この、馬鹿っ、あっ」

　血は見る見るうちに吉よし岡おかの服に広がっていく。早く医者に見せないと、死ぬかもしれない。

「悪いな少年。君達の知らない所で正義は世代交代を果たした」

　自警団は涼すずしい顔で惣そう次じにも銃じゆうを向けた。それを惣そう次じは睨にらみ返す。

　こいつら、今一体何をした？　いや、見ての通りだ。市よし民おかを撃うった。躊ちゆう躇ちよなく。殺すつもりで撃うった。なんだ。何が起きている？　市民の安全を守るのがあんたらの仕事だろ？

　とにかく、吉よし岡おかを医者に見せるには、ここで自警団を倒たおさなくてはならない。惣そう次じは戦うために拳こぶしを握にぎる。その時、ビルの外から複数の足音が聞こえてきた。

「おい、どこのダァホや！　真っ昼間から銃チヤカハジいたんは！」

　怒ど鳴なり声一つ、数人の男が中に入ってくる。先頭に立つのは、スキンヘッドを半殺しにしたあの男だ。胸むな元もとまでボタンがはずれた白いシャツと、そこに光る金色のネックレス。

　彼に従う男達の服装に統一感はなく、パーカーやジャージ、スーツをラフに着こなした者もいる。皆みな、その瞳ひとみに濁にごりがあった。裏社会に生きるものだけが持つ、燻くすぶる炎ほのおのような濁にごり。

　ヤクザだ。

　あの、オオサカヤクザが目の前に現れた。惣そう次じの左目が人知れず痛みを持つ。

　ヤクザの一人がすぐさま、血まみれで横たわる吉よし岡おかに気付いた。

「あ、あ、アニキ、あれ見てください」「あ？」

　負傷した吉よし岡おかを見たヤクザ達の顔から血の気が引いていく。

「何をッッ、勝手な事、さらしとるんや、この糞くそボケぇ！」

　一人のヤクザが怒ど号ごうを浴びせながら、自警団の一人をぶん殴なぐり、髪かみを摑つかんで床ゆかに叩たたき付つける。

「す、すいませんでした！　すいませんでしたあぁ！」

　二人の団員は自ら土下座して額を床ゆかに擦こすりつけた。

「サキシマのボンクラは気骨無いのう！　見とるだけで腹の底から反へ吐どが出るわ。もうええ、上に話しつけてこの落とし前はきっちりつけてもらう！　消ええい！」

「は、はいいぃ！」

　団員達はよたよたと何ど処こかへ走り去る。惣そう次じは彼かれ等らの後ろ姿を啞あ然ぜんと見送った。

　自警団がヤクザの言いなりだ。そして、上に話をつけるとはどういうことか。

　まさか、自警団全体がヤクザの言いなりになっているのか。もしそうなら、サキシマで商売するとかそんなレベルじゃない。サキシマがヤクザに支配されようとしている。

　事はスイレンと惣そう次じが想定していたよりも遥はるかに深刻だった。

「おい車呼んどけ」「分かりました、アニキ。三分で間に合わせます」

　そんな会話の後、若い男が一人、建物の外に駆かけていった。

「さてと」

　ヤクザ達の視線は惣そう次じに向かう。

「人の家勝手に入った代だい償しようは高たこつくで。気前よう地じ獄ごく落ちてくれや」

　男は拳こぶしを鳴らす。腰こしに見えている拳けん銃じゆうを抜ぬく気配はない。

　銃じゆう声せいを出したくないのか、もしくは憂うさ晴ばらしで一思いに殴なぐりたいのか。

　どちらにせよ、状じよう況きようは悪くなる一方だ。

　惣そう次じは吉よし岡おかを一いち瞥べつした。すでに気を失っていて、血はじわじわと服に広がり続けている。

　早く助けてあげたい。だけど武器は持っていない。一人であれば、逃にげ切きれる自信があった。だけど、吉よし岡おかが撃うたれた今、彼女を置き去りにして逃にげる事は出来ない。

　どうする。どうすればいい。

「何をよそ見しとんじゃ！」

　次の瞬しゆん間かん、革かわ靴ぐつが鳩みぞ尾おちに飛び込んでくる。刃は物もので刺さされたかのような痛みが腹から背中を貫つらぬいた。

「かはっ」

「昼間から銃チヤカ使うと誰だれかに知られる可能性があるんや。せやから、お前は殴なぐり殺ころす。景気よう血ぃ吐はいてくれや」

　髪かみを摑つかまれたかと思うと、膝ひざ蹴げりが顔面に飛んできた。鼻への圧あつ迫ぱく感と、鼻び腔こうに広がる鉄の臭におい、そして衝しよう撃げきに等しい痛み。

　痛みのノイズの中に、あの日の光景が再生された。

　なんの前まえ触ぶれもなく銃じゆうで撃うち殺ころされた両親。そして母親の腹にいた弟。自分も殺されるはずだった。逃にげようとする時、ヤクザの一人が振ふり下ろした刀が惣そう次じの左ひだり眼めを切った。

　ヤクザを前にして極度の興奮状態に陥おちいると、その時の痛みが悲鳴を上げる。

　あの日のように。いや、あの日の悲劇を起こさぬようにと。

　じわりと、左目が細く血の涙なみだを流し、焰ほのおのような色の傷が縦に伸のびていく。

　左目の傷、そして背筋も凍こおるような殺意の眼まな差ざし。

　それは惣そう次じが持つ裏の顔だ。心優やさしく気弱な少年は、攻こう撃げき的な猛もう獣じゆうを心の中に飼っていた。普ふ段だんは理性の鎖くさりでそれを抑おさえているが、ヤクザを目の前にすると、こうして心の底から這はい出だしてくる。そう、まるで狼おおかみのように。

「調子に乗るなよ、ヤクザ共」

　惣そう次じは自分を暴行していたヤクザの顔面に、拳こぶしをぶち込んだ。

「がはっ！」

　ヤクザは鼻から血を出してしりもちをつく。

「や、やりおったなコイツ。酒に酔ようて吐はくのはゲロ、自分に酔ようて吐はくのは血ち反へ吐どやぞ！」

　爆ばく発はつじみた怒ど声せいにビルの外で鴉からすが一いつ斉せいに飛んでいく。殴なぐられた男は怒いかりに目を血走らせ、腰こしから拳けん銃じゆうを抜ぬいて叫さけんだ。

「覚かく悟ごせえ！　コイツで閻えん魔まに差し出すケツの穴、増やしたらぁ！」

　その時、さっき外に出ていった男が戻もどってきた。

「アニキ、運うん搬ぱん用の車が到とう着ちやくしやした」

「よ、ようやった。さっさとこのガキぶち殺してずらかるで」

　男は血を拭ぬぐい、拳けん銃じゆうをこちらへと向け、人差し指を引き金へとかける。

　その時、さっと風が吹ふいた。風の出所を辿たどると、通路の窓が一つ開いていた。窓の淵ふちに、一人の幼女が座っている。




　──ほれ見てみい、やっぱり血流しとる。




　スイレンだ。いつもは腰こしに巻いているパーカーに袖そでを通し、右手に銃じゆうを握にぎりしめていた。その銃じゆう口こうは、惣そう次じと会話をしていた男の頭に射線を据すえている。

「惣次オマエが流した血の匂においは、どこにおっても香る。急いで正解や」

「な、なんやこのガキっ!?」

「動きなはんな。動けば脳のう味み噌そがサンバ踊おどりまっせ」

　スイレンは血まみれで横たわる吉よし岡おかを一いち瞥べつする。

「一ひと先まずここはワシに任せろ」

　そう言いながらも、スイレンは引き金から指を離さない。

「自己紹しよう介かいが遅おくれた。ワシは番バン狼ロウの使いのモンや」

　なに、サキシマの番バン狼ロウの使い!?　ヤクザ達の間に動どう揺ようが走った。

「こっちは争い事にはしたくない。せやから、いっぺん銃じゆう下ろして話し合いしまへんか」

　優やさしい口調。穏おん便びんな提案。なのに、男は激げき怒どし、咆ほう哮こうのように怒ど鳴なり散ちらした。

「サキシマの番バン狼ロウがナンボのもんじゃ、この腐くされ小こわ童つぱ！　ワシ等脅おどすなら戦車の一つでも持って来いやド阿あ呆ほう！」

　なんて凶きよう暴ぼうな連中なんだ。銃じゆうを突つきつけられてるのに、息を吐はく様に恫どう喝かつしてくる。

「もっぺん言うけど、ワシ等番バン狼ロウ側に争うつもりはない。ただ、話をしたいんや」

「話なんか必要あるかい！　このサキシマはワシ等らのもんや。この計画を邪じや魔まする奴やつはぶち殺す。邪じや魔ませんでもぶち殺す。お前も、そこのガキも、この場でぶち殺す！　サキシマ人は髄ずい龍りゆう組ぐみの名の下に皆みな殺ごろしや！」

　スイレンの雰ふん囲い気きが変わった。彼女は、争いを好まない。だが、引き金を引くことに躊ちゆう躇ちよもない。戦うしかない、と分かった時、スイレンは惣そう次じでもゾッとするような冷れい酷こくさを見せる。

「成なる程ほどのう。こいつ、初めからワシ等サキシマの人間を人とは思っとらんわ。殺して当たり前。話し合いの余地など皆かい無む。そういう態度やったら、こっちも銃これに頼たよるしかおまへんな」

「じゃかあしいわ！　先にこのガキぶち殺したるっ！　クソッタレがああぁ！」

　ヤクザは死期を悟さとったか、銃じゆう口こうを突つきつけられているにも関わらず惣そう次じを撃うとうとした。

「させる訳ないやろ」

　スイレンの弾だん丸がんが男を掣せい肘ちゆう、あまつさえ脳天を撃うち抜ぬいた。

「ぐはっっっぇぇえええええええぇぇぇん！　タマ、とられちゃったよおおおぉぉ」

　厳いかつい偉い丈じよう夫ふが見る影かげもなくチャイナドレスの幼女へと果てる。

　他のヤクザ達は驚きよう愕がくで目を丸く張った。

「あ、アニキが幼女に!?」「まさか、このガキが番バン狼ロウなんか！」「刀使いちゃうんか！」

　慟どう哭こくには三つの能力ちからがある。持ち主を強化する第一の能力、相手を幼女にする第二の能力、そしてこれら二つの力を「特別な幼女」に与あたえる第三の能力だ。

「幼女アニキに気を取られるな！　今は、肝きもっ玉たまに鉄流し込んで戦え！」

　ヤクザ達が動どう揺ようしたのは一いつ瞬しゆん。人が幼女になる、という現象を目まの当あたりにしてもすぐに気持ちを切きり替かえ、すぐさま銃じゆうを抜ぬいた。やはりコイツらは手て練だれだ。

「ええか！　味方とアネゴに当てるなや！」

　射線が集まる寸前、スイレンは跳ちよう躍やくし惣そう次じに向かって叫さけんだ。

「戦うなって言うたけど撤てつ回かいや。思う存分暴れてええわ。受け取れ！」

　投げ寄よ越こされたのは慟どう哭こくの入った袋ふくろ、それとコートと狼おおかみの面めんだった。

　惣そう次じは素す早ばやくコートに袖そでを通し、仮面で顔を覆おおった。コートの裾すそが剣けん気きにはためき、仮面は蒼あおき光をその目に灯ともす。

「分かった。徹てつ底てい的てきに暴れてやる」

　勢いよく刀を抜ぬいた。美しい刃やいばが、蒼あお々あおと輝かがやきを放つ。

「なんやこのガキ、刃物ヤツパ抜ぬきおったで！」「おかしなことされる前に撃うち殺ころせ」

　惣そう次じは鞘さやを脇わきに投げ捨て、呼吸を静せいに沈しずめていく。

　──刀が血を欲ほつしてる。ヤクザの血を欲ほつしている。

　その渇かつ望ぼうに、ありったけの闘とう争そう心で応えた。

「このサキシマに貴様らヤクザの踏ふむ畳たたみは存在しないっ！」

　俺は、ウレハのいる暖だん炉ろ荘そうの盾たてとなり、剣けんとなる。

　ずん、と腰こしを落として刀の切っ先を前に向ける。左足を引き、体を半はん身みに。それは、力任せに大おお太た刀ちを振ふり回まわしていた二年前とは異なる洗練された構え。来るべき死線に備え、惣そう次じは牙きばを研といできた。遥はるか明治の頃ころより編み出された対近代兵器特化剣けん術じゆつ。その名も──

「流派、斬ざん撃げき王おうの孤こ独どく」

　それは、銃じゆう弾だん飛とび交かう戦場での闘とう争そうを目的とする超ちよう人じんの業わざである。

「疾しつ風ぷうの五番──人ひと喰くい燕つばめ──」

　だん、と床ゆかを蹴ける。仮面に灯ともる蒼あおが細く尾おを引き、惣そう次じは瞬またたく間まに接近を果たした。

「尊プラ厳イドを、喰くい殺すッ」

　寸。

　氷柱つららよりも冷たい一鳴きと共に、神速の斬ざん撃げきが音の壁かべを切きり裂さいた。

　狼おおかみの放つ刃やいばは瞬またたく間まにヤクザ三人の首を斬きり落とす。残った胴どう体たいから鮮せん烈れつの血潮が吹ふいたかと思うと、一秒の後にそれは羽う毛もうに変わり、幼女が三人手をとりあって泣いていた。

「うええええ、速すぎるよぉおおぉ」「見えなかったよぉ」

　ヤクザ達は目を剝むいて驚おどろいた。幼女になった事じゃない。その圧あつ倒とう的てきな剣けん速そくにだ。

　妖よう刀とうによって極限まで高まった身体能力。そしてそこから放たれる必殺の剣けん技ぎ。我、常人の域に留まらず、人外の邪じや道どうを突つき進すすむ──それ即すなわち斬ざん撃げき王おうの孤こ独どく也なり。

「その首、このサキシマの番バン狼ロウが貰もらい受うける」

「こいつも幼女にできるんか！　どないなっとるねん、番バン狼ロウは二人おったんか！」

　叫さけんだ男の後頭部に、スイレンが銃じゆう口こうを突つきつけた。そして、冷れい徹てつに宣告する。

「よそ見運転。判決は一発死し刑けいや」

　後頭部を撃うち抜ぬくと、倒たおれゆくその背中を蹴けって跳ちよう躍やく、二人三人とヤクザを仕留めていく。

「スイレン、先生を医者に見せたい」「ほな、さっさと蹴け散ちらすで」

　スイレンはその身を宙に躍おどらせながら発はつ砲ぽう。鉛なまりの弾だん頭とうは二人の眉み間けんに喰くらいつく──追いすがるように、惣そう次じは駆かけ出すと他のヤクザを一いち撃げきの下に斬きって捨てた。

　残る最後の一人。幼女と散りゆく仲間を目まの当あたりにしても、凶きよう暴ぼう性の赴おもむくまま、裂れつ帛ぱくの奇き声せいを放って突とつ進しんしてきた。

「きええええぇ死に晒さらせえええぇ！」

「悪いが」「そら無理な相談や」

　弾だん丸がんと刃やいばの一対ついが、男の命を貫つらぬいた。男は勢いそのままスイレンと惣そう次じの間を駆かけ抜ぬけると、膝ひざをついた状態で滑すべりながら幼女に成り果てる。

「ふにゃあああぁ、えげつなかったよおおぉ！」

　背中で幼女達の泣き声を聞きながら二人は堂々と並び立つ。

　蒼あおの狼おおかみと、紅あかの幼女。我等はサキシマの守護者だと、その佇たたずまいが静々と語っていた。




　敵がいなくなったのを確かく認にんし、スイレンが銃ラドムのマガジンを交こう換かんする。

「あええええ、すっごい、つおーいね」

　泣なき止やんだ幼女達がスイレンと惣そう次じの周りに集まってくる。

「おにーやん、さっきは蹴けってごめーやい」

　幼女の一人がぺこりと頭を下げた。どうやら、惣そう次じを暴行した「アニキ」らしい。

「はいはい……もう怒おこってないからいいよ」

「にぱぱのぱぱぱー」

　幼女は両手を広げて天てん真しん爛らん漫まんな笑え顔がおを見せた。その素そ振ぶりがほんと無意味に可か愛わいい。

　一応幼女達は生前の記き憶おくを二割程度残している。幼女達の行動パターンは毎回同じで、斬きられた瞬しゆん間かんは泣き、落ち着きを取とり戻もどすと興味の赴おもむくままその辺をほっつき歩く。それに飽あきると、サキシマ西側のとある収容施し設せつへと自ら向かった。

「ほんまとんでもない光景やな。まあええわ。早はよ、先生さんを病院に連れて──」

　突とつ如じよ、窓ガラスを突つき破やぶって円柱状の物体が投げ込まれた。

　一秒と経たたず、煙けむりが室内に充じゆう満まんする。

「発はつ煙えん弾だんか！」

　惣そう次じは吉よし岡おかを保護しようと煙けむりを突つっ切きった。

　だが、吉よし岡おかは姿を消し、彼女のいた場所から血ち糊のりが別の入り口の方に伸のびている。それを辿たどって外に出ると、今まさに軽トラックが遠ざかっていった。

「先生を連れていかれた！」

「こらいかんな。見せしめに殺すつもりかもしれん」

「外にバイクが停とめてある。それで追いかけよう」




　あのヤクザ達は相当焦あせっていたのだろう。複数あったバイクのいくつかは、全てキーが挿さしっぱなしになっていた。バイクの一つに惣そう次じが跨またがり、刀を預かったスイレンが背中にぺったんこと張り付いた。ハンドルを握にぎり、ガソリンのメーターを確かめる。

「ＣＢＸ４００Ｆか。いい趣しゆ味みしてるな……」

「えへへ。でしょー」駐ちゆう車しや場にわらわら群がってきた幼女の一人が得意気に笑う。

「運転できるんか？」

「ニトロさんに教えてもらった」

　アクセルを回すと排はい気き筒とうが雄お々おしく吠ほえ、エンジンの高鳴りに空気が震ふるえた。

「しっかり摑つかまっといてくれ」

　バイクは瞬またたく間まに風と一つになった。道路脇わきの街路樹が正面から視界の外に流れていく。

「おったで！」

　眼前のトラックははるか遠く、Ｔ字路を左に曲がったところだった。

「あいつ等、どこに行くつもりだ」

「南からサキシマの外に出るつもりや！」

「外に出てどうする……」

「お前のセンコーをオオサカの組事務所に持っていくつもりかもしれん！」

「させるか。追いつくぞ」

　惣そう次じはＴ字路を暴力的なターンで強ごう引いんに曲がり切った。アスファルトの金切り声が耳にけたたましい。

「減速しろや！　死にたいんか！」

「この期に及およんでブレーキなんか踏ふんでられない！」

「お前は普ふ段だんおとなしいけど、荒あら事ごとになったら無む鉄てつ砲ぽうすぎる！」

「だって躊ちゆう躇ちよなんかしてたら追いつけないだろ！」

「あー、もう好きにせえ。最悪ワシがブレーキになったるわ」

　なおもバイクは加速を続け、トラックとの距きよ離りをじわじわと詰つめていく。

　サキシマからオオサカに渡わたる経路は三つ。その一つが南方のルートで、茜あかね波打つ湾わんに大きな橋が跨またがっていた。かつては鉄道や高速道路を使って多くの人がサキシマを訪おとずれていたらしいが、今は完全に封ふう鎖さされている。トラックは道路を遮さえぎるバリケードをぶっちぎってサキシマから脱だつ出しゆつ。砕くだかれたバリケードの破は片へんを避さけつつ惣そう次じも後を追う。

「連中の組事務所ってどこにあるんだ」

「恐おそらく天てん王のう山ざんや」

「天てん王のう山ざん？」

「オオサカの中心部にでっかいビルの山が見えるやろ。あれを天てん王のう山ざん言うんや」

「ずっと気になってたけど、あの中には何があるの？」

「ワシもあんまり行ったことないから詳くわしい事は知らん。ただ、あそこがこの世界の無ぶ頼らいを集めた唯ゆい一いつ無む二にの場所ってことは分かっとる」

　初めて見るオオサカの街並みは、一見サキシマとあまり変わらないように見える。倉庫があって、コンテナを背負ったトラックが行きかう典型的な港だ。だが、時折路上に横たわる人間が目についた。

「なあ、さっきから路上で寝ねてる人を見るんだが」

「寝ねてるんやない。あら死んどるんや」

　……は？

「そんな、この路上に横たわってる人がみんな死体だっていうのか!?」

「ここじゃ貧びん乏ぼうは餓が死しへの直通特急なんや。死生観の衣ころも替がえをするには最適の場所やろ」

　餓が死し者はサキシマでも時折見たが、ここまでの数じゃなかった。

「連中に支配されればサキシマもこうなるのか」

「そうかもしれん。でも今は先生さんを助けることに専念するんや」

　トラックは進路を東へと変えた。スイレンの言った通り、天てん王のう山ざんへと向かっている。惣そう次じ達も東に進路を変えて後を追った。バイクとトラックとの距きよ離りは少し縮まっている。

「この距きよ離りなら届く。スイレン、投げるぞ」

「しゃーないな、ストライク送球で頼たのむで」

　スイレンの腕うでを摑つかむと、

「いっけえええええええぇ！」

　トラック目がけてぶん投げる。鋭するどい軌き道どうで飛んだスイレンは、くるりと身を翻ひるがえしてトラックの荷台に下り立った。

　ダン、ダン、ダンと三発の銃じゆう声せいがした後、「ふぇぇ」幼女の声が聞こえてトラックは止まった。




　停止したトラックの荷台にバイクを乗り上げる。幼女は荷台に二人、運転席に一人いた。

「先生は」

「助こ手つ席ちにおる！」

　吉よし岡おかは丁てい寧ねいにもシートベルトが着用された状態でぐったりとしている。衣服は腹の辺りが一部破られ、露ろ出しゆつした傷口には白い粉がかかっていた。

「これは……止血剤ざいか」

　治ち療りようをしたのか。何のために？　いや、今はそれよりも、

「呼吸が浅い。早く引き返して病院に連れていこう」

「そう簡単にはいかせてくれんみたいやな……」

　背中に感じた強い殺気と鼓こ膜まくを揺ゆるがすエンジン音。振ふり返かえればトラックが一台、こちらに接近しつつあった。その前面に描えがかれているのは白骨龍スカルドラゴンの代だい紋もんだ。

「追っ手や。このまま逃にげるで」「俺、車は運転できないぞ！」「ワシに任せろ」

　スイレンは運転席に立ちながら「んーッ、んーッ」と足を伸ばしてアクセルを踏ふんだ。

「んしょっと。銃じゆうに対する防ぼう御ぎよはお前の方が上や。頼たのむぞ」

　重苦しい唸うなりを伴ともないトラックは発進した。

「どこに行くつもりだ！」

「ユメシマに腕うでのええ闇やみ医者がおる！」

　ユメシマ。サキシマの北に浮うかぶ別の人工島だ。

「このまま高速乗って天てん王のう山ざんの西側を突つっ切きる。それまでに追っ手をどないかせい」

「分かった」

　天てん王のう山ざんか。惣そう次じは目を眇すがめた。北には曇どん天てん突つき刺さす摩ま天てん楼ろうが、風の悲鳴を湛たたえて聳そびえている。恐きよう怖ふにも似た微かすかな戦せん慄りつが、そっと背筋を撫なでた。

「天てん王のう山ざんも気になるが、まずは……」

　柄つかを握にぎりしめ、後方を向く。迫せまりくるトラック、まずはこれを退けねばなるまい。

　先手を打ったのは髄ずい龍りゆう組ぐみのヤクザだった。敵トラックの荷台からバイクが飛び出し、瞬またたく間まに距きよ離りを詰つめてくる。バイクを足あし蹴げにして荷台に飛び乗ってきたのは、日本刀ポントウを携たずさえた四十半ばの男だった。日本刀の根元には引き金がついていて、それを引くと刀身に炎ほのおが揺ゆらいだ。

　突とつ風ぷうの只ただ中なか、上段に構えた炎えん刀とうが激しく靡なびく。

　こちらも立ち合いに応じるべく、刀を横一文字に構えた。

「貴公、どのような剣けん術じゆつを使う」

　男が低い声で問うてきた。

「流派、斬ざん撃げき王おうの孤こ独どく」

「聞かぬ名だ。恐おそらくこれで聞き終じまい。記き憶おくに留とどめるのは控ひかえおこう」

　走るトラックの荷台で、二人は時間が止まったかのように向かい合う。

　動いたのは日本刀の男だった。鋭するどい一ひと突つきがこちらの喉のど元もと目がけて放たれる。

　──速いっ！

　僅わずかに体を傾かしがせ回かい避ひ。

「よけた！」「すごーい！」

　両りよう脇わきの幼女が空気も読まずに褒ほめたたえる。

「よくぞ避よけた。寿じゆ命みようが三秒伸のびたな」

　片かた笑えみ一つを頰ほおに浮うかべ、男は刀を素す早ばやく引いた。

「まだまだ行くぞ！」

　男は斜しやに刀を振ふり下ろす。惣そう次じは身体能力に物を言わせた跳ちよう躍やくで回かい避ひ。刀は勢いそのまま傍かたわらの幼女目がけて一思いに振ふり抜ぬかれた。

「はええぇ」間ま抜ぬけな声とともに、幼女の体が両断される。切り口から無数の羽根が舞まい散ちったかと思うと、幼女の体は何事もなかったかのように接着した。

「なんともないの？」「えへへ、だいじょうぶだよ」

　などとヤクザ幼女は緊きん張ちよう感もなく笑っている。対照的に日本刀ポントウの男は口を開けていた。

「幼女こやつら、不死身かっ」

「その通りだ。その子達は銃じゆうで撃うっても刀で斬きられても死なない」

　惣そう次じは大おお太た刀ちを一刀両断と振ふり下ろす。

「若造が、なかなかやりおああああああん、殺し合いで負けちゃったよオオォ」

　男の体は羽根となって空くうに散り、羽根の中からチャイナ服の幼女が現れた。

「もー一回！　もー一回なの！」

　幼女化した日本刀の男は、人差し指を立ててぴょんぴょん飛とび跳はねる。

　はいはい、暇ひまなときにな。と幼女をあしらいつつ後方を確かく認にんする。

「追つい撃げきは……」

　後ろから追いかけてきたトラックは、次し第だいに減速して見えなくなる。

「ないか。意外とあっさり退くんだな」

　刀を鞘さやに叩たたき入れて、火花を散らせた。その足元で三人の幼女が「あたし、かたな」「あたし、おハジキで頭うちぬかえちゃった」などと死亡談義に花を咲さかせている。

　荷台から運転席のほうを覗のぞく。助手席に座る吉よし岡おかの呼吸は依い然ぜん浅い。

「もう少し我が慢まんしててください。可能な限り早く医者の所に連れていきます」

「惣そう次じ、いよいよ高速に乗るで」

　視線を前に向ける。

　聳そびえ立たつ高層ビルの一群が、まるで大だい蛇じやのように惣そう次じの視界を吞のみ込んだ。

「これが、天てん王のう山ざん……」

　道路の両りよう脇わきに並び立つビルが渓けい谷こくのようにトラックを見下ろしながら、遥はるか彼方かなたまで延々と続いている。ビルの高さ故ゆえに太陽の光は届かず、中ちゆう央おう分ぶん離り帯たいの道路照明は今が夜であるかのように橙だいだい色いろの光を並べていた。

　桜。桃もも色いろの花はな弁びらが大おお仰ぎように舞まう。手で触さわってみても感かん触しよくはない。

「なんだこれ、実物じゃない」

　一面百花──見上げれば桜の木や、代だい紋もんの立体映像が毒々しいまでの光を放ちながら頭上を彩いろどっていた。

「３ＤのＣＧ……まるで近未来じゃないか」

　立体広告は拳けん銃じゆう、刺いれ青ずみ、闇やみ金きん、殺しの代行など見慣れない業種が大半を占しめた。

　その無む秩ちつ序じよな映像はまさに色しき彩さいの暴力。見ているだけで眩暈めまいがする。

『今日も、神農様に、感謝の気持ちを捧ささげましょう』

　喧やかましくも勇ゆう壮そうな軍歌のメロディと音声広告が鼓こ膜まくを蹂じゆう躙りんする。

『子供、子供。優ゆう秀しゆうで、従順な、子供。子供はいらんかねー』

　なんのことだ？　目を向けるとビルのスクリーンに、まだ十にも満たない少年少女の姿が映し出されていた。画面の右下には、一体五〇〇〇〇〇円、と値段がつけられている。さらに、画面上に「基き礎そ学力」「従順度」「鉄てつ砲ぽう玉だま適性値」などのカタログスペックまで記き載さいされていた。

「スイレン、あれはなんの冗じよう談だんだ」

「見ての通り奴ど隷れいの広告や。親亡なくしたり、弱体化したヤクザの縄張りからガキをパクって、それを売っとる業者がおるねん」

　奴ど隷れい業者の広告は一つや二つじゃない。

「三つ、四つ、五つ……一体いくつあるんだ」

　よくよく見れば、業者ごとに得意とする「商品」がある。暖だん炉ろ荘そうにいるような幼い子供だけを扱あつかう業者もいれば、雁かり屋やや委員長のように成人間近の少年少女を専門にした業者もいる。

「……子供が、菓か子しや化け粧しよう品みたいに投げ売りされてる」

　筆ひつ舌ぜつに尽つくしがたい不快感。いつも遊んでいる暖だん炉ろ荘そうの子供達がこうやって売られてしまったら。そんな事を考えると、吐はき気けすら覚えた。

「法律が無ければ、この世のありとあらゆるもんが商品になるのがこの世界の鉄則や。子供だって例外やないねん」

　そう言ったスイレンも、不ふ機き嫌げんそうな顔をしていた。この世の理り不ふ尽じんに運命を変えられてしまった少年少女に、飯いい岡おか昭しよう三ぞうの少年時代を重ねているのかもしれない。

「どうにかしてこの子達を救えないのか」

「無理や。助けたい気持ちは分からんでもないけど、今は先生を連れ戻もどすことに集中し」

「分かってる……分かってる」

　俺達は、こんなに狂くるった世界の住人と戦っているのか。戦いに負ければ、自分の大切な人達もああなってしまうのか。ある種の恐きよう怖ふに、惣そう次じは拳こぶしを握にぎりしめた。

「スイレン……闇やみ医者の所までは」

「多分、十五分くらいや」

「なら多分間に合うか……」

　静せい寂じやくは突とつ如じよとして破られる。

　高速道路の右側に並んだビルの一つ。その壁かべが爆ばく発はつしたように崩ほう壊かい。粉ふん砕さいされて極ごく彩さい色しきに煌きらめく幾いく千せんものガラス片へん。アスベストと鉄筋をまき散らし、巨きよ大だいな車が飛び出してきた。

　戦車のような履帯キヤタピラに、櫓やぐらのような荷台のついた威い容よう。

「なんだあの走る神社みたいなのは！」

「殺さつ人じん山だん車じりや！」

「何その無意味に獰どう猛もうすぎるコンセプト！」

　殺さつ人じん山だん車じりはトラックに並へい走そうし、アンカーを射出。楔くさびが荷台を撃うち抜ぬき、山だん車じりと荷台はワイヤーで繫つながった。

「逃にげられないようにする腹積もりか。次はどう出る」

　山だん車じりの上から、屈くつ強きような男たちがこちらを見下ろしていた。その中の、隊長と思おぼしき男が声を荒あらげる。

「目標は番バン狼ロウただ一人や！　弾たまを込こめろ！　握あく把はを摑つかんで前を向け！」

　すると、自動小しよう銃じゆうよりも一回り大きな銃じゆう器きが二つ、こちらに照準を定めた。

「軍隊用の機関銃じゆう。あんなもんまで持ってるのか」

　アレを斉せい射しやされれば、人間など一秒と持たず塵ちりになるだろう。

　それを知りつつ、惣そう次じは逃にげようとも隠かくれようともしない。風に臨のぞむ絶ぜつ壁ぺきのように泰たい然ぜんと背筋を伸のばし、一呼吸の後のち鯉こい口ぐちを切る。鞘さやから瞬またたく銀色に牙きば剝むく狼おおかみの面めんが映った。

　山だ車しよりも遥はるかに小さいはずの背中は、その存在感において敵方を上回る。

「スイレン、あれの弾だん薬やくと発射速度は」

「えーっとたしか、７・６２ミリ弾だん。発射速度は、だいたい毎分一〇〇〇発や」

「てことは二つ合わせて一秒三〇ってとこか。……やってやる」

「おい、何をするつもりや！　やめとけ！　弾たまめっちゃ速いぞ！」

　惣そう次じは鞘さやを投げ捨て、耳内の雑音を全て消した。

　全身から無む駄だな力みを抜ぬく。まるで清せい水すいのように肉も腱けんもしなやかに脱だつ力りよくした。

　流派、斬ざん撃げき王おうの孤こ独どく。それは現在に至るまで生存を許された希少剣けん術じゆつ。生存。それ即すなわち、剣けん術じゆつの本分たる実戦での使用に他ならない。銃じゆう器きが一いつ般ぱん的になった現在まで、斬ざん撃げき王おうの孤こ独どくは生き続けた。旅順で、沖縄で、そして裏社会で。ある時は、単たん騎きで敵てき陣じんに斬きり込み砲ほう撃げきの代役を果たした。ある時は、殿しんがりを引き受け、味方の撤てつ退たいを助けた。そして、ある時は──

「流派斬ざん撃げき王おうの孤こ独どく、銀ぎん壁ぺきの六番──骸むくろ鵯ひよどり──」

　──機関銃じゆうの前に立ちはだかり、負傷した仲間の盾たてとなった。

「撃うち殺ころせ！　番バン狼ロウを挽ひき肉にくにしたれ！」

　ヤクザ達は機関銃じゆうを掃そう射しやした。凶きよう暴ぼうな銃じゆう声せいが空間を揺ゆるがし、銃じゆう弾だんが惣そう次じに襲おそい掛かかる。

　大気を突つき破やぶるごとに微び妙みように軌き道どうが変わる弾だん丸がん。わずかな反動で、あらぬ方向に飛んでいく弾だん丸がん。眼前にばら撒まかれた弾だん丸がんのうち、己おのれに直ちよく撃げきするであろうものを標的と定めた。同時に、弾だん丸がんを撃げき墜ついする太た刀ち筋すじを目算。必然、刃やいばは解き放たれる。それは現象だった。




　──剣けん先さきは人間が知覚しうる領域の圏けん外がいまで加速、弾たまを斬きり裂さき夥おびただしい量の火花を咲さかせた。そして驚おどろくべきはその音。甲かん高だかい剣けんの嘶いななき、エレキギターのような高音がビルの間を反はん響きようする。ビルの住人が聞きなれぬ音に窓を開け、誰だれもがその光景に声すら失い啞あ然ぜんとした。

　……人が弾たまを喰くってる。




「うおおおおおおおおおおおお！」

　緩ゆるめるな。一切手を緩ゆるめるな！　己おのれの精神に不変の鉄則を刻み、惣そう次じは弾だん丸がんを喰くらう斬ざん撃げきの嵐あらしとなる。

　腕うでが痛い。神経が擦すり切きれそうだ。息が苦しい。

「知ったことかああぁ！」

　人間の限界を超こえた破は壊かい的な運動量が、常じよう軌きを逸いつした負ふ荷かを全身に強しいた。だが──

「まだまだああああああぁ！」

　剣けん閃せんは全く衰おとろえない。衰おとろえさせない。この弾たまを喰くらい切るまでは、絶対に。

　二つの機関銃じゆうは弾たまを吐はきつくし、遂ついに沈ちん黙もくした。

　山だ車しの射手は、「弾たまを全部防ぎ切りやがった」と狐きつねにつままれたように啞あ然ぜんとする。

「はぁぁぁぁぁ」熱い息を吐はき出だしながら惣そう次じは片かた膝ひざをつく。疲ひ労ろうがどっと押し寄せ、顔から汗あせが滝たきのように流れた。

「惣そう次じ、ちょっとした緊きん急きゆう事態や」

「どうした？」

「車に被ひ弾だんした。ハンドルが利きかん」

「なら殺人山車アレを奪うばおう。先生を連れて荷台こつちまで来てくれ」

「しゃあないな。お前ら、この車やるわ。しばらくアクセル踏ふんどれ」「「はーい！」」

　幼女がアクセルを踏ふんでる間、スイレンは吉よし岡おかを連れて荷台まで移動する。

「跳とべるか？」

「こうなったら跳とぶしかないやろ。しっかり摑つかまっとれ」

　彼女は「特別な幼女」だ。以前の記き憶おくを完全に引ひき継つぎ、そして戦うための能力ちからを妖よう刀とうから授さずかっている。

「勢い余って天国まで行かんようにせんとな。いくぞ」

　吉よし岡おかを惣そう次じに預け、スイレンは深く膝ひざを折る。その瞳ひとみに睡すい蓮れんの華はなが蒼あおく光った。周囲の空気が一段と重くなったような、そんな圧を感じる。

　──閃光脱兎ジヤンピングフラツシユ！

　全身に強きよう烈れつな重力がのしかかる。気が付けば、スイレンは惣そう次じを連れて二十メートルの高さまで跳ちよう躍やくしていた。内臓に独特な浮ふ遊ゆう感。眼下の車は小さく見えた。

「下りるぞ惣そう次じ！」

　そして二人は、超ちよう常じよう的な速度で落下した。下から突つき上あげる猛風と見る見る内に近くなる地面。自分がミサイルになったかのような疾しつ走そう感。

　着地。そして衝しよう撃げき。ずん、という重い音と共に二人は山だ車しに降り立った。

　閃光脱兎ジヤンピングフラツシユ。爆ばく発はつ的な跳ちよう躍やく力に次ぐ、時速二百キロの急降下と着地時の衝しよう撃げき緩かん和わ。その速さは稲いな光びかりのようで、常人は目で追う事すら許されない。

「な、何や、隕いん石せきかお前ら」「ビビるな、鴨かもがネギ背負って来たようなもんや！」

　その場にいたヤクザ達が、一いつ斉せいに上着を脱ぬぎ捨すて、胸に刻まれし白骨龍スカルドラゴンの刺いれ青ずみを露あらわにした。

　惣そう次じは吉よし岡おかを横たえ、スイレンが二人を守るように立ちはだかる。

「ここはワシがやる。お前は先生を護れ」

「一人で大だい丈じよう夫ぶか」

「誰だれに言うとるねん。ヤクザ殺しとおつかいは一人で出来るわい」

　スイレンはさっと中ちゆう腰ごしになると、突とつ風ぷうに服の裾すそを翻ひるがえす。めくれ上がった服の下から、太ふと腿ももに収まったもう一丁の拳銃ＨＳｃがネオンの光を反射させた。

　千人殺し──狙ねらった獲え物ものを冥めい府ふの淵ふちまで追おい詰つめて殺し、己おのれを狙ねらう獲え物ものを冥めい土どに叩たたき落おとし、サキシマの裏社会を恐きよう怖ふの泥ぬか濘るみに引きずり込んだ死の運び手。砂さ漠ばくの夜の如ごとき冷気を過去より呼び覚まし、今こ宵よい鉄てつ火か場ばに仕つかまつる。

「去いね、三さん下した。神輿みこしに乗るならもっと格上げて来い」

　情の無い殺気が微そよ風かぜとなって熱と袂たもとを分かつ。その殺気に気け圧おされながらも、ヤクザ達は勢いよく啖たん呵かを切った。

「来いやクソチビ！　オメコ潜くぐってシャバ出て来たこと、後こう悔かいさしたらぁ！」

「嬲なぶるな。後こう悔かいなんぞ前の人生に置いてきたわ」

　罵ば倒とうなどどこ吹ふく風のスイレンが、素す早ばやく銃じゆうを抜ぬく。

　閃光脱兎ジヤンピングフラツシユ──スイレンは真上に飛び上がったかと思うと、瞬まばたく間もなく敵の只ただ中なかに降り立った。

　二つの銃じゆう口こうが、左右の男を撃うち抜ぬき幼女に変える。

「うええええええん！」

　羽根が舞まい散ちるのも束つかの間ま、スイレンは雷らい光こうの如ごとく跳ちよう躍やくする。迷子防止用の赤い蛍けい光こう色がオオサカのネオンに溶とけ込んだかと思うと、赤い稲いな妻ずまと化して襲おそい掛かかる。稲スイ妻レンは着地と同時に標的を背後から狙そ撃げき──さらに別の頭を一いち撃げきで仕留め、男達の間を縫ぬうように駆かけ巡めぐって心の臓を的確に撃うち抜ぬいていく。そして、

「「「「あやあああぁぁぁ」」」」隊長格のヤクザを残し、男達は幼女に変わった。

　その間僅わずか三秒。その速さたるや、惣そう次じの目を持ってしても朧おぼろげにしか捉とらえられなかった。

「な、何をしたんや、このガキ……」

　隊長格のヤクザは四方を幼女に囲まれ呆ぼう然ぜんと立たち尽つくす。

「ほら、お前で最後やぞ」

　スイレンがとん、と背中に銃じゆう口こうを当てた。ぞわ、とヤクザの顔から冷ひや汗あせが溢あふれ出だす。

「死しに際ぎわの、魂たましい分かつ、鉛なまり弾だま。辞世の句や、もってけ」

　ヤクザの心臓を、黒光りする銃ラドムが淡たん々たんと撃うち抜ぬいた。戦いの終わりを告げる潔白の羽根。金色に輝かがやく空薬やつ莢きようが、硝しよう煙えんの中に弧こを描えがき、甲かん高だかい音を立てて幼女の足元に転がる。

「こんなの反則だよおおぉぉ」

　舞まい散ちる羽根と幼女の向こう側に、冷たい笑えみを浮うかべるスイレンが立っていた。

　これが、千人殺し。華はなのように可か憐れんで、凍とう土どのように冷たく、悪あつ鬼きのように恐おそろしい。

「邪じや魔まするで」

　言いながらスイレンは荷台コシマワリの床ゆかにあったハッチを蹴けり開ける。

「ひっ、ひいっ」

　悲鳴を上げる運転手。それを躊ちゆう躇ちよなく撃うち幼こ女ろす。スイレンの引き金には容よう赦しやがない。普ふ段だんの彼女を知っていても、寒気を覚えるほどだ。

「スイレン、運転できそうか」

「多分大だい丈じよう夫ぶや。分からんかったらお前が教えろ」

「あいー」

　中から幼女の声が聞こえた。それを聞いて惣そう次じは一息つく。

「追っ手も来ないようだし、後は先生を医者に見せるだけだな」




　惣そう次じとスイレンを乗せた山だ車しは天てん王のう山ざんから脱だつ出しゆつした後、西に進路を変えてユメシマに入島した。ユメシマの敷しき地ち面積はサキシマの半分程度で、サキシマほど人はいないが集合住宅マンシヨンらしき建物はあるし、商店や市場も目についた。

　それなりに餓が死し者をよく見るので、ここもサキシマほどマトモじゃない。やはり、ユメシマも「暗黒都市オオサカ」の一部に違ちがいないということだろう。

　けれども視界が広がって青空が戻もどると、少しだけ心も晴れたような気になる。傷も消え、ヤクザ相手に見せていた攻こう撃げき性も鳴りを潜ひそめていた。

　惣そう次じは運転席のスイレンに声をかける。

「もうすぐ？」

「おう。お前も傷は消えたか」

「うん……一つ聞きたいんだけど、このユメシマもヤクザが仕切ってるんだよね？　たしか、しかのめ組？　だっけ」

「鹿か野や目も組や。組長時代はそれなりに交流もあった。まあこっちが手出さん限りは襲おそって来るような連中やないから安心せい」

　一分後、島の西せい端たんに広がる草原で山だ車しは停とまった。

　辺りには膝ひざ丈たけほどの野草が潮風に揺ゆれている。日は少し傾かたむいて、空に琥こ珀はく色が溶とけ始めていた。スイレンが山だ車しから地面に降り立つと、草の先から蛾がやバッタが舞まう。

「んしょっと。こっちや、ついてき」

　ててて、とスイレンは海に向かって走っていった。惣そう次じは吉よし岡おかを抱だきかかえて後に続く。

「「「いってらっしゃー」」」と幼女達が山だ車しの上から手をぶんぶん振ふって見送ってくれた。

　草原の海沿いに、ボンネットバスが風に晒さらされている。車体に、「蛇薬診しん療りよう所」の文字が錆さびと戯たわむれていた。

「へび、ぐすり？」

「マキスイ、読むヨ」

　車両の奥から声がして扉とびらが開く。

　現れたのは、背の低い大人の女性だった。丸いレンズの眼鏡をかけ、血で黒く汚よごれた白衣を羽織っている。顔はやつれていて、目の下には深いクマがあった。あまりにも不健康そうな見た目なので少し心配になる。そんな彼女の肩かたの上から白い蛇へびがチロチロと舌を出していた。

「蛇マキ薬スイ、闇医者ウチの屋号ネ。大昔は蛇へびで客を集めて薬売うテたヨ。ちなみに私は八代目」

　言いながら肩かたの蛇へびと一いつ緒しよに「シャー」と威い嚇かくする。全然怖こわくない。

「ムラサキ、久しぶりやな」

　いかにも顔見知りな感じでスイレンが声をかけた。幼女となった彼女の姿を見ても、闇医者ムラサキは動じることなく返事をする。

「おー、飯いい岡おか。ひさしぶりヨロシ。てことは、君が笹ささ川がわ惣そう次じネ？」

　肯こう定ていしていいの？　と惣そう次じはスイレンを見る。「大だい丈じよう夫ぶだ」と首しゆ肯こうが返ってきた。どうやらこのムラサキという女性は、こっちの事情を把は握あくしているらしい。用意周しゆう到とうなスイレンのことだ、いざという時の為ために話を通していたのだろう。

「──はい。先生が危ないんです。急きゆう患かんを頼たのめますか」

「地じ獄ごくの沙さ汰たも二束三文ネ。金寄よ越こすヨカ？」

「なんとかします」

「ヤクザの後あと払ばらい、信用できないネ。ヤクザ、平気で金踏ふみ倒たおすジョウシキヨ。でも、飯いい岡おかのがま口は噓うそつかないネ。患かん者じやカモーン、こっちヨロシ」

　何円請せい求きゆうされるか分かったものではないが、惣そう次じは躊ちゆう躇ちよなく吉よし岡おかをムラサキに預けた。




　安心するヨ、命に別条ないネ。その言葉に全ての苦労は報むくわれる。敵の追つい撃げきもなく、ようやくコートと仮面を脱ぬいで一息つくことができた。

　ムラサキが吉よし岡おかを治ち療りようしている間、スイレンと惣そう次じは草原のはずれから海を眺ながめていた。

　スイレンはどこに隠かくし持もっていたのか、ネコさんのちっちゃい水すい筒とうからジュースを飲んでいる。ごきゅごきゅと中のジュースを飲み干し、喉のどの奥から歓かん喜きの声を出す。

「ぷはーっ、裏切らへんわぁ～！」

　ＣＭよろしくジュースを飲み終え、水すい筒とうはなんか服の中にしまった。

「これからどうするつもりや、惣そう次じ。抗こう争そうが避さけられへんにしてもやり方ってもんがあるで」

「相手の事務所に、殴なぐり込みをかけたい。組織を潰つぶす時は、いつも、そうしてきたし」

「奇き襲しゆうはお前の得意分野やしな。問題は、連中の事務所がどこにあるのかやな」

「スイレンは、髄ずい龍りゆう組ぐみについて、何か知らないの？」

「名前を聞いたことあるくらいやな。組員に直接会ったことは一度もない」

「なら、まずは情報収集だね」

　とはいえ、インターネットで検けん索さくしても出てくるわけがないので、ヤクザに詳くわしい人間に尋たずねるしかない。幸い、惣そう次じにはヤクザに精通した雑誌記者の知り合いが一人いる。

「サキシマに紛まぎれ込んでる奴やつを尋じん問もんするって手もあるで」

「紛まぎれ込んでる、ってどういうこと？」

「そら、あそこで蹴け散ちらした奴やつら以外にヤクザがおっても不思議やないやろ」

「確かに……自警団も上層部まで買収されてるみたいだったし、どこに誰だれがいても、」

「はあぁ!?」

　スイレンが大きい声を出したので草の間から虫が飛んでいった。

「はよ言え！　自警団が組織ぐるみで掌しよう握あくされてるってお前、サキシマ丸まる裸はだかやないか」

「俺だって驚おどろいたよ。あの人たちは、一応サキシマを守る側だと思ってたし」

「連中が買収されてるってことは、幹部クラスがサキシマこつちに来とる可能性が高いぞ。そういうデカい交こう渉しようは普ふ通つう三さん下したには任せへんからな」

「てことは、近くに髄ずい龍りゆう組ぐみのお偉えらいさんが潜ひそんでるってこと!?　なんかそういう、裏社会の人を見分ける方法とかないの？」

　スイレンは難しい顔になって、「むぬぅー」と首を傾かしげた。

「うーん。ヤクザを見分ける方法なぁ。例えば、そうやな、携けい帯たいの着信音が大きいとか」

「着信音が大きい？」

「ヤクザにとって連れん絡らくはサラリーマンの一万倍重要やねん。うっかり組長からの連れん絡らくとか聞きき逃のがしたら、最悪指ツメることになりかねへん。だから電話には極力出る」

「嫌いやな世界だ……」

「とにかく、カタギに上う手まく溶とけ込んでたとしても、絶対に何かボロは出してるとは思うで」

　狭せまいサキシマだ。何ど処こかですれ違ちがっていてもおかしくはない。

「どんな時でも電話に出る……か。そんな変わった人、見たことないなぁ」

　いや、待て。

「……俺はどこかで、そんな人に、会ったような……気がする」

　惣そう次じは空を見上げた。空は、肌はだ寒さむい大気を湛たたえて血のような夕ゆう陽ひを流し続けていた。草の緑を時間が拭ぬぐい去さり、一面の赤が不気味に囁ささやいている。

　……はて、どこ、だったか。吞のん気きな思念が黄たそ昏がれの紅こう霞かに消えていく。

「そういや治ち療りよう、まだ、終わらないのかな……」

「そろそろちゃうか。デカい手術がいる感じちゃうかったし」

　丁度、ボンネットバスの扉とびらがギィと開いた。吉よし岡おかがムラサキの肩かたを借りて出てくる。

「先生！」

　吉よし岡おかは下着姿で、自分の着ていたジャケットを肩かたから羽織っていた。

　スイレンは足取り軽く二人に走り寄り、声をかけた。

「ムラサキ、手術は成功したんやな？」

「あー、結論から言うと成功したネ。ついでに、治ち療りよう費、タダにしてやるネ」

「む。どういう風の吹ふき回しや？」

「タダにする代わりに、こうなった事を許してほしいネ」

　スイレンの額に銃じゆう口こうがあてがわれた。銃じゆうを向けているのは、ムラサキじゃない。

「脅おどされてやったことヨ。悪気、ないネ」

　吉よし岡おかの体がスッとムラサキから離はなれた。彼女は真っ赤な草原を踏ふみしめ、スイレンに銃じゆうを突つきつけている。一ひと際きわ強い風が吹ふいて、吉よし岡おかの羽織っていたジャケットを血のような赤い空へと連れ去っていった。

　下着姿で拳けん銃じゆうを持つ吉よし岡おか。その背中に描えがかれた白骨龍スカルドラゴンの刺いれ青ずみが、夕日からにじみ出た紅くれないを浴びている。何な故ぜ、髄ずい龍りゆう組ぐみのヤクザがつけていた刺いれ青ずみが、吉よし岡おかの背中にあるのか。




　それは、吉よし岡おかがヤクザだからだ。
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　──たしかに彼女は、どんな時でも電話に出た。それが授業中であっても。

　吉よし岡おかは、いつもより少し低くて、怖こわさのある声で惣そう次じに語り掛かける。

「驚おどろいたよ。まさかクラスで一番温おん厚こうな笹キ川ミが番バン狼ロウだったなんて」

　首を左右に振ふりながら、力のない声を惣そう次じは零こぼす。

「先生……？」

「さ、相方を殺されたくなかったら、刀を捨てな」

「そんな──」「──捨てろっつってんだろ！」

　惣そう次じは言われるがまま妖よう刀とうを遠くに投げ捨てる。

　目の前の状じよう況きように混乱しつつ、スイレンを死なせたくない一心で命令に従っていた。

　震ふるえる手で、左目に触ふれる。

　──傷が浮ういてこない。この人はヤクザではなく、教師だと、俺の心がそう信じたがっているんだ。

　休日を使ってまで家庭訪問をしてくれた。自分の恋こいを応おう援えんしてくれた。

　誰だれが？　目の前に立つ、この女性がだ。そんな人を、敵として認にん識しきできるわけがない。

　そして、自分が慕したっていた担任に、スイレンを傷つけて欲しくない。

　説得するしかない。説得して銃じゆうを下ろしてもらうしかない。話し合いにて、血を流さずこの場を収める。それが、無む謀ぼうに近いという自覚はあった。

「さっき車の中で幼女は不死身だって聞いたけど、この子は違ちがうんだね？　不死身なら、銃じゆうで脅おどされて刀を投げ捨てたりしないもんね」

　吉よし岡おかの言う通り「特別な幼女」は他のヤクザ幼女と違ちがって、傷つくし痛みも感じる。要するに体は普ふ通つうの人間と殆ほとんど変わらない。

「先生は、本当に、本当にヤクザなんですか？」

　答えは分かっている筈はずなのに、無意味な質問を口にしてしまう。

「そうだよ。髄ずい龍りゆう組ぐみ若わか頭がしら、外と塚づか清きよ美み。それが本当の私」

　若わか頭がしら。それは組織のナンバー２を意味する。髄ずい龍りゆう組ぐみのヤクザが負傷した吉よし岡おかを連れ去った本当の理由。それは、彼女が、自分たちの「若わか頭がしら」だったからだ。

「なんのために、自分を教師と偽いつわっていたんですか……」

「情報収集だよ。社会の特とく徴ちようや、産業の規模、そして住んでいる人間の特性。私が集めた情報を元に、組長は綿密な計画を立てるの。要するにスパイ活動ってとこね」

「自警団を腐くさらせたのは、先生なんですか」

「ご名答。彼かれ等らの上層部を金で従わせ、上層部は銃じゆうの売買を見み逃のがすよう下したっ端ぱに命令を出す。下したっ端ぱは私達の商売シノギに協力することで、小こ遣づかいをもらう。そういうカラクリだよ」

　たしか、銃じゆうの保管場所に現れた団員はこう言っていた。「甘い汁しるを吸いたきゃ樹木に誰だれも寄せ付けるな。誰かに見つかった場合は、無かった事にしろ」と。吉よし岡おかの言う通り、彼かれ等らは金を貰もらって保管場所の警備をしていたのだろう。

「誤算だったのは、下したっ端ぱの団員に私の顔を知らせてなかったせいで、こんな事態を招いたことね。場所を知られたら消せとは伝えてたけど、いきなり撃うたれるとは思わなかったよ」

　彼女の顔を知らない彼かれ等らは、吉よし岡おかをただの侵しん入にゆう者と勘かん違ちがいして撃うった。だからあの時、撃うたれた吉よし岡おかを見たヤクザは不自然なほど激高していたのだ。

「自警団がヤクザの言いなりになったら、サキシマの治安はどうなるんですか」

「皆みんなヤクザの食い物にされるだろうね。平和な時代は終わって、弱い人間は強い者の道具になる。考えれば分かるでしょ？」

　サキシマの人々を軽かろんじる発言。そんな言葉を、担任の口から聞きたくなかった。

「彼かれ等らには、何の罪もないんですよ」

　あははっ、乾かわいた笑い声が吉よし岡おかから上がる。

「それがどうかしたの？　赤の他人より金を優先するのはヤクザとしては当たり前だよ？」

　本当に、これが吉よし岡おかの本心なのか。不良から自分を守ってくれたり、委員長と漫まん才ざいをしたりしていたあの吉よし岡おかは全部噓うそだったのか。

「委員長も雁かり屋やもアキちゃんも、生活を奪うばわれて、家族と引ひき離はなされて、奴ど隷れい商人に連れていかれて、天てん王のう山ざんの広告に晒さらされてしまうかもしれない。どこかの路上で、誰だれにも知られず死んでいくかもしれない。それを、先生は今のように笑って見ていられるんですか」

　惣そう次じが生徒の名前を出した瞬しゆん間かん、吉よし岡おかは眉み間けんにしわを寄せ、口くちの端はを甘く嚙かむ。それはまるで、何かの痛みに耐たえているかのように見えた。

「君、嫌いやな事を、言うね……」

　吉よし岡おかの口から絞しぼり出だされたのは、弱々しい、掠かすれた声だ。それを見て惣そう次じはハッとする。

　──噓うそじゃない。学校で見せた教師としての姿は、噓うそじゃないんだ。

　教師として生活するうちに、生徒に対して愛情が芽生えたのかもしれない。もしそうなら、サキシマを支配するのは彼女にとって辛つらい決断の筈はずだ。

　説得できるかもしれない。生徒を犠ぎ牲せいにするくらいなら、計画を変へん更こうすると、意志を曲げてくれるかもしれない。

「先生、銃じゆうを置いて、話し合いましょう。クラスの皆みんなが傷つかずに済む方法が、ある筈はずです」

「なら、笹ささ川がわはサキシマで商売シノギをさせてくれるっていうの？」

「サキシマの人々に手出しをしないのなら」

　普ふ通つうのヤクザが相手ならこんな譲じよう歩ほはしないだろう。だけど、ここでスイレンを殺され、吉よし岡おかと殺し合う事になるくらいなら、それも仕方ないとさえ思えた。

「……分かった。こちらも組長にかけあって穏おん便びんに済むよう、努力してみる」

　吉よし岡おかは空いた方の手でスマホをこちらに投げ捨てた。

「一ひと先まず君は退ひくんだ。組の人間と話し合いがついたら、私からそのスマホに連れん絡らくを入れる」

　それまでスイレンは人ひと質じちということだろうか。とにかく、この場でスイレンが殺されるという最悪の事態は回かい避ひできた。吉よし岡おかとも戦わなくて済みそうだ。惣そう次じは言われた通り、草むらに屈かがみ込んでスマホを拾おうとした。

　──銃じゆうを持った相手から視線を外す。それは惣そう次じが犯おかしたあまりにも初歩的なミス。心のどこかで、自分の恩師を信じていた。立場は変わっても、助けてくれる。そんな甘い考えが、あった。

　吉よし岡おかの持っていた銃じゆうがスイレンから離はなれて、惣そう次じへと向かう。

　水平線に落ちていく夕日を背に、吉よし岡おかは切なげな声で呟つぶやいた。

「ボスの立てた計画は絶対なんだ。悪いが、君には死んでもらうよ」

　スイレンがハッとして叫さけんだ。

「コイツの目的は、お前と殺さし違ちがえることや！」

　素す早ばやく拳けん銃じゆうを抜ぬき、スイレンは吉よし岡おかの頭を撃うち抜ぬいた。

　銃じゆう声せいが草の間を駆かけ抜ぬける。大量の血が飛び散り、夕ゆう陽ひの赤に溶とけていった。

　吉よし岡おかは頭から鮮せん血けつを流しながら、膝ひざを折り、紅くれないの草原に崩くずれ落おちる。彼女の倒たおれた後、草の間から羽虫たちが逃にげるように舞い上がった。

「が、はあっ、あっ、くそっ」

　当たり所が悪かったのか、吉よし岡おかにはまだ息がある。

「番狼あなたは、強、すぎる。下手を、すれば、その刃やいばは、組長に、届き、かねない。だから、この場で、殺す、はず、だったのに」

　虫の息になった吉よし岡おかを、スイレンは悲し気に見下ろした。

「惣そう次じを確実に殺すため、ずっと隙すきを窺うかがっとったんやな」

「長々と会話に応じたのは、俺を油断させるためか。生徒に対して見せた葛かつ藤とうも、全部演技だったのか」

「いや、それは違ちがうと思うよ。見てみ、引き金から指離はなれとるやろ？」

　確かに吉よし岡おかは銃じゆう把はを握にぎりしめてはいるが、人差し指は引き金から離はなれている。

「なんやかんや言うても、生徒の惣次オマエは殺せんかったんや。教師として過ごした経験が、最後の最後に覚かく悟ごの足ひっぱったんよ」

　やりきれない気持ちがこみあげてくる。教師の心を失っていないのであれば、この結末は回かい避ひできたんじゃないのか、と。

　ムラサキが吉よし岡おかに近寄り、首を左右に振ふった。

「もう助からないネ。さっさと楽にスルヨロシ」

　惣そう次じは首こうべを垂れ、静かに答えた。

「なら、最後は生オ徒レの手で、逝いかせてやりたい」

　刀を拾い上げ、重い足取りで吉よし岡おかへと歩み寄る。これ以上、先生を苦しませるわけにはいかない。こうなってしまった以上、惣そう次じに出来るのは苦しみの無い人生を与あたえてやることだけだ。

　吉よし岡おかの背中に刃やいばを突つき立たてる。手が震ふるえた。力が入らない。刺させないんだ。ヤクザじゃないから。この人は自分の先生だから。じわり目に涙なみだが滲にじんで前が見えなくなる。嚙かみしめた唇くちびるの端はしから血が流れる。

　躊躇ためらう惣そう次じの耳に、吉よし岡おかのか細い声が聞こえた。

「笹ささ川がわ…………痛ぃ………………早く…………して……」

　そうだ、躊躇ためらえば躊躇ためらう程ほど、この人を苦しめることになる。惣そう次じは覚かく悟ごを決めた。

「先生、行きます」

　握にぎりしめた柄つかに力を籠こめると、刀は吉よし岡おかの体を貫つらぬいた。体は一いつ瞬しゆん硬こう直ちよくしたかと思うと、生きるという役目を終えて脱だつ力りよくする。

　吉よし岡おかは動かなくなった。

　彼女の死を祝福するように、傷口から無数の羽根が能天気に舞まう。

　この羽根が消える頃ころには、もう吉よし岡おかは吉よし岡おかではない。わずかばかりの記き憶おくを抱かかえたまま、苦しみの無い世界を縦じゆう横おう無む尽じんに生きる幼女になるだろう。

　そこに、教師としての尊プラ厳イドもヤクザとしての尊プラ厳イドも無い。惣そう次じが殺したから。惣そう次じが、自分の手で吉よし岡おかの全てを奪うばってしまったから。

　いつもなら、吉よし岡おかは幼女になる。泣き声を上げて、その後は無む邪じや気きに草原を走り回っていただろう。

　だけど違ちがった。

　吉よし岡おかに刺ささった〈慟どう哭こく〉の刃やいばが蒼あおい光を放つ。いつか見た、海のような深い深い青。驚おどろく間もなく、惣そう次じの耳に見知らぬ男の声が聞こえてきた。

『教師になりたいだと！　馬鹿なことを抜ぬかすな！』

　なんだこの声は。誰だれだ？

『お前に自由があると思うな！』『分かるまで倉から出さん！』

　視界にノイズが入り、男に殴なぐられる少女の姿が見えた。暴力に次ぐ暴力。両親の死。叔お父じを嫌きらい、生まれ故郷を離はなれ、オオサカの地を踏ふんだ──そんな吉よし岡おかの半生がストロボのように瞬またたいた。

「こ、これは、まさか」

　斬きった人間の過去が見える。その現象が起こるのは二度目だった。

　彼女の体は白い羽根と共に草むらに消える。

「だー、あえー」草の中から声がする。地面に突つき立たてた刀の傍かたわらに立ち上がったのは裸はだかの幼女だった。

　幼女は親指を吸いながら、少し脅おびえたように惣そう次じを見上げている。幼女の腕うでや首筋に、刺いれ青ずみが赤く輝かがやいていた。それは彼ひ岸がん花ばなとカマキリの模様で、葉先やその先せん端たんを這はうカマキリの触しよつ覚かくまで繊せん細さいかつ活いき活いきと描えがかれている。この状じよう況きように一番驚おどろいたのはスイレンだった。

「なんやねん、コイツ。服着とらん上に、刺いれ青ずみが光っとるぞ！」

「……同じだ。飯いい岡おか昭しよう三ぞうが幼女になった時も、体に光る刺いれ青ずみがあった！」

「てことは、コイツ、ワシと同じ、特別な幼女か」

　光る刺いれ青ずみは徐じよ々じよに輝かがやきを失い、やがて皮ひ膚ふに溶とけて見えなくなった。惣そう次じは上着を脱ぬぎ、それで吉よし岡おかの体を包んで、その上から強く抱だきしめる。

「痛い思いさせて、すいませんでした……」

　思わず謝罪の言葉が口から出た。

「あー」

　気の抜ぬけた声が、吉よし岡おかから返ってくる。

「え、てことはソイツどないするんや」

「不死身じゃないから自力じゃ生きられない。だから俺が保護する」

「難なん儀ぎやなぁ」

　幼女吉よし岡おかは、惣そう次じの腕うでの中で眠ねむってしまった。彼女を抱だきかかえたまま、空を仰あおぐ。

　茜あかねは西の水平線に追いやられ、頭上には深い藍あい色いろが満ちている。

　天頂に瞬またたく一番星を瞳ひとみに映し、惣そう次じは口を開いた。

「なあ、スイレン。日常って、こんなに一いつ瞬しゆんで壊こわれるもんなのかな」

　惣そう次じの観みる世界は変わってしまった。昨日までいた担任は消え去り、サキシマを守るはずの自警団は敵の側に回った。たった一日で平和の音は聞こえなくなった。

「暖だん炉ろ荘そうの皆みんなを護まもるため、俺は、剣けん術じゆつを覚えて強くなった。スイレンっていう、強力な味方もいる。だけど、それでも現実は、俺の大事なものを、取り上げようとする」

　明日には大切なものが一つ欠けているかもしれない。そんな恐きよう怖ふが、少年の胸に立ち込める。

「銃じゆうを向けられるのも、刃は物もので斬きりつけられるのも怖こわくない。でも、ウレハが、暖だん炉ろ荘そうの皆みんなが、父さんや母さんのようになることは、ものすごく、怖こわい……」

「惣そう次じ……」

「父さんは顔面が吹ふき飛とんでた。血まみれで、誰だれだか分からなくなってて。母さんは腹に銃じゆう弾だんで穴開けられてさ、お腹なかにいた弟の名前叫さけびながら、どんどん動かなくなっていって」

　スイレンは沈ちん痛つうな面おも持もちで顔を伏ふせる。惣そう次じの親が殺された時、飯いい岡おか組ぐみはサキシマで抗こう争そうの真っ最中だった。自分の部下が惣そう次じの親を殺した可能性だってある。

　冷たい夜風に、髪かみを流し、幼女スイレンは惣そう次じに向かい合う。まるで喉のどに針が通っているかのように、苦しそうな表情で何かを躊躇ためらった後、ようやく口を開いた。

「──なあ惣そう次じ。組を作れへんか？」

　その言葉が鼓こ膜まくに染しみ込んで心に流れても、理解するには相当な時間がかかった。

「どういう、意味？」

「お前が組を作った方が皆みんなを守りやすい。人二人が守ってるよりも、人を集めて組が守ってると宣伝した方が、相手は尻しり込ごみするんや。ヤクザは名前を売る稼か業ぎようやからな」

　理解はできるが、ヤクザに両親を殺された惣そう次じにとって「はいそうですか」と言えるような話じゃない。

「ご、ごめん。その提案は受け入れられない」

　断ると同時に、ある疑問が浮うかんだ。

　──もしかしてスイレンは、組を再興するため、惣そう次じを利用してるのではないか？

　信じたくはないが、彼女が惣そう次じに寄より添そうことの説明にはなる。

　妖よう刀とうの力があれば、より強固な地じ盤ばんの組織を作れるだろう。かつて組織を滅ほろぼした者であっても、寄より添そう動機にはなる。ヤクザを憎にくむ惣そう次じにこんな提案をする理由にもなった。

　スイレンは再びヤクザの組長になりたい。そう考えれば、全ての行動に辻つじ褄つまがあってしまう。

「そうか。まあ選せん択たく肢しの一つとしては考えといてくれや」

　そう言ったスイレンの顔が、少し残念そうに見えたのは気のせいだろうか。

　黒くなりゆく夜空。冷たくなる風。

　海の騒ざわめき。

　こうして、激動の一日は、小さな疑念を残して終わった。











三章　狂乱の交響曲






　その日の夕焼けは、暗黒都市オオサカをわざとらしい赤に染め上げていた。

　とある場所のとある廃はいビル。断熱材が剝むき出だしになったその部屋には、真っ赤な、真っ赤な光が差し込んでいる。

　鹿か野や目も組若わか頭がしら、熊くま江え兼かね光みつはここにある男がいるという情報を摑つかんだ。

　その名は埋つち呉くれ。髄ずい龍りゆう組ぐみの組長である。熊くま江えはこの埋つち呉くれを殺害するため、二〇人もの部下を選せん抜ばつし、一人一人に自動小しよう銃じゆうを持たせた。敵は一人、此方こちらは熊くま江え含ふくめて二一人。負けるはずがない。そう確信して埋つち呉くれを襲しゆう撃げきした。

　交戦はたったの三分で終わった。累るい々るいと横たわる二〇の男達。床ゆかにぶちまけられた鮮せん血けつと散らばる空薬やつ莢きよう。熊くま江え兼かね光みつは脚あしを撃うち抜ぬかれ、立つこともままならず跪ひざまずいていた。

「そんな、わ、わいの兵隊が、たった一人の男に……」

　熊くま江えの声は震ふるえていた。そんな彼を見下ろす一人の男。窓から差し込む深しん紅くの逆光に、その体は黒ずんでいた。

　この男が埋つち呉くれ。たった一人で、熊くま江え率いる二〇のヤクザを、粉砕した男。跪ひざまずく熊くま江えを前に、埋つち呉くれは言葉をかける。重い声。まるで、鉛なまりのように、重い重い声。

「熊くま江え兼かね光みつ。その指に魂たましいを込こめろ。貴様がすべきなのは祈いのることではなく、引くことだ」

　何を思ったのか、自動拳けん銃じゆうを取り出し、熊くま江えに銃じゆう把はを差し出した。

「好きにしろ。事を成せば、乱世貫つらぬく弾だん丸がんとして貴様を迎むかえ入いれてやる」

　熊くま江えは呆ぼう然ぜんとした。こいつは一体何を考えているのだ。敵対する組織の組員に銃じゆうを握にぎらせ好きにしろ、だと？　頭がおかしいのか。だが、それなら、こちらにとっては好都合だ。

「埋つち呉くれ、一つ教えといたる。酔すい狂きようは身を滅ほろぼすんや。親分にお前の首持っていくで！」

　熊くま江えの指が引き金を引いた。銃じゆう声せいが轟とどろき、硝しよう煙えんが上る。

「聞こえたか、熊くま江え兼かね光みつ」

　噓うそだ。なんで、なんで無傷なんだ。

「部品シアースプリングが動く音、部ハン品マーが部雷品管を叩たたく音、部品エキストラクターに薬やつ莢きようがかかる音、部スラ品イドが部フレ品ームに擦こすれる音、そして、哲トリ学ガーの声を」

　熊くま江えは髪かみを摑つかまれ首筋に刃やいばを押し当てられた。人の胴どう体たいをも一ひと太た刀ちで切れそうな長い長い刃やいば。

「お前の引き金からは何も感じなかった。知ち恵えも、覚かく悟ごも、魂たましいも」

「ひ、ひいぃ！　ば、ばばばばバケモンや！」

「貴様はその引き金で人生の価値を落とした。雑ざ魚こは雑ざ魚こらしく雑ざ魚この本ほん懐かいを遂とげて死ね」

　刃やいばが引かれると、熊くま江えの首は血を撒まいて胴どう体たいから離はなれた。埋つち呉くれは、滴したたり落おちる血を左手で掬すくい取とる。次の瞬しゆん間かん、錬れん金きん術じゆつのように掌てのひらから大量の金属弾だん丸がんがこぼれた。

「人々の首こうべが転まろぶのを見よ。高き篳ひち篥りきの音に鼠ねずみは出いずる──部品達よ、戦争の時は近いぞ」

　どこからともなく、黒いスーツ姿の弟分達が赤く染まった室内にはせ参じた。鶴かく翼よくの如ごとく整列する彼らの中央に埋つち呉くれは立つ。赤い赤い部屋の中に、黒く黒く佇たたずむ異様の集団。

「覚かく悟ごは撃げき鉄てつを起こしたか？　拳けん銃じゆうは受じゆ胎たいを済ませたか？　獣けものが悲鳴を上げる間もなく、その命を燃やし尽つくそう。その果てにサキシマという畑が待っている」




　サキシマ北西、風車塔とうの周辺には植林された木々が生い茂しげっている。かつては花か鳥ちよう園えんと呼ばれていた場所で、今も鳥や海かい獣じゆうの住すみ処かになっていた。

　朝あさ靄もや立ち込める木々の中に二人の影かげがある。一人は惣そう次じ。もう一人は記者の高たか畑はただった。

　高たか畑はたの見た目は三十代後半。くたびれたトレンチコートと深くかぶったハンチングが彼のトレードマークだった。彼と出会ったのは二年前。飯いい岡おか組ぐみの子分に指を切られそうになっているところを惣そう次じが助けた。以来、その優すぐれた情報収集能力で惣そう次じを支し援えんしてくれている。今日高たか畑はたを呼んだのも、情報収集のためだ。靄もやの中に、高たか畑はたの声が響ひびく。

「たしか今日は、髄ずい龍りゆう組ぐみについて聞きたいんだったな？」

「は……はい。高たか畑はたさんは、何か、知っていますか？」

「なんとかエッセイが書ける程度に、としか言えんな」

　高たか畑はたはハンチング帽ぼうを脱ぬいで、うっとうしそうに髪かみをかきあげる。蒸むれるなら帽ぼう子しを脱ぬいだままにすればいいのに、と思う惣そう次じだが、愛着があるのでそれは難しいらしい。

「髄ずい龍りゆう組ぐみは謎なぞの多い組織だ。まず、事務所の場所が知られていない」

「事務所の場所が、知られてない？　高たか畑はたさんでも、分からないんですか？」

「俺どころか、奴やつらと敵対しているヤクザですら知らんぞ。オオサカのどこかにあるのは間ま違ちがいないが、それを見たという奴やつには会ったことがない」

　事務所の場所さえ分かれば、攻せめることもできたのだが。そう都合よくはいかないみたいだ。

「他にも不気味な噂うわさの絶えない組織で、戦った相手は死体すらも消えると言われている。丁度先日、鹿か野や目も組の若わか頭がしらが髄ずい龍りゆう組ぐみの人間を襲おそいに行って消息を絶ったばかりだ」

「鹿か野や目も組ぐみって、あのユメシマのヤクザですか？」

「そうだ。連中も髄ずい龍りゆう組ぐみと最近仲が悪いらしくてな。髄ずい龍りゆう組ぐみが本ほん腰ごしを入れてサキシマに侵しん攻こうしないのは、おそらく鹿か野や目も組ぐみが防ぼう波は堤ていになってるからだろう」

　そういえばムラサキは、抗争を避けてサキシマに移ったらしい。

「逆に言えば、彼かれ等らが壊かい滅めつすれば、髄ずい龍りゆう組ぐみはサキシマに集中できるってことですね」

「ああ。鹿か野や目もの組長は番狼オマエと協力したがっているらしいぞ。敵の敵は味方ってやつだ」

「す、すいません。ヤクザと協力するのは、ちょっと……」

「そう言うと思ったよ。まあ、気が変わったら俺に連れん絡らくをくれ。鹿か野や目も組ぐみには何人か知り合いがいるから、窓口にはなれる」

「ありがとうございます」

　一応選せん択たく肢しには入れておこう。

「それで、君はどうするつもりだ」

「髄ずい龍りゆう組ぐみの事務所を奇き襲しゆうします。このまま守りに回るのは不利ですし」

「それもそうだが、どうやって事務所の場所を突つき止とめるんだ？」

「一応、こっちにも当てがあります。確実とは言えないですが、上う手まくいけば事務所の場所も分かります」

「そうか。俺は俺で髄ずい龍りゆう組ぐみについてもう少し調べてみる。天てん王のう山ざんに行けば尻しつ尾ぽくらいは摑つかめるかもしれん」

　天てん王のう山ざん？　惣そう次じは表情を硬かたくする。

「や、止めた方がいいです。あそこは、外の人間が安易に踏ふみ込んでいい場所じゃない」

「飯いい岡おか組ぐみを壊かい滅めつさせた君が言うのだから、よほどとんでもない場所なのだろうな」

「実際にあそこの空気に肌はだで触ふれて分かったんです。あの場所は俺達の常識が通じません」

「危険は百も承知。だが、お前に助けてもらった恩もある。ここは少々危険を冒おかしてでも、記者の経験を活いかす場面だ」

「少しでも危ないと思ったら逃にげてください。これは絶対です」

「俺だって修しゆ羅ら場ばは潜くぐってきた。上う手まくやってみせるよ」

　ハンチング帽ぼうを指で回して頭にかぶり、高たか畑はたは靄もやの中へと歩き出す。

　高たか畑はたとはもう二年の付き合いになる。ヤクザ専門の雑誌記者と聞いた時はあまりいい印象を持てなかったが、今は頼たよりがいのある仲間のような存在になっていた。

「死んで悲しまない訳ないんだ。気を付けて、高たか畑はたさん」

　惣そう次じは深い靄もやに向かって小さく手を振ふった。




　高たか畑はたと別れた日の昼、惣そう次じは学校を早退して暖だん炉ろ荘そうへと足を運んだ。ここに髄ずい龍りゆう組ぐみの情報を握にぎる鍵かぎがあった。高たか畑はたの話によれば、髄ずい龍りゆう組ぐみの強みは組の情報が殆ほとんど知られていない事だ。こちらが組を潰つぶしたくても、事務所がどこにあるか分からないから攻せめようがない。

　そんな摑つかみどころのない組を知しり尽つくした人物。それが鍵かぎだった。

　食堂に行くと、ウレハとセーラー服を着た幼女が向かい合わせで座っている。

　ウレハは、ミケ猫ねこのもふもふパペットを巧たくみに操あやつり、幼女の視線を釘くぎ付づけにしていた。

「ミケ猫ねこのミーちゃんはもう、おねむの時間。さいごに皆みんなに挨あい拶さつしましょうね」

　芝しば居いがかった優やさしい声で、ネコのパペットを幼女に近づけていく。

「おやすみなさい。はい、タッチ」

　ネコさんが右手を差し出す。それに幼女は右手で触ふれた。

「たっちー」「ありがとう！」

　ネコさんは両手をぴこぴこさせて喜ぶ。

　その様子を見ていた惣そう次じにウレハが気付いた。

「あ、惣そう次じ君もたっち！」

　ウレハはニッコリ笑って猫ねこを差し出してくる。その無む邪じや気きさに心を奪うばわれながら、惣そう次じはとっさに人差し指で肉球をついた。

「た、たっち」「ありがとう！」

　パペットは両手をむにむに動かして喜んだ。

「皆みんな、今日も遊んでくれてありがとう。それじゃ、おやすみなさい」

　さっとパペットを後ろに隠かくす。

「おーしーまいっ。さあ、ヒガンちゃん、後ろを見てごらん」

　幼女は惣そう次じを見るなり、にぱっ、と笑う。

「ささあーうー！　抱だっお」

　両手を「むー」と伸のばして抱だっこを強要する。惣そう次じが手を差し出すと首に飛びついてきた。

「先せ……ヒガン、重いよ」

　この幼女の名前は笹ささ川がわヒガン。少し前まで惣そう次じの担任だった。幼女になってからは、惣そう次じの家で暮らしている。惣そう次じが通学している昼間はウレハと一いつ緒しよだった。

「むーむー」

　ヒガンは抱だっこされたまま惣そう次じの胸に頰ほおをすりすりする。以前の吉よし岡おか先生とは似ても似つかない甘えたさんになってしまった。

「やー、ささあーうー、ささあーうー」

　抱だき付ついたまま、器用に背中へと回って肩かたにぶら下がってくる。自然と惣そう次じがおぶさるような形になってしまった。その様子をウレハは「かわいいですねぇ」と見守っていた。

「ウ、ウレハ、妹の面めん倒どう見てくれて、えっと、ありがとう……」

「ふふ。こっちも楽しかったです。最初は寂さびしかったのか、惣そう次じ君の名前を呼んで泣いちゃったんですよ？　でも、少しずつここにも慣れてきて、やっと仲良くなれました」

「色々ご迷めい惑わくをかけて、ごめん」

「あー、あい？」

　ヒガンが心配そうに声を出すので背中をゆすってあやす。

「あ、違ちがう。迷めい惑わくじゃないよ。ウレハ、ヒガンと一いつ緒しよで、楽しかったって」

　にになー、とヒガンに笑え顔がおが戻もどった。

「惣そう次じ君も大変ですね。まだ妹さんがいたなんて」

「正確には従妹いとこだけど、ね」

「やー！」

　ヒガンは惣そう次じの後頭部をぺちぺちする。

「ち、ちなみに、一いつ緒しよに遊んでみて、どうだった？」

「うーん。発はつ語ごはできないけど、こっちの言葉は入ってるし、マッチングとかもできたから特別に何かする必要はないかなぁ。スイレンちゃんの時と違ちがって、体力は高くないみたい。逆に、手先は凄すごく器用でした。排はい泄せつも自立してるけど、念のためパッド持っていってください」

　ウレハは子供を育てる傍かたわら、教育関係の本を読んだり教師の研修にも顔を出しているので、子供を見る目は確かだった。

「手先が器用か……」

　ヒガンが吉よし岡おか先生だった頃ころはプラモデルが好きだった。もしかしたら、幼女になる前の特技がそのまま引ひき継つがれているのかもしれない。

「惣そう次じ君に注意してほしいのが、指導が入りやすすぎるってことですね」

「入りやすすぎる？」

「うん。ちょっと咎とがめる程度でも凄すごく動どう揺ようするから、極力怒おこらない方がいいと思います。本当にダメなことをした時でも、目を見て、めっ、って言うだけでも十分。自己肯こう定てい感も凄すごく低いから、良いい事をした時はがっつり褒ほめちゃいましょう」

「怒おこり過ぎない、褒ほめた方がいい、だね。わかった」

　逆にスイレンの時は「かなり強く𠮟しからないとダメ」と言われていた。実際、泣くくらい怒おこらないと問題行動をやめてくれなかったのを思い出す。

「スイレンの時ほど、苦労はしないかな」

「あの子は元気でしたもんね～。私怒おこるの苦手だから本当に大変でした」

「ウレハ、子供𠮟しかる時も目が優やさしいから。ぷんすか、って擬ぎ音おんが聞こえてきそう」

　からかわれたと感じたのか、ウレハは口をへの字にした。

「むっ、私だってイーッてなる時はありますよー」

　イーッという擬ぎ音おんが既すでに牧歌的だ。よく考えれば、ウレハが本気で怒おこったのを見たことがない。子供を𠮟しかる時も、怖こわがらせるのではなく話術で丸め込む。

　一体この人が本気で怒おこったらどうなるのだろう。少し気になる惣そう次じだった。

「じゃ、この後スイレンと会うから、そろそろ帰るね」

「気をつけて。最近物ぶつ騒そうだって、自警団の人が言ってましたから」

　惣そう次じはチラと、壁かべに張られたポスターを見た。

〔番バン狼ロウの情報求ム！〕

　自警団が作ったポスターは厚みのある力強いフォントで番バン狼ロウの情報提供を訴うつたえている。刀を持った鬼おにのシルエットの横にはこう書かれていた。

〔団員二名を殺害し逃とう走そう中！〕

　団員二名、とは銃じゆうの保管庫で吉よし岡おか先生を撃うったあの二人だ。あの日の翌日、死体となって発見された。若よし頭おかを傷つけた罪で他の団員か髄ずい龍りゆう組ぐみのヤクザに粛しゆく清せいされたのだろう。

　オオサカのヤクザがサキシマを狙ねらっている事も、自警団にヤクザの手が回っている事も知らない一いつ般ぱん市民は、「番バン狼ロウが自警団を殺した」という発表を鵜う飲のみにしている。

「番バン狼ロウは市民の味方だ、って声もありますけど、私はやっぱり嫌きらいです」

（うっ）

「子供達の中には、番バン狼ロウに親を殺された子もいますから……」

　勿もち論ろん誤解だ。たしかに、そういう目もく撃げき情報はある。現場にいるのは幼女と犠ぎ牲せい者と刀を持った男なので、大たい抵てい目もく撃げき者は惣そう次じを加害者と断定してしまう。誤解するのは仕方ないと思いつつ、ウレハから出た「嫌きらい」という言葉に死ぬ程ほど落ち込む惣そう次じだった。

　話が長引いたせいか、背中のヒガンが眠ねむそうに声を出す。

「うぃあー」

「あ、ゴメン。ずっと話しこんじゃった」

　すかさず、ウレハがヒガンの頭を撫なでて優やさしい声を出した。

「ずっと我が慢まんしてたの偉えらいね。よしよし」

　なるほど、こうやって細かく褒ほめて関係性を作ればいいのか、と惣そう次じは感心する。

「うーん」

　ヒガンの頭をなでなでしていたウレハの手が止まる。

「どう、したの？」

「……この子、どこかで会った気がするんですよね」

「さ、さあ、気のせいじゃないかな……」

　つい最近この三人で面談をした、なんて言えるわけがなかった。

　惣そう次じですら、この子が自分の担任だと完全に受け入れられてはいない。本当に、ああすべきだったのか、今でもまだ悩なやんでいる。

　ヒガンを見つめる惣そう次じの視線は、どこか物もの憂うげだった。そんな惣そう次じのほっぺを、ウレハは人差し指でつっついた。

「ぷにぷに」

「わわわ、いきなり、何！」

「いや、惣そう次じ君が元気なさそうだったから。……もしかして何かありました？」

　やっぱりウレハは鋭するどい。こっちは心配させないように気を付けていたつもりだったのに。

「三年前、暖炉荘ここを離はなれる時もそんな顔をしていた気がします」

　まるでこちらの感情が伝でん染せんしたように、ウレハの表情が切なげになる。

「惣そう次じ君、これ以上、遠くに行ったりしないですよね？」

　大だい丈じよう夫ぶです。そう言いたかった。だけど、現実は惣そう次じの想像を超こえて揺ゆれ動うごく。

　口を一文字に引き結んで黙だまる事しか出来ないのが、情けなかった。




　風車塔とうの居間は、吉よし岡おかの自宅から持ち込んだプラモデルの箱などでいつもより狭せま苦くるしい。

　ヒガンは戦車の模型を手に取るとそれを目の前でかちゃかちゃして遊んでいた。

「あー、あー、しょーとぶぅ、おいおーう」

　意味不明なことを口にするヒガンを、スイレンが腕うで組ぐみをして見下ろしている。

「この赤あかん坊ぼう並みの知能しかない幼女が、髄ずい龍りゆう組ぐみの鍵かぎって、ほんまかいな」

「精神が新しい肉体に、馴な染じんで、言葉を喋しやべれるようになったら髄ずい龍りゆう組ぐみの情報を聞き出せる。連中の居場所さえ分かれば、こちらから攻せめることだってできるだろ？」

「お前にしちゃ、ちゃんとした理り屈くつやな。言葉を喋しやべるまでの期間は？」

「三カ月」

「遅おそいな。いや、赤あかん坊ぼうやったらありえへんくらい早いけど」

「スイレンの時は最初どうしたらいいか、分からなかったから、自由にさせていたんだ。でも、ウレハの提案でたくさん話しかけたり、お勉強したり、外で遊ぶ回数増やしたらどんどんできることが増えていった」

「ほー、なるほどー。つまりこっちが関われば関わるほど成長は早くなるってことかいな」

　子供が親の背中を見て育つように、「特別な幼女」達も惣そう次じ達から多くを学びながら記き憶おくを取とり戻もどしていく。人生の殆ほとんどを殺しに費ついやしたスイレンが、普ふ通つうに生活できているのもこの期間にウレハや惣そう次じから色々と教えられたからだった。

「……なあ惣そう次じ、最前から気になってたけど、もしかしてワシの時もあんな感じやったんか？」

　惣そう次じは何も言わず、スマホを操作する。画面には、暖だん炉ろ荘そうの食堂で椅い子すに座るスイレンと、ホウレン草の盛られたスプーンを近づけるウレハが映っていた。

『スイレンちゃん、好すき嫌きらいしちゃダメですよ』

『んー！』

　スイレンはプイっと頰ほおを背そむけて、いやいやをする。

『ほら、この一口食べたらデザート食べていいですから』

『んーやー！』

　いやいやするあまり思い切り体を反った。その勢いで後ろの柱に頭をガンとぶつけてしまう。

『あああああぁああああぁ、ないないなー！』

　意味不明な語ご彙いを発しつつ、スイレンは力いっぱい泣なき叫さけぶ。とんでもないエネルギーだ。

『あー、大だい丈じよう夫ぶ？　ほら、よしよし』

　ウレハに抱だきかかえられたスイレンは「むゆー」と撮さつ影えい者の方に手を伸のばす。

『お兄ちゃんの方がいいの？　はい、惣そう次じ君。だっこチェンジ』

『しょうがないな。おいで、スイレン』

　そこで動画は途と切ぎれた。

「……」

　スイレンは林りん檎ごのように顔を真っ赤にして、ぼそりと一言。

「……消せ」

「嫌や」

「消せやああああああああああぁ！」

　とびかかって来たので、そうはさせるかと立ち上がってスマホを頭上に掲かかげた。

「あ←ーか←ーんーで！　あ←ーか←ーんーで！」

　スマホを奪うばおうとぴょんぴょんするスイレン。だけど身長が身長なので全然届かない。何度か頑がん張ばった後、「う～」と柴しば犬けんのように唸うなる。その目にぶわっと涙なみだが浮うかんだ。

「ずっこいずっこい！　ずっこいわお前！」

「可か愛わいいからいいじゃん！」

「可か愛わいいの禁止！　こんなもん他の誰だれかに見られたら死んでまうわ！」

　本当は可か愛わいいの好きな癖くせに。

「……それはともかく、俺、昼間は学校とバイトがあるから、ヒガンの面めん倒どうを見れない」

「何が言いたい？」

「だから、スイレンを、ヒガンの教育係に任命しようと思うんだ」

　人事を告げた瞬しゆん間かん、スイレンはくわっと目を見開いて叫さけんだ。

「いやいやいや！　アホか！　なんでワシがそんな真ま似ねせなあかんねん。アホな親みたいに上手だよー、とか、すごーい、とか気持ち悪い声こわ色いろ使うのなんか、虫唾むしずの有あり馬ま記き念ねんや！」

「幼児教育に憎ぞう悪お持ちすぎじゃない？」

　親の愛に触ふれてこなかったスイレンが、教育に偏へん見けんを持つのは仕方ないのかもしれない。

「とにかく、無理のない範はん囲いで面めん倒どうみてやってくれ。ウレハが言ってたけど、強い指導は禁止な。殴なぐるとか、大声でがなり立てるとか」

　スイレンはちゃぶ台の上に腰こしを下ろし、膝ひざを立てた。拳こぶしをちゃぶ台に突つき立たて、憤ふん怒ぬの形相で惣そう次じを睨にらみつける。

「惣そう次じ、コイツは髄ずい龍りゆう組ぐみの若わか頭がしらや。敵対してる組の若わか頭がしらに、情をくれてやる必要がどこにある？　悪いけど、そんな甘っちょろい指導をするつもりはない。さっきも言うたけどな、幼よう稚ち園えんごっこするのは流りゆう儀ぎに反するんや」

　その双そう眸ぼうに宿るのは、飯いい岡おか昭しよう三ぞうが培つちかってきた家族への憎ぞう悪おと髄ずい龍りゆう組ぐみへの反はん抗こう心だった。威い圧あつ感に脅おびえたヒガンはカーテンに包くるまり、顔だけ出してビクビクしている。

「子供好きの惣次オマエは嫌いやがるかもしれんが、コイツにはヤクザの流りゆう儀ぎで、居場所を吐はかせたる」

　その目つきも声も、百ひやく戦せん錬れん磨まの惣そう次じですら寒気を感じた。この幼女は、時折可か愛わいらしい素そ振ぶりを見せても、本質は飯いい岡おか昭しよう三ぞうなのだ。そんな彼女に、いきなり母親のように振ふる舞まえというのは、無理な話なのかもしれない。




　そして二週間が経たった。放課後、惣そう次じはバイトに行く前にスイレンとヒガンの様子を見る為ため風車塔とうに足を運ぶ。玄げん関かんの扉とびらを開けるなり、スイレンの甘ったるい声が聞こえてきた。

「はーい、ヒガン、最後のお勉強やでぇ」

　居間に行くと、スイレンはニッコニコ笑え顔がおで、ラッコの写真をヒガンに見せていた。

「さあ、これはなあに♪」

「らっよ！」

「すごーい！　促そく音おんとラ行の発音完かん璧ぺきやーん！」

　ヒガンをぎゅっと抱だきしめ、頭をわしゃわしゃする。

「きゃー」

　ヒガンもスイレンの腕うでの中で、小鳥のような声を出して喜んだ。ぎゅっと肌はだを密着させる二人の幼女は、どちらも幸せそうに笑っている。
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「ではこれで今日のお勉強はおしまいや。今日も頑がん張ばったからたくさん遊ぼうなー」

　スイレンはヒガンを後ろから抱かかえ、ちゃぶ台の上でくるくると回った。

「ほーら遊園地みたいやろー、行ったことないけど」

「あはっあはははっ」

　ひとしきりヒガンを喜ばせた後、そのまま抱かかえ込んで畳たたみに転がってまた頭をわしわしする。

「ほんまお前は賢かしこいなぁ！　賢かしこいなぁ！　何をやらせても上手やなぁ」

「やー！」

　幼女と戯たわむれる幼女を、惣そう次じはジトっとした目で見下ろしていた。

「おー、惣そう次じおかえりー」「おあえりー」

「……おかえり」

「なんや、浮うかん顔して」

「べつに」

　因ちなみにスイレンは一日目で既すでに甘々だった。それでも最初は抑おさえていたが、だんだんと自制が利かなくなり、一週間後にはデレデレモードに突とつ入にゆう。以来ずっとこんな感じだ。正直、その辺の親おや御ごさんよりも遥はるかに甘い。

「ねえ、スイレン。ヤクザの流りゆう儀ぎで居場所を、吐はかせたりしないの？」

「あほ！　この子にそんな真ま似ねするとか、お前どんな冷血人間や」

　二週間前の自分の台詞せりふ覚えてる？

　よく考えたらスイレンは可か愛わいいモノ好きだ。本人は頑かたくなに否定するけど。だから、ヤクザの流りゆう儀ぎ云うん々ぬんは意地を張っただけなのかもしれない。実に面めん倒どうくさい奴やつだ。

「で、どれくらい進んだの？」

　惣そう次じが尋たずねると、キラーンと目め尻じりから謎なぞの光を放ち、ドヤ顔を作る。

「ふふふ、それを聞いちゃいますか」

「あんまり、もったいぶらないでくれる？」

「発音以外は完かん璧ぺき！　生徒の写真見せたら、なんとなく名前言ってたから記き憶おくも戻もどり始めとる」

「すごい！　スイレンの時よりも、成長のスピードが遥はるかに早い」

「せやろ。でも、課題の発音はまだまだやな。特にカ行」

「喉のどの奥で発声する癖くせが、あるのかも。何言ってるのかは分かるから、記き憶おくの回復を優先して言葉は後回しでもいいと思うよ」

「アカン！」

「はい？」

「ヒガンこんなに頑がん張ばってるんやから、はよカ行言えるようにさせたりたい。なー」

「なー」

　一いつ緒しよに首を傾かたむける二人。もう完全にスイレンはヒガンの虜とりこだ。

「確かに本人が頑がん張ばってるなら、尊重してあげるべきかも」

「せやせや。こんだけ賢かしこかったら、ゆくゆくは組長になれるで！」

　組長。スイレンが何気なく口に出した言葉が、惣そう次じの胸に引っかかる。

「惣そう次じ、今度は外で遊ばせよや」

「あ、ああ」

　スイレンは可か愛わいいもの好きだ。だからヒガンに情が移ったのだろう。決して、自分の組を再興させるためじゃない。そう自分に言い聞かせ、惣そう次じは外に出た。




　風車塔とうすぐ近くの草原に、ヒガンの楽しそうな声が響ひびき渡わたっていた。

　惣そう次じが、ゴムまりを投げると、ヒガンはきゃっきゃと笑い、腕うでをぐるんぐるん回してゴムまりを追いかける。そしてボールを抱かかえ上あげ、こちらに向かって遠投した。

「よしよし、腰こしの使い方も上手になってきたね。体力もかなり上がってる」

「やいやー」

　てけてけと、ヒガンはせわしなく足を動かして走ってくる。体の使い方はまだまだ、だけど身体能力そのものは小学校高学年くらいの水準に達していた。

　ヒガンは「ほえー」と惣そう次じを見上げている。

「肩かたの使い方、上手だったよ。もっとたくさん遊んでいっぱい動こうね」

「ういー。かた、じょうずー」

　スイレンと惣そう次じは顔を見合わせる。

「今、」「肩かたって言うたな」

　今まで使えなかったカ行の音だ。

「先生、もう一度言ってみて」

「か、か、？」

「そうそれ！」「完かん璧ぺきにか言えとる」

「か、かまいり」

「カマイリ？」「カマキリのことか？　どこにおんねん」

　それは突とつ然ぜん起こった。ヒガンは腰こしを折り、苦しそうに呻うめきだす。

「ううううぅ」

「おい！　急にどないしたんや！　惣そう次じの作った飯でも食ったんか」

　ヒガンの皮ひ膚ふにあの彼ひ岸がん花ばなの刺いれ青ずみが浮うかび上あがる。

　げぼ。吐はき出だされたのは白色の粘ねん液えきだった。粘ねん液えきはしばらくすると灰色に変色して硬かたくなる。

「なんやこれ」「分からない。てか、どさくさに紛まぎれて俺に酷ひどいこと言わなかった？」

　この粘ねん液えきに特とく殊しゆな効果があるのだろうか。だけど見た感じ周囲の草が汚お染せんされたり溶とけている様子はない。左手で触さわろうとした瞬しゆん間かん、粘ねん液えきがピクリと動いた。

「うわ！」「なんや動きよったで！」

　粘ねん液えきに亀き裂れつが走ったかと思うと、その中から黒い虫が這はい出だしてきた。二〇センチ程の大きさで、芋いも虫むしのような体節がある。先せん端たんには真っ赤に光る眼めが見て取れた。虫は、畳たたんであった羽や足をゆっくりと広げていく。細長い首と、大きな腹、そして大きな鎌かま。

「カマキリだ」

　それは５００mlペットボトル程ほどの体格を持つ大きなカマキリだった。全身はくすんだ黒色で、鉄のような質感がある。一匹ぴき、また一匹ぴきとカマキリが粘ねん液えきから生まれてくる。最終的に四匹ひきのカマキリがヒガンの足元に集まった。

「金属のカマキリだ」「こらまた、けったいやな」

　ヒガンはケロリとした顔でカマキリ達を見下ろしている。ヒガンの体に悪あく影えい響きようはないようで惣そう次じはホッとした。

「かまいり！　かまいり！」

　カは言えても「キ」は言えないのでどうもしまりがない。

　カマキリ達はヒガンを主だと認にん識しきしているらしく、彼女の肩かたや頭に上って居い心ごこ地ち良よさそうに体を揺ゆらしたり鎌かまを舐なめたりしている。

「おえかいー」

　ヒガンが号令を出すと、一匹ぴきのカマキリが鎌かまを変形させた。腕うでの先せん端たんは立体映像の映写機になっていて、そこから複雑な図面が描えがかれていく。

「なんやこれ。設計図か？　ハイテクやな」

　複雑な化学式や配線図、それに見たこともない部品が次から次へと映し出された。

「わざわざこれを、俺達に見せるってことは何か意味があるのかな？　例えば、髄ずい龍りゆう組ぐみに関する何かとかさ……」

「うーん、そもそもこれが何なのか分からんからな」

　二人ともこの手のメカメカしいものには明るくない。

「なあ惣そう次じ、専門家に見せた方がいいんちゃうか」

「専門家、かぁ」

　機械の専門家と聞いて思おもい浮うかぶのは一人しかいなかった。

「ニトロさんに見せるか」




　サキシマの北部には川が流れている。小こ奇ぎ麗れいな歩道に挟はさまれた人工の川で、兵庫県から来た商船やサキシマの漁船が昼夜を問わず行きかっていた。この川の一番奥は溜ため池いけになっていて、喧けん騒そうとは無む縁えんの静せい寂じやくに包まれている。この溜ため池いけを見下ろすように、大きな工場が建っていた。工場の前には「工業製品の修理受付中」と書かれた赤あか錆さびだらけの看板がかかっている。ここが、惣そう次じのバイト先「ワルシャワ再生工場」だった。

　ヒガン、スイレン、惣そう次じの三人は工場の中に入っていく。中には大量の工具や部品の入った大きな棚たなや、解体中の車、クレーンや油圧ジャッキなどがあった。工場入り口の右手は休きゆう憩けい用のスペースになっていて、テレビ、そして映画のブルーレイやＨＭヘヴイメタルのアルバムが並んだ棚たなが置いてある。惣そう次じは、スイレンとヒガンを油でくすんだソファーに座らせた。

「ニトロさん今留守っぽいから、取りあえず、ジュースでも飲みながら映画見てて」

　そのうち帰って来るだろう。冷蔵庫を開けると、腐くさりかけのトマトが目を引いた。

「うえ、捨てようよ、こんなトマトもん。まさか食べる気じゃないよね？」

　勝手に捨てると「物権の排はい他た性がどうのこうの」と怒おこられるので取りあえずトマトはそのままにしておいた。扉とびら裏からジュースの入ったペットボトルを取り、コップに注いで二人に出す。

「じゅーす！　じゅーう！　ありあとーおあいます」

　ヒガンはペコリと頭を下げる。

「お礼が言えて偉えらいよ。先生」

　頭を撫なでてやると、ヒガンはキャッキャと喜んだ。それを見てほっこりする、惣そう次じとスイレンだった。




　三人で映画を見ていると、工場の外からエンジン音が聞こえてくる。工場長の帰き還かんを予知していたかのように、映画の登場人物が勢いよく叫さけんだ。

『ようタコ野や郎ろう！　帰ってきたぜえええ!!』

　工場前に群がっていたハトが一いつ斉せいに飛び去り、一台の軽トラックが凄すごい勢いで突つっ込んできた。トラックは獣けものを絞しめ殺ころしたようなブレーキ音を轟とどろかせ、土つち煙けむりを上げて工場の中で停車する。

　相変わらず滅め茶ちや苦く茶ちやな運転だ。ハンドル操作を誤れば、工場内は大だい惨さん事じだろう。

　車の中から、バスの効いたダンディな低音ボイスが聞こえてくる。

「──トム・アラヤばりのシャウトだ。私の車はスラッシュメタルの心得があるらしい」

　トラックの扉とびらが勢いよく蹴けり開けられる。中から出てきたのは、メイド服を着た長身のスラブ人女性だった。背せ丈たけは惣そう次じよりも一回りほど高い。スカートの裾すそは足首に届くほど長く、その左手には手てつ甲こうのような金属製のグローブを纏まとっている。髪かみには緩ゆるやかなウェーブがかかり、胸はウレハのそれよりもさらに一回り大きい。少し厚めに化け粧しようを施ほどこした顔には、力強い美があった。ニトロは、泣きボクロのついた左目を細め、独特の低い低い声で惣そう次じに話しかける。

「おう、来てたのか、惣そう次じ」

「あ、はい、お邪じや魔ましてます」

　挨あい拶さつと同時に軽くお辞じ儀ぎをする。

「よしよし、出勤の一時間前に入るとはいい心がけだ。私は労働者を尊重するタイプの雇こ用よう主だが、従業員の献けん身しんを否定しない。さあ、思う存分時間外労働を押し付けてやろう」

「遠えん慮りよします」

　ニトロと話す時はツッコミに回る事が多いので、他の人間と対する時よりも惣そう次じの口調はハキハキしがちである。

「はぁ？　お前が天てん王のう山ざんからパクってきたバカでかい山ガラ車クタをこっちに運んでやっただろ。運うん搬ぱんに使った船のリース料とられたくなかったら、さっさと商品を倉庫に移せ」

　その話を持ち出されると反論しづらい。仕方ないな、と惣そう次じは腕うでまくりをした。

「今度は、何を作ったんですか？」

「色々」

　ニトロがトラックの幌ほろシートを取ると、ガラクタの山が夕ゆう陽ひを浴びた。

「まずは出血するボディアーマーだ」

　言いながらニトロが出したのは、所いわ謂ゆる防ぼう弾だんチョッキである。

「撃うたれたら人工の血液が出る。聖なる林の馬鹿な映えい画が監かん督とくが作れと言ってきた」

「血が出る機能いります？」

「知るか。映画で使うんだろ。他は緩かん衝しよう材と防ぼう弾だん繊せん維いを編み込んだバンダナ」

「防ぼう御ぎよ範はん囲い小っさ！」

「嫌きらいな奴やつの写真粉ふん砕さい機」「用よう途とが陰いん湿しつすぎる」

「全自動拳けん銃じゆう自殺マシン」「完全犯罪でもするんですか」

「嫌きらいな奴やつの保険証裁断機」「さっき似たようなの見ましたね」

「他には弾たまが一発しか入らないマガジン、絶対に壊こわれないリモコン等々」

　一体何の工場なんだここ。

「もう車の改造みたいな、大口の仕事に絞しぼったらどうです？」

「馬鹿いえ。小さな仕事の積み重ねがデカい仕事を呼び込むんだろうが」

　ニトロは仕事に関しては真面目だったので、そういった点は惣そう次じも尊敬している。

「サキシマは好きなものを作るにはいい場所だよ。お前のおかげで屑くず共は寄り付かねえし、小うるさい税関も実質いないようなもんだ。貴族シユラフタの愛した黄金の自由がここにはある」

　ニトロは何かと謎なぞの多い人物で、祖国がポーランドであることと本業が武器商人であることくらいしか分かっていない。

　普ふ段だんはガラクタを作ったり車の修理を生なり業わいとしているが、その裏では銃じゆう器きを海外からオオサカに密輸している。裏社会側の人間ということで本来は惣そう次じと敵対してもおかしくないのだが、サキシマには銃じゆうを流さないという約束を守ってくれているので関係は良好だ。それどころか、惣そう次じへの賃金は正社員並みで、惣そう次じが不自由なく生活できているのも彼女の金かね払ばらいがいいからである。

　ガラクタの山を倉庫に運び終えた後、ニトロは煙草たばこを取り出し、犬のような尖とがった歯でフィルターを挟はさんだ。近くにあったガスバーナーで煙草たばこに火を点つけると、先せん端たんから白い煙けむりが静かに揺ゆれた。その後トラックに背を預け、大きな胸の下で腕うでを組む。

「で、そろそろ聞いといてやるが、ガキが二人に増えてるのはどういう事だ。とうとう麗うるわしのシスター様と子供でも作ったのか？」

「ひっぱたきますよ」

「おーこわ」

　肩かたを竦すくめて冷やかすように笑う。

「まー、大体事情は察する。要は例の刀で斬きったんだろ？　だが、私が気になるのは、何で斬きったかじゃなく、誰だれを斬きったか、だ」

　ニトロは惣そう次じが番バン狼ロウだと知っている。勿もち論ろん〈慟どう哭こく〉の能力についても把は握あくしていた。

　惣そう次じはため息を一つ挟はさみ、自分の斬きった相手を手短に伝える。

「……担任、です」

　それを聞いた瞬しゆん間かん、ニトロはカッと目を見開き頰ほおを吊つり上あげて邪じや悪あくに笑った。

「マジかよ！　どんな面めん倒どう事に巻き込まれたらそんなハッピーな状じよう況きようになるんだ!?」

「人の不幸をそんな楽しそうに……」

「実際クソ面おも白しれぇだろ！　ポップコーンとコーラ買ってくるから何が起こったか話してくれよ」

　ニトロのこういう性格にはもう慣れていたので、惣そう次じは色々と諦あきらめて事情を説明する。それを聞き終えたニトロは、だるそうに欠伸あくびを一発かましてきた。

「……ふぁあ、期待した割に面おも白しろくなかったな。ダニー・トレホはいつ出てくるんだ？」

「俺の人生をＢ級映画かなんかと勘かん違ちがいしてません？」

　違ちがうのか？　とニトロは何な故ぜか真顔になっていた。

「ま、チケット代の代わりに、頼たのみ事は聞いてやる。ほれ、オーダーをよこせ」

「実は、先生のカマキリが何か良く分からないものを映すんです。それをニトロさんに見て欲しくて……先生、頼たのむ」

「うーはいー」

　ヒガンはカマキリの一匹ぴきに命令を出した。カマキリは空中に立体映像を照射する。

　それを見た瞬しゆん間かん、ニトロが職人の顔つきになった。立体映像はページをめくるように次から次へと別のモノに変わっていく。ニトロはそれを一つずつ丹たん念ねんに確かく認にんしていった。

「ほう。これは設計図だ。それもオリジナルのな」

「設計図……ですか」

　さすがに、これが髄ずい龍りゆう組ぐみの手て掛がかりというのはムシが良すぎたか。

　ニトロは煙草たばこをくわえたまま、ヒガンを顎あごで指す。

「おい、クソガキ」

「あい？」

　ヒガンはひょこっと首を傾かたむけた。

「二番の設計図にあるのを作ってみろ。倉庫にある部品や材料は好きに使って構わん」

「ちょ、何言ってるんですか。ヒガン、一人じゃ工具も扱あつかえないですよ」

「と、思うだろ？」

　言ってニトロは倉庫にあった中古品の目覚まし時計をヒガンに放り投げる。

「バラしてみな」

「やーやや」

　ヒガンが鼻歌を歌うと、一匹ぴきのカマキリの腕うでが変形した。その先せん端たんは右が鉤かぎ爪づめのようになっていて、左はドライバーのようになっている。カマキリはそれらを用いてあっと言う間に時計を解体してしまった。

「す、凄すごい、時計をものの数秒で」

「思った通り、このカマキリ共は腕うでを工具に変形できるんだ。これならガキ一人でも多少の玩おも具ちやは作れるだろ。ほら、遊んで来い。武器人間までなら作っていいぞ」

「きゃー」

　ヒガンは喜んで工場の奥に走っていった。

「行っちゃった」

「才能を開花させるのは環かん境きようだぜ。戦争がいい銃じゆうを産むのと同じ理ロジ屈ツクだ」

「とか言って、何か込こみ入いった話があるから席を外させたんじゃないんですか」

「今日は冴さえてるじゃねえか。実は例の銃じゆうについて少し話がある」

　例の銃じゆう。髄ずい龍りゆう組ぐみから押おう収しゆうした銃じゆうのことだ。あの後、スイレンと惣そう次じは保管場所から十数丁の銃じゆうを持ち出し、それをニトロに渡わたしていた。

　ニトロの表情が険しくなる。

　紫し煙えんを蛇へびのように揺ゆらし、低い声をより沈しずませた。

「結論から言う。あの銃じゆうは出所が分からん」

「ニトロさんでも、分からないんですか？」

「オオサカに入って来る銃じゆうの販はん売ばいルートを全部調べたが、それらしき取引は存在しなかった」

「てことは、あの銃じゆう全てがオオサカで作られたってことですよね」

「ところがこれも謎なぞが多くてな。知り合いの銃じゆう職人に聞いても、そんな仕事を受けた覚えはないと言いやがる。調べても調べても、あの銃じゆうは孤こ児じのままだ」

　武器売買のスペシャリストが本気で調べてそう言うのだから、間ま違ちがいないのだろう。

「それでだ。こいつはキナ臭くさいと考えて、今度は買い手の方に当たってみた。相手は鳥取にいたロシア人の武バ器イ商ヤ人ーだ。問とい詰つめたら奴やつはこう言った。髄ずい龍りゆう組ぐみに武器を発注したら、最短一日で届く。どんな銃じゆうでも。……考えられるか？　特殊な銃ＣＢＪ─ＭＳが十丁欲ほしいって言ったら、その翌日には専用の弾薬６・５×25㎜ＣＢＪとセットで届いてるんだぜ？」

「どんな希少な銃じゆうでも即そく座ざに用意できるって考えると、たしかに変ですね……」

「アダムとイヴはいない。カインだけがそこにいる──髄ずい龍りゆう組ぐみの連中は恐おそらく、私達の想像もつかない方法で銃じゆうを生産してる筈はずだ。そしてそれを売りまくって、大おお儲もうけしてやがる」

「一つ質問があります。密造銃じゆうってそんなに儲もうかるんですか？」

「儲もうかるで」スイレンが割り込んできた。

「まともな国で銃じゆうを買って殺人をしても、製造番号と購こう入にゆう履り歴れきで犯人を辿たどれるんや。でも製造番号のない密造銃じゆうってのは、人を殺しても足がつかん。テロリスト、犯罪者、カルト、マフィア、そしてヤクザ……買い手は山のようにおる」

「髄ずい龍りゆう組ぐみがサキシマを狙ねらうのは、そうした銃じゆうを大量に輸出する場所が欲ほしいってことですか」

　ニトロは煙草たばこを床ゆかに捨て靴くつ底ぞこで踏ふみにじる。

「多分な。このサキシマには港もあるしコンテナヤードもある。貿易に最適な場所だ」

　──どうやって作っているか分からない謎なぞの銃じゆう。それを売るため髄ずい龍りゆう組ぐみはサキシマを狙ねらっている。たしかにサキシマを支配する理由としては筋が通っていた。

　新しい煙草たばこをくわえ乍ながら、ニトロはぼそりと呟つぶやく。

「ま、他にもまだ何かヤバい秘密があるのかもしれねえがな」

　出来ればこれ以上物ぶつ騒そうにならないでほしい、と思う惣そう次じだった。

「やーややー！　出で来いましたー」

　その時、ニトロの背後からヒガンが金属製の鞘さやを持って現れる。その長さは妖よう刀とう〈慟どう哭こく〉と同じくらいだ。しかも抜ばつ刀とうしやすいよう、刃やいばの反りに合わせて縦に割れる構造になっていた。とても短時間で作ったとは思えない仕上がりだ。

　ヒガンから鞘さやを受け取ったニトロは、その出で来き栄ばえに口笛を鳴らす。

「いい仕事だ。どうやら、設計図にある材料をくれてやればカマキリ共が色々作ってくれるみたいだな」

　まるで、ＲＰＧの鍛か冶じ屋やのようだ。

「溶よう接せつ、解体、加工、その他た諸もろ々もろなんでもこなしやがる。直接戦う能力はないが役には立つ。名前とかねえのか？」

「あるよー」

　一匹ぴきのカマキリが両りよう腕うでから立体映像を照射。そこには、厳いかつい明みん朝ちよう体たいでこう書かれている。

　──変原自材パネ・キツト──

　跳ちよう躍やく能力を大おお幅はばに強化するスイレンの閃光脱兎ジヤンピングフラツシユとはまったく毛色が違ちがう。

「私好みの能力だ。暇ひまな時は遊んでいっていいぞ」

　悪党じみた笑え顔がおを浮うかべる彼女に、惣そう次じは顔をしかめた。

「ニトロさん、あんまり、変なもの作らせないでくださいね」

「安心しろ。戦車より物ぶつ騒そうなものは製造しないと決めている」

　マジで戦車くらいなら作りかねないんだよな、この人。

「大体、戦車なんか作ってどうするんですか。髄ずい龍りゆう組ぐみと戦うんですか？」

「馬鹿を言うな、私はあくまでも中立だ。ましてや相手は宇トラ宙イポ人ツドも裸足はだしで逃にげ出だすオオサカヤクザ様。そんなのと戦うのなんてまっぴら御ご免めんだよ。とはいえ、このままサキシマから離はなれるのも癪しやくだ。だから、そうならないようお前には期待している」

「ど、努力します」

「結構。孤こ児じ院のために戦うコルチャック少年に一つ忠告してやる」

　──死んだら減給な。

　そう言い残してニトロは倉庫の奥へと消えた。

　ニトロとはそれなりに長い付き合いだ。中立といいつつも、彼女なりに惣そう次じを心配しているのは伝わっている。惣そう次じはニトロと出会ってからずっと、彼女の下で働いていた。それは彼女が頼たよりになるという面もあったが、その人ひと柄がらにある種の憧あこがれを抱いだいている事の方が大きい。だからこそ、この奇き妙みような工場長が凶きよう弾だんの犠ぎ牲せいになった時、惣そう次じは深い悲しみに暮れたのだろう。




　髄ずい龍りゆう組ぐみが売っている銃じゆうは出所が不明である。ヒガンの能力が武器の製作である。

　この二点が分かった以外は何も進展しなかった。いつまた髄ずい龍りゆう組ぐみが動き出すか分からない。それまでにヒガンの記き憶おくは戻もどるのだろうか。

　不安と焦あせりを胸に抱かかえたまま、惣そう次じは風車塔とうで夜を迎むかえた。

　三人でご飯を食べ、風ふ呂ろに入って、寝ね床どこにつく。

　その日の夜は嫌いやに静かで、風車の回る音に紛まぎれて潮しお騒さいが聞こえてくるほどだった。

　惣そう次じはヒガンを寝ねかしつける為ため、彼女に添そい寝ねをして背中をとん、とん、と叩たたく。暖だん炉ろ荘そうの幼い子供やスイレンにしてあげたように。

（今日は寝ねつきが悪いな）

　ヒガンは目を開けたまま、もぞもぞとしている。何か気になることがあるのだろうか。

　ヒガンを寝ねかしつける惣そう次じの後ろで、物音がした。見れば、下の階で寝ねていた筈はずのスイレンが梯子はしごの穴からひょっこり顔を出している。スイレンは猫ねこのパジャマ姿で、兎うさぎのぬいぐるみを抱だきしめていた。

「惣そう次じ、今日もええか？」

「また眠ねむれないの？」

　コクりと頷うなずくスイレン。布ふ団とんをめくってやると、もぞもぞと中に入ってきて、惣そう次じの胸のあたりにすっぽりと収まった。

「おちつく」

　ぬいぐるみに鼻を埋うずめてほくほくしている。

　飯いい岡おか昭しよう三ぞうは、虐ぎやく待たいや育児放ほう棄きを受け、母親の手料理の味も知らずに育った。そういう家で過ごす夜は恐きよう怖ふでしかない。大人になっても、幼女になっても、時折昔のことを思い出して眠ねむれなくなることがあるらしい。幼女化してすぐの頃ころは夜通し泣きわめくこともあった。

　幼女になるまで誰だれにも甘えることが出来なかった彼女を、どうしても可哀想かわいそうと感じてしまう。本人は同情するなと言うけれど。

　スイレンは暫しばらくぬくぬくした後、ヒガンの様子がおかしい事に気が付いた。

「ヒガン、まだ寝ねとらんのか？」

「うん。先生、今日は寝ねつき悪くて」

　風車が回る音だけが聞こえていた。長い沈ちん黙もく。スイレンは何かを躊躇ためらう素そ振ぶりを見せたあと、小さな声で沈ちん黙もくを破った。

「……なぁ、もしかして、ヒガンってもう記き憶おく戻もどってるんとちゃうか」

　ビクッと、ヒガンの肩かたが強こわ張ばった。

「どうして、スイレンはそう思うの？」

「いや、勘かんやな。ずっと一いつ緒しよにおったらな、なんとなく分かるやろ。親心？　ようわからん」

　ヒガンは瞬まばたきもせず、じっとしている。その様子からして、スイレンが言った事は当たっているのだろう。スイレンと惣そう次じが黙だまっていると、静かに口を開いた。

「しえう。かまいりさんつあえばね、わかる。でも、おえんなさい」

　思い出している。変原自材パネ・キツトを使えば詳しよう細さいに伝えることが可能だ。だけど、ごめんなさい。

　惣そう次じは布ふ団とんから起き上がって、照明を点つけた。惣そう次じ、スイレン、ヒガンは布ふ団とんの上で胡坐あぐらをかいて向かい合う。

「先生、何がごめんなさいなんだい？」

　惣そう次じは可能な限り優やさしい口調で言った。

「仁じん義い。なかま、うえない。盃さかずい噓うそにしたうない」

　私には守るべき仁じん義ぎがある。だから仲間は売れない。

「そらそうか。数週間やそこら一いつ緒しよにおっただけのワシ等に、世話になった組長さんを売るのは仁じん義ぎが立たんか。まあ、分かる話や」

　惣そう次じには仁じん義ぎがどういったものか分からなかった。スイレンは元ヤクザだから、すんなりと共感してしまえるのかもしれない。

　ヒガンは枕まくらに顔を埋うずめて動かなくなった。彼女にとっても苦しい決断というのは分かる。

「流石さすがに、先生から情報を得るのは、ムシが良すぎたか」

　無理やり吐はかせても正確な情報を喋しやべるとは限らない。なによりスイレンと惣そう次じにヒガンを恫どう喝かつすることは出来なかった。目的のため誰だれにでも暴力を振ふるうのは本ほん末まつ転てん倒とうだ。

「一応次善策は考えてある。高たか畑はたさん経由で鹿か野や目も組に協力を持ちかけてみよう」

「鹿か野や目も組ぐみって、ユメシマの港こう湾わん系ヤクザか？」

「うん。高たか畑はたさんが言うには俺達と協力したがっているらしい。ヤクザと手を結ぶのは嫌いやだけど、背に腹は代えられない」

「ええやん。ついでに、何人か有望そうな奴やつ引っ張って来るのも面おも白しろいかもな」

　当たり前のようにヤクザの組員を味方に引き入れようとするスイレン。そんな彼女に、一いち抹まつの不安を覚えた。もし万が一、スイレンが自分の組を再興したいと思っているなら、鹿か野や目も組ぐみに彼女を近づけるのはマズイのではないか。本当にヤクザを引ひき抜ぬいて、自分の組を作ってしまうのではないか。

「……スイレン、実は、その、えっと、鹿か野や目も組ぐみについては俺一人で行こうと思う」

　そう告げた瞬しゆん間かん、スイレンの表情があからさまに曇くもった。

「なんでや、お前の傷が浮ういたら誰だれが止めるねん」

「だって、サキシマにどっちかがいた方がもしもの時に動けるだろ」

「それやったらお前が残るべきや。交こう渉しようならワシの方が上う手まい」

「いや俺が行く。スイレンを、交こう渉しようには行かせない」

　惣そう次じの頑かたくなな態度に、スイレンはだんだんとイライラし始める。

「分からん奴やつやな。ヤクザ見たら冷静さを失うお前に話し合いなんかできるわけないやろ」

　棘とげのある言葉に惣そう次じもムッとした。

「話し合いくらいはできるよ。スイレンこそ、その見た目で交こう渉しようなんかしてもらえるのか？」

　見た目のことを言われたスイレンは、怒いかりのギアを二段階ほど上げた。

「けったくそ悪いのぉ。こんな見た目でも相手に舐なめられん方法はなんぼでも心得とるわ。感情もコントロールできんような奴やつが行くよりはよっぽどマシじゃ」

「なんだよ、さっきから聞いてれば子こ供ども扱あつかいして！」

「じーっさい子供やろーが。女に気持ちの一つもかません奴やつが一丁前に大人ぶるな！」

　ウレハの事を言われて、惣そう次じは頭に血が上った。

「俺が奥手なのは関係ないだろ！」

　沸ふつ騰とうした頭はスイレンへの反はん撃げきを優先して、腹に積もっていた疑念をぶちまける。

「大体、スイレンだって、飯いい岡おか組ぐみを再興したいから鹿か野や目も組ぐみに会いたいんじゃないのか!?　俺に組を作れって言ったのも、優やさしくするのも、ヤクザに未練があるからなんだろ！」

　それを言い終わった時、スイレンはほんの一いつ瞬しゆんだけ泣きそうな顔になった。

　しまった。惣そう次じは、自分が地じ雷らいを踏ふんだ事に気付いた。だけどもう遅おそい。既すでにスイレンの顔は怒いかりで真っ赤になっていた。

「じゃあもう好きにせえやぁ！　お前一人でどこなと行ってまえ！」

　スイレンは立ちあがり、ヒガンを抱かかえて梯子はしごに歩み寄る。

「お前が、そんな風に思ってるなんて、考えもせんかったわ！　お前だけは、お前だけは、分かってくれると思ってたのにっ。アホアホアホ！　アホ惣そう次じ！」

　目元を袖そでで拭ぬぐい、スイレンは梯子はしごを下りていく。

　惣そう次じの疑念が当たっていたのか間ま違ちがっていたのかは分からない。分かっているのは、自分が彼女を怒おこらせてしまったことだけだ。

　遅おくれてやってきた後こう悔かいに、惣そう次じは首こうべを垂れる。ぽっかりと開いた口から、虫の羽音のような声が零こぼれた。

「……………………ごめん」

　空むなしい謝罪の言葉を、遠く聞こえた潮しお騒さいが海の彼方かなたへと連れ去っていった。




　次の日の夜、惣そう次じは鹿か野や目も組ぐみから髄ずい龍りゆう組ぐみの情報を得るべく、鹿か野や目も組ぐみの縄張りであるユメシマに小船で上陸した。

　鹿か野や目も組ぐみの事務所はユメシマの中央にある。大理石の門を有する荘そう厳ごんなビル。風にコートをはためかせ、狼おおかみの面めんで組事務所を仰あおぐ。

「結局、一人で来ちゃったなぁ」

　あの口くち喧げん嘩か以来、スイレンとは一言も口を利きいていない。ちゃんと謝罪して、スイレンと一いつ緒しよに来れば良かったと、今いま更さらながら後こう悔かいしていた。

「無事に帰れたら、ちゃんと話し合おう」

　そんな決意をして、惣そう次じは一人頷うなずいた。

　だけどまずは、鹿か野や目も組ぐみとの話を纏まとめなくてはならない。

　ビルの中に入ると、エントランスには人一人いなかった。高たか畑はたの話では、ここで鹿か野や目も組ぐみの組員が惣そう次じを出で迎むかえてくれる筈はずなのに。嫌いやな予感がふと胸にわく。

「……何かあったのかな？」

　二階、応接室の前までくる。扉とびらの取っ手を摑つかんだ瞬しゆん間かんだった。

　扉とびらの向こうから、強きよう烈れつな殺気を感じた。

　激しい痛みとともに、左の目に傷が走る。

「なっ!?」

　今までは傷がじわじわと滲にじみ出ていた。だが、今は最初から存在したかのように傷が出現した。この、骨まで凍こおり付つくような殺気。一体この扉とびらを開けた先に、何がいるというのか。

「関係ない。何がいても叩たたき伏ふせる」

　対ヤクザモードのまま、意を決して扉とびらを開けて中に入る。

　そこは黒だった。一寸先も見えない闇やみ。その奥に、何かがいる。目には見えないが、狼おおかみならその殺気を嗅かぎ取とれる。刀を構え、臨戦の態を取った。

　背後から鍵かぎの閉まる音が聞こえる。惣そう次じは振ふり返かえる事もせず、前方の闇やみを睨にらんだ。

　闇やみの中から、腹の底に響ひびくような、威い圧あつ的な声が聞こえてくる。

「点灯しろ」

　突とつ如じよ、スポットライトが灯ともった。漆しつ黒こくに浮うかんだのは、椅い子すに縛しばり付つけられた十人の男だった。彼かれ等らは布で口をふさがれ、有ゆう刺し鉄てつ線せんで背もたれに縛しばられている。

　男達の座る椅い子すは円形に配置され、その中央に裸ら体たいの男が跪ひざまずかされていた。男は鉄の鎖くさりで全身の自由を奪うばわれている。その背中に入っているのは、牡お鹿じかの刺いれ青ずみだった。

　──この刺いれ青ずみ、まさか鹿か野や目も一家の連中か。

　照明が消えて暗くら闇やみが再来する。一秒後、また照明が点つく。

　男は十人から九人に減っていた。男のいた椅い子すには、大量の弾だん薬やくと、複数の銃じゆう器きが雑然と散らばっている。

（なんだ、人がいた場所に銃じゆうと弾だん薬やくが？　手品のつもりか？）

　だが、何か仕し掛かけが作動したような音は聞こえなかった。

　ライトが消灯。そして点灯。人のいた場所に銃じゆうが散乱。その繰くり返かえし。

　気が付けば半数の男たちが椅い子すの上から姿を消し、その分、銃じゆうと弾だん薬やくが増えていた。

　一体なんのつもりだ。

　再び光が消えた。再び光が灯ともり、惣そう次じは目を鈴すずのように張る。

　──男が一人、立っていた。

　顔立ちは美しく、それでいて視線は苛か烈れつ。髪かみは雨後の滝たきのように長く、灰色の枝し垂だれは踵かかとの辺りに届いている。体は骨立して細く、身に着けた灰色のスーツにはゆとりがあった。瘦こけた頰ほおから首筋に入った白骨龍スカルドラゴンの刺いれ青ずみ。その細身の体から、轟ごう然ぜんたる圧力プレツシヤーが迸ほとばしる。惣そう次じの傷が痛みを発し、わずかに血をにじませる。その気き迫はくに本能が悲鳴を上げているのだ。

　男は、刑けい罰ばつを宣告するような威い厳げんある声で話しかけてくる。

「お初にお目にかかる。引き金を持たぬ蛮ばん族ぞくよ」

「誰だれだ？」

　男は視線をこちらに向けた。瞳ひとみは宇宙の果てのように黒く、底の知れない闇やみを湛たたえている。

「俺の名は埋つち呉くれ、遍あまねく地に殷いん々いん響とよむ鳴なる神かみ。もう一度言う。俺の名は埋つち呉くれ」

　こいつが、髄ずい龍りゆう組ぐみの組長。この男が、サキシマの平和を脅おびやかす張本人。惣そう次じは殺気立つ。腰こしを低く落とし、柄つかに手をかけ、いつでも攻こう撃げきに移れる姿勢をとった。

「そう滾たぎるな、番バン狼ロウ。撃げき鉄てつに叩たたかれる銃じゆう弾だんは決まっている。貴様は後回しだ」

　埋つち呉くれが右手に持つのは銃じゆう剣けん、それも幻げん獣じゆうの一いつ角かくを彷ほう彿ふつとさせる巨きよ大だいな刃やいばを有していた。刃やいばは傍かたわらにいた裸ら体たいの男の背中に突つきつけられる。

「この男は、鹿か野や目も一家の組長だった男。これより我が一いち撃げきによって、新たな死へと生まれ変わる。さあ辞世の句を詠よめ」

　銃じゆう剣けんは鹿か野や目も組ぐみ組長の胸を貫つらぬいた。

「あっあっあっ、痛い、痛い、あっあ……あ……ぁ……」

「いい自由律だ。果てることを許す」

　鹿か野や目も組ぐみ組長の胸から溢あふれた血液が無数の金属弾だん丸がんに変わった。何百という弾だん丸がんはその足元に降り積もり、銅あかがね色いろの山を作る。その壮そう絶ぜつな光景に、惣そう次じは絶句した。

「あっ、あっああぁ──」

　鹿か野や目も組ぐみの組長の体が砂糖菓が子しのようにボロボロと崩くずれていく。体が肉と骨と臓はらわたに分ぶん離りしたかと思うとそれらは黒く変色し、自らその形状を変化させていった。引き金の、銃じゆう口こうの、銃じゆう床しようの輪りん郭かくが肉に代わってじわじわと浮うかび上あがっていく。そして、鹿か野や目も組ぐみの組長の体は数丁の、銃じゆうに分解された。死体が銃じゆう器きと弾だん丸がんに変わる、しかも余すところなく。骨も皮ひ膚ふも筋肉も。体を構成する全ての臓器が。そんな馬鹿なことがあるのか。

　──いや、ある。そんな馬鹿げたことを俺は散々起こしてきたじゃないか。

　慟どう哭こくは惣オ次レに与あたえられた唯ゆい一いつの力。そう思っていた。だが違ちがう。違ちがっていたのだ。

　蟀こめ谷かみに浮うかぶ冷ひや汗あせ。高鳴る鼓こ動どう。頰ほおに浮うかぶは渾こん身しんの苦笑い。

「スイレン……、考え得る限り最悪の事態が起きたぞ。コイツ、妖よう刀とうを持っている！」

「番バン狼ロウよ、引き金を持たぬ愚おろかな獣けものよ。貴様の推測は当たっている。妖ソ刀レは貴様に与あたえられた唯ゆい一いつ無む二にの特権ではない」

　銃じゆう剣けんの銃じゆうの部分をまるで女性の裸ら体たいを愛めでるように一撫なでし、埋つち呉くれは刀の名を声にした。

「妖よう刀とう〈遠トオ吠ボエ〉。戦地を貫つらぬく、一筋の射線」

　髄ずい龍りゆう組ぐみが輸出する謎なぞの銃じゆうの出所。工場でもなければ密輸でもないというニトロの推測は当たっていた。密造銃じゆうは妖よう刀とうによって殺された人間の死体から生まれたものだったのである。

　それは悪夢という名の現実だった。

（ただでさえ俺の手に負えるかどうか分からない巨きよ大だい組織。その組長が妖よう刀とう使い）

　であれば戦せん闘とう能力は惣そう次じに匹ひつ敵てきすると見るのが自然だ。血を流しさえすれば斬きって捨てられた今までのヤクザとはワケが違ちがう。

　組長は妖よう刀とう使い。武器は生産し放題。アジトの場所は分からない。それは最悪の三重奏。こちらに有利な要素が一つもない。

「番バン狼ロウ。お前では俺には勝てない。その理由がお前に分かるか？」

「ど、どういう意味だ」

「貴様の最大にして唯ゆい一いつの弱点。それは、貴様の持つ武器には引き金がない事だ。兵隊の多少は知略で覆くつがえせる。力の優ゆう劣れつは技量で転てん倒とうする。だが、引き金がないのは致ち命めい的だ」

　のたうつ舌で安全装置を舐なめ回し、スライドをいやらしく愛あい撫ぶする。

「俺は銃じゆうが好きだ。いや、引き金が好きだ。愛している。この金属の一いつ塊かいにすぎない道具が、引き金一つで使い手の魂たましいとなるのだからな」

　そして虫でも見下ろすかのような侮ぶ蔑べつの視線を惣そう次じに注ぐ。

「だが、番バン狼ロウ、お前はどうだ。その取るに足らない鉄くずの何ど処こに魂たましいを込こめる。答えろ、番バン狼ロウ。引き金のない武器で、お前はどうやって勝利を収める」

　埋つち呉くれの強い問いかけに、惣そう次じは気け圧おされる。

「ひ、引き金が魂たましいを込こめる唯ゆい一いつの装置なら、銃じゆうが無い時代の人は何に魂たましいを込こめていた」

「銃じゆうだ」

　即そく答とうだった。

「他に何があるというんだ。室むろ町まち人も、弥生やよい人も、縄じよう文もん人も、バイキングも、ネアンデルタール人も、皆みんな、ベレッタやブローニングの銃じゆうを使っていたに決まっている。蘇我入鹿そがのいるかは引き金のない武器を使ったから殺された。源氏はＭ２重じゆう機き関かん銃じゆうを持っていたから合戦に勝利した」

　その宇宙を濃のう縮しゆくしたような瞳ひとみには一点の曇くもりもない。こいつ本気だ。

「故ゆえに引き金を持たぬ者は淘とう汰たされる。貴様も、貴様が守ろうとしている腑ふ抜ぬけのサキシマ人も、全て我が髄ずい龍りゆう組ぐみの餌えさになる運命なのだ」

「餌えさ？　お前、サキシマで何をするつもりだ」

「ヤクザの本分──即すなわち商売シノギの他に何がある。それ以上もそれ以下もない。あの場所は貴様ら凡ぼん夫ぷには持て余す。故ゆえに我等が使う。船で銃じゆうを売り、そして畑で銃じゆうを収しゆう穫かくする」

「畑、だと？」

　埋つち呉くれの瞳どう孔こうが収縮し、悪意に満みち溢あふれた微び笑しように口元をゆがめた。

「そう畑だ。臓物の底まで平和に侵おかされたサキシマ人どもをこの〈遠トオ吠ボエ〉で残らず斬きり伏ふせ幾いく万まんの銃つつさきに変える。無能であれば、どこかの鉄てつ火か場ばで誰だれかの決トリ断ガーとなるのが、命の本ほん懐かいというもの」

　サキシマの住民を殺して銃じゆうにする。それを聞いた瞬しゆん間かん、惣そう次じの闘とう志しが発火した。

　無言で間合いを駆かけ抜ぬけ、大おお太た刀ち片手に埋つち呉くれの間合いに食らいつく。

　惣そう次じの一いち撃げきを銃じゆう剣けんで受け、埋つち呉くれは後ずさる。それに遅おくれて金属音が闇やみの中を駆かけ抜ぬけた。

「ほう、噂うわさ通り血の気が荒あらいな、番バン狼ロウ」

　惣そう次じは仮面の奥で狂きよう犬けんのように牙きばを剝むいた。

「サキシマの人を銃じゆうにするだと!?　そんな事、させるわけないだろ！」

　銃じゆう床しようを脇わきに構え、ゆったりとした動作で埋つち呉くれはその切っ先を惣そう次じの喉のど笛ぶえに向ける。

「汝なんじ、その頭かしら爆はぜ散る前まへに、血の脈を確かめよ──闘とう争そうはこちらとて本ほん望もう。欠落した部品どもの分は償つぐなってもらう」

「部品？　お前、自分の部下を部品と言ったのか」

「ヤクザとは組長を引き金とした拳けん銃じゆうのようなものだ。鉄てつ砲ぽう玉だまという言葉が存在するように、若わか頭がしら以下の兵隊は組織という巨きよ大だいな銃じゆうの部品でしかない」

「あんたのとこの若わか頭がしらはあんたを慕したって散っていったぞ」

「知らんな。俺はそれを肯こう定ていもしないし否定もしない。ただ、お前は俺にとって優ゆう秀しゆうな部品を奪うばった。だから貴様に魂ヒキガネを引く」

　埋つち呉くれの放つ殺気が、より一段と凄すごみを増した。

　来る。その予兆や良し。惣そう次じの命を射うたんと、発はつ砲ぽう音と銃じゆう弾だんの一対ついが空間を切きり裂さいた。

　神速の一いち撃げきで弾だん丸がんを斬きって落とすが早いか、埋つち呉くれは弾だん丸がんに等しい速さで突とつ撃げきしてくる。

　──速いッ！

　刃やいばと刃やいばが交こう錯さく──互たがいの膂りよ力りよくが凄すさまじい数の火花となって暗中に散さん華げした。

「くっ」

　受け止めた手が痺しびれ、臓器が震ふるえるほどの衝しよう撃げき。なんて腕わん力りよくだ。

　惣そう次じは丹たん田でんに力を込こめて銃じゆう剣けんを押し返かえすと、無数の斬ざん撃げきを解き放った。

　強きよう烈れつ甚はなはだしい剣けん閃せんの応おう酬しゆうが間合いに生じる。一秒という時間が長く思えるほどの攻こう撃げき密度、それですら決定打になり得ない人外じみた二人の攻こう防ぼう。

　血潮が沸わき立たつ。脳のう髄ずいを攻こう撃げき的なパルスが奔ほん走そうする。理り屈くつを飛とび越こえて本能に迫せまる肉にく薄はくのカタルシス。これが妖よう刀とう同士の戦い。

（こいつ、引き金がどうのこうの言ってたくせに剣けん術じゆつも相当出来る！）

　埋つち呉くれは後方に五メートルほど跳ちよう躍やく、首を鳴らしてから圧のある声を出す。

「かくなる上は攻こう撃げきに支流を作る。まずは散さん弾だん銃じゆうの囀さえずりを持って、死し闘とうの第二幕を飾かざろう」

　埋つち呉くれの銃じゆう剣けんが、椅い子すに縛しばられていた男の首を刎はねた。そして脊せき髄ずいを引ひき抜ぬくように、男の胴どう体たいから一丁のショットガＵＴＳ─ン15を摘てき出しゆつ。

「踊おどれ狼おおかみ。鋼鉄の顎あぎとが貴様を待っている」

　その引き金を目にも止まらぬ速さで動作させる。目の前にばら撒まかれた球体状の弾だん丸がん。それは到とう底てい人間では凌しのぎ切れるものではない。だが──

「骸むくろ鵯ひよどり」

　惣そう次じの刃やいばが雷らい光こうのように迸ほとばしり、全ての弾たまを斬きり捨すてる。十五波の弾だん雨うを傷一つ負うことなく闇やみの中に葬ほうむり、狼おおかみは残心をとった。

「それで終わりか」

「温ぬるいか。温ぬるいのであれば熱を足すまで」

　座った男ごと椅い子すを蹴けり上げると、「ふがっんぐっ」空中でそれを両断する。男の上半身と下半身は二丁のグレネードランチャーＭ79に分ぶん離りした。埋つち呉くれはその一つを空中で摑つかみ取とると、引き金を引いた。太く短い弾だん頭とうが番バン狼ロウの手前で着ちやく弾だん。轟ごう音おんの波は濤とうに乗って無数の破は片へんが惣そう次じに襲おそい掛かかる。太た刀ち筋すじ一いつ閃せん、破は片へんの重囲は一つ残らず刃やいばに喰くわれて屑くずとなった。

　惣そう次じは仮面からスチームのような吐と息いきを漏もらし、深海のような視線で敵を衝つく。

「幼女になる覚かく悟ごはできたか、埋つち呉くれ」

「貴様こそ、引き金を絞られる決意は足りているか？」

　埋つち呉くれは残った男をまるで藁わら人形のように斬きり殺ころし、十数丁の銃じゆうへと変えた。

　抱かかえたのはアサルトライフル。フルオートの射しや撃げきが惣そう次じに牙きばを剝むく。惣そう次じが防ぼう御ぎよするのも構わず次から次へと銃じゆうを手に取り、弾だん幕まくを浴びせかけた。

　大人数十人を殺しても足りないほどの火力。が、全ての弾だん薬やくが使い果たされた時、惣そう次じは汗あせ一つかくことなく、そこに立っていた。

　二度三度空中で刀を振ふって、軽く肩かたを回す。まるで軽い運動を終えたかのように、首を鳴らし、朧おぼろと輝かがやく切っ先を埋つち呉くれに向けた。

「今度は、俺の番だ」

「いいぞ番バン狼ロウ。久しく遠かった戦せん慄りつだ。その身一つでサキシマを鎮ちん圧あつしただけのことはある」

　銃じゆう弾だんを全て防がれてもなお、埋つち呉くれは泰たい然ぜんとしていた。

　何を思ったのか、銃じゆう剣けんを床ゆかに突つき刺さし、ポケットに手を入れる。

「来い。本気で相手をしてやろう」

　どういう意味だ。両手が塞ふさがれた埋つち呉くれはどう見ても無防備だ。あまりにも怪あやしい。

　だが、ハッタリの可能性もある。

　惣そう次じが選んだのは、攻せめの一手だった。

「何かをする前に、斬きり伏ふせる」

　刀の背を鎖さ骨こつに置いて、切っ先を後方へ流す。迷いを排はいした、美しい構えだった。

「流派、斬ざん撃げき王おうの孤こ独どく。悲ひ哀あいの十一番──悶もだえ鳩ばと──」

　猛もう禽きん類のような初速で駆かけ出した。埋つち呉くれが刀で一いち撃げきを受けようとした瞬しゆん間かんに惣そう次じは椅い子すを踏ふみ台だいにして跳ちよう躍やく、天てん井じようを蹴けって相手の背後に回る。

「幼女とった！」

　惣そう次じの剣けんが首筋を捉とらえる直前、何ど処こからともなく銃じゆう声せいがした。

　腹部に激痛が走り、僅わずかに手元がぶれる。視界の隅すみで、脇わき腹ばらから鮮せん血けつが飛び散った。

　──攻こう撃げきされた!?　この俺が、全く見えなかった!?

　惣そう次じは後退する。そこに間かん髪はつ絶無、さらなる銃じゆう撃げきが襲おそった。

　──馬鹿なっ！

　埋つち呉くれは背後を向いている。どこから銃じゆうを撃うった。いや、違ちがう。迎げい撃げきしろ！　死力を振ふり絞しぼって刀を振ふるい、迫せまり来る弾だん丸がんを切きり伏ふせる。だが激痛と不意を突つかれたせいで刀の迎げい撃げき精度が甘い。剣けん閃せんの防ぼう御ぎよ網もうを抜ぬけた二発の弾だん丸がんが額と太ふと腿ももの肉を抉えぐる。

　燃えるような激痛。溢あふれる流血。

　それでも惣そう次じは前を向く。埋つち呉くれは後ろを向いたままだ。攻こう撃げき動作に転じた様子も無かった。この部屋に誰だれかがいた？　違ちがう。そんな子供だましの戦法にかかる惣そう次じじゃない。

　間ま違ちがいなく、埋つち呉くれからの攻こう撃げきだった。惣そう次じの思考を、激痛と流血が妨さまたげる。

「くふっ、げほっ、くそっ」

　震ふるえる刃やいばを床に突つき立たて、体が崩くずれ落おちるのを防ぐ。そして背筋を伸のばして構えを取った。まだ戦える。

　それを見た埋つち呉くれは感かん嘆たんの声を漏もらした。

「大した往おう生じよう際ぎわだ。だが、その崇すう高こうな魂たましいも、引き金が無くては宝の持もち腐ぐされ。撃げき発はつの成じよう就じゆへと至らぬまま殺すのはやや惜おしい気もする」

　対する惣そう次じは眼光を衰おとろえさせることなく、埋つち呉くれを睨にらみつける。

「お前はここで倒たおす。絶対に倒たおす」

　ここで髄ずい龍りゆう組ぐみの首しゆ魁かいたる埋つち呉くれを討うてば、事務所を探す手間も、襲しゆう撃げきに怯おびえる事もなくなる。この千せん載ざい一いち遇ぐうの好機を逃のがす訳にはいかない。

「俺は、ヤクザに背中を、見せない。死ぬまで、お前らを斬きりつくして、やる」

　決死の覚かく悟ごを見せる惣そう次じを見て、埋つち呉くれはほくそ笑えむ。

「素す晴ばらしい自己犠ぎ牲せいだと言いたいところだが、俺は引き金を持たない戦士は労ねぎらわない」

　その言葉も惣そう次じの耳には届かない。脳内にあるのは、敵とどう刺さし違ちがえるかだけだ。

　迷いを捨てろ。迷いを捨てろ。迷いを……




　──これ以上、遠くに行ったりしないですよね？




　ふと、脳のう裏りにウレハの後ろ姿が浮うかんだ。またウレハに会いたい。そんな素そ朴ぼくな願望が、惣そう次じを引き留める。その視線から殺意を消し、惣そう次じは刀を下ろした。

「……止めだ」

　そう呟つぶやくと埋つち呉くれに向かったまま背後の壁かべを切きり裂さいた。そのまま後ろに跳ちよう躍やくし、背中でもろくなった壁かべを打ち破る。

「興覚めだな。ここまでやって逃にげるか」

　追って来ようとする埋つち呉くれ。それを遮さえぎるように天てん井じようが崩ほう落らく、瓦が礫れきが二人の間に割って入った。

「俺だって、本当は逃にげたくないさ」

　足元の床ゆかを刀で斬きり裂さき、惣そう次じは下の階からビルを脱だつ出しゆつした。




　花も恥はじらう月の下を、惣そう次じは海に向かって走る。腹の傷口を押さえると指の間から血が溢あふれた。痛い。この深ふか手でを背負って、逃にげ切きれるだろうか。

「……ん？」

　視線の先、道路のど真ん中で本ほん革がわの赤いソファーが街灯の光に濡ぬれていた。

「来たか。番バン狼ロウ」

　ソファーに深々と腰こしかける一人の男。黒のスーツ姿で、口元を黒い鋼鉄のマスクで覆おおっていた。その雰ふん囲い気きは今まで見てきたヤクザよりも洗練された印象がある。

　両りよう脇わきに侍はべらせた全ぜん裸らの美女が男の腕うでに絡からみつく。彼女達も背中に龍りゆうの刺いれ青ずみを入れていた。

「俺達は髄ずい龍りゆう組ぐみ親衛隊。埋つち呉くれ親分直属の鉄てつ砲ぽう玉だまや」

　指を鳴らすと、ビルの陰かげや木の上、路地裏から銃じゆうや刀で武装した男達が静かに現れた。いずれも口元に金属製のマスクを装着している。

　隊長格と思おぼしき男は、傍かたわらの女の首に舌を這はわせていく。戦場に場ば違ちがいな、甘い嬌きよう声せいがビルの間に木こ霊だました。

「命を懸かけた鬼おにごっこや。気張って逃にげろ」

　男はソファーから立ち上がり、拳けん銃じゆうを高々と掲かかげた。

「狼おおかみの奮ふん闘とう劇もこれにて終幕！　組の人間が流した血の分、地じ獄ごく見てもらいまっせ！」

　オォ、と野太い雄お叫たけびが月を震ふるわせる。

「さあ、眉み間けんでチンコしゃぶれる様にしたれええぇ！」

　雄お々おしい咆ほう哮こうを轟とどろかせ、親衛隊は一いつ斉せいに惣そう次じへと襲おそい掛かかった。

　深ふか手でを負った惣そう次じに交戦する体力は残されていない。今は背を向け、ただ逃にげる事しかできなかった。




　雨水を海に流す下水道。丸い通路の中に、惣そう次じの荒あらい吐と息いきが反はん響きようする。

　どこをどう通ったかも、よく覚えていない。とにかく、必死に走って、この下水道に辿たどり着ついた。体は汗あせと血にまみれ、ふらふらと頼たよりない足取りで、潮の匂においを頼たよりに海を目指す。

　耳を澄すませると、後ろから微かすかに足音が聞こえてくる。きっと下水道に逃にげたのが親衛隊にバレたのだろう。連中は、親衛隊を名乗るだけあって、今まで戦ってきたヤクザよりも統とう率そつが取れていた。不用意に近づいてこず、こちらが反はん撃げきしづらい絶ぜつ妙みような距きよ離りを保って銃じゆう弾だんを浴びせてくる。どう考えても訓練された人間の動きだった。

　しかし何かが引っかかる。

　こちらの戦い方をある程度理解しているのは、まだ納なつ得とくがいった。だけど、埋つち呉くれも親衛隊も、まるで惣そう次じが今日ここに来ることを予想していたように待ち構えていたのは腑ふに落ちない。

「まさか……」

　こちらの情報が漏もれていたのか？　だとすれば、どこから。スイレン、鹿か野や目も組ぐみ、それとも、

「まさか、高たか畑はたさんの身に何かあったのか」

　惣そう次じはポケットからスマホを出して高たか畑はたに連れん絡らくをとった。頼たのむ無事でいてくれ。その祈いのりが通じたかのように、電話はあっさりと繫つながった。

「良かった。高たか畑はたさん、今どこにいますか」

『おかけになった電話番号は現在使われておりません』

　スピーカーから、男の淡たん々たんとした声が聞こえてくる。

「そんなはずは」

『──なーんつってなぁ！』

　電話の向こう側で下げ衆すな笑い声が上がった。

『この電話の持ち主は元気な体から死体に機種変へん更こうしましたぁ！　またのご利用お待ちしてまーす！　じゃあな犬コロ！』

　そこで電話は途と切ぎれた。惣そう次じは下した唇くちびるを嚙かみしめる。

「噓うそだ、高たか畑はたさんが？　殺された？　噓うそだ……」

　高たか畑はたが殺されたと聞かされても、それを信じることができない。今にも泣きだしそうな表情になりながら、それでも海を目指す。

　そしてようやく、出口に辿たどり着ついた。惣そう次じの目の前で、海が強い風に荒あら々あらしく波打っている。

　その時、後ろから男の声が聞こえて来た。

「おい、おったで！　こっちや！」

　暗くら闇やみから銃じゆう弾だんが飛んで、惣そう次じの頰ほおを掠かすめた。もう何かを考えている暇ひまはない。

　惣そう次じはその身を、黒々とした水面に投げ出した。











四章　赤い仁義






　惣そう次じは夢を見た。一年と少し前の夢。場所は孤こ児じ院「暖だん炉ろ荘そう」の食堂だ。

　大きなテーブルを囲むのは子供達。年長の子供が鳥の丸焼きにナイフを入れ、切った肉を小皿に取り分けていく。あめ色に焼けた皮や溢あふれる肉にく汁じゆうに、他の子供達は目を輝かがやかせていた。

　それを離はなれたテーブルで見守るのは雁かり屋や、委員長、アキのお手伝い組だ。子供達の様子を見て、冗じよう談だんを飛ばしながら笑っている。

　部屋の隅すみには腕うでを組んで微び笑しようするニトロの姿もあった。そうだ、この日はオーブンが故障してニトロに修しゆう繕ぜんを頼たのんだんだった。

　ウレハがケーキを運んでくる。ケーキには数本のロウソクが刺ささっていた。

　お待たせしました。そう言って、大テーブルの一番奥にケーキを置いた。ケーキを前にするのは、まだあどけなさが残るスイレンだ。

　スイレンはまるで幻まぼろしに包まれたかのようにケーキを見つめていた。自分の誕生日が誰だれかに祝福された経験のないスイレンは、戸と惑まどいながら惣そう次じの袖そでを摑つかむ。

「幸せって気持ちに、遠えん慮りよなんかいらないんだよ？」

　惣そう次じがそう言ってあげると、スイレンは氷が溶とけたように笑った。

　ここには皆みんながいる。大切な思い出がたくさん詰つまっている。ウレハと二人で作った、たった一つの居場所。

「だから、俺はここを、守るんだ」




　惣そう次じは目を開いた。潮の香りと、風車の回る音。そこは風車塔とうの一階だった。布ふ団とんが敷しかれ、体には毛布がかかっている。

「生きてる？　本当に？」

　海に飛び込んで、必死で泳いで、そこから先の記き憶おくがない。

　体を起こそうとすると体の節々に激痛が走る。

「痛つつつ……」

「まだ寝ねてるヨロシ」

　声のした方を見ると、枕まくら元もとで闇やみ医者のムラサキが胡坐あぐらをかいていた。その隣となりにはお昼ひる寝ねタイムのヒガンもいる。

「ムラサキさん……俺は、いったい……」

「海沿いの遊歩道で死にかけてたオマエを、飯いい岡おかがウチに運んだネ」

　そう言えば、ムラサキは抗こう争そうの巻まき添ぞえを避さけるためサキシマに移動したんだった。

「で、手術を終えて昨日の晩診療所からこっちに移しタヨ」

「俺はどれだけ寝ねてたんですか？」

「三日ヨ」

「三日も……」

「生きてるダケでもバケモンね。プラナリアよりタフな生き物初めて見たヨ」

　複数の銃じゆう弾だんを浴びて、刀を抱かかえて海を泳いで渡わたったのだ。慟どう哭こくから力を授さずかってなければ確実に死んでいただろう。

「ムラサキさん、助けてくれて、ありがとうございます」

　惣そう次じは体を起こしてムラサキに深々と一礼をする。

「ヨカヨカ。もう少し金積めバかかりつけ医なってやるヨロシ」

　肩かたに乗った蛇へびも「金寄よ越こせー」とチロチロ舌を出す。

「飯いい岡おか、ずっと、オマエを一人で行かせたの悔くやんでたヨ」

「そうだったのか」

「私のところ来た時、自分のせいで惣次オマエが死ぬかもしれないって、半泣きだったネ。オマエら、一体何やった？」

　口くち喧げん嘩かの事を思い出して、惣そう次じは俯うつむいた。スイレンは本気で自分のことを心配してくれていたのだ。少なくとも野心だけの人間が、それほど必死に惣そう次じを助けたりはしないだろう。

　そんなスイレンの親切を、自分は確たる根こん拠きよもなく疑ったのだ。

「俺、スイレンに俺と付き合うのは飯いい岡おか組ぐみを再興したいからだろ、って言ったんです……。それで、アイツを怒おこらせて……」

「オマエらの仲はよく知らんケド、疑うよりは素す直なおナ方がいい関係作れるネ。詐いつわりを逆むかえず、不信を憶おもんぱからず。中国の偉えらい人の言葉ヨ」

　確かにそうだ。スイレンが宿敵だった惣そう次じにいろいろしてくれる理由は分からないままだ。でも、普ふ段だんスイレンが惣そう次じに見せている表情は、きっと噓うそじゃない。

「そうですね。もうちょっとスイレンのこと信しん頼らいします」

「それがいいね。じゃ私は、ソロソロ退散するヨ」

　ムラサキは立ち上がって玄げん関かんから出ていった。

　入いれ替かわるようにしてスイレンが部屋に入ってくる。惣そう次じを見たスイレンは、ホッと肩かたの力を抜ぬき、少しだけ口元を緩ゆるませた。そして、優やさしい声で一言。

「……やっと、起きたか」

　安あん堵どした彼女の顔を見ると、本当に惣そう次じを心配していた事が分かる。

「その、色々とゴメン。スイレンの忠告を聞いてたらこんなことには、ならなかった」

「ワシもカッとなって悪かった」

　言いながら惣そう次じの前に胡坐あぐらをかく。

「惣そう次じ、何があったか話してくれるか」

「うん……」

　惣そう次じはスイレンに、自分がユメシマで見てきたものを話した。話を聞き終えたスイレンは眉み間けんに深い皺しわを寄せて腕うでを組む。

「お前以外に妖よう刀とう使いがおったとはな……言っちゃ悪いが、戦力に差があり過ぎる。幼女製造機の惣そう次じに対して、相手は歩く武器庫。妖よう刀とうの性能も金も人材も相手の方が上回っとる」

　勝てない。それが二人の率そつ直ちよくな感想だった。

「俺は無力だった。この二年間、剣けん術じゆつを覚え、精神的にも体力的にも強くなった。だけど、同じ妖よう刀とうを持った埋つち呉くれには歯が立たなかった」

　敵はこちらの全てを上回り、さらに本ほん拠きよ地ちすら知られていない。実質有効な手立てがなにもない。焦あせりと不安が胸の裏に滲にじんで、惣そう次じは毛布を握にぎりしめる。

　それをスイレンは黙だまって見つめていた。沈ちん黙もくに、小さざ波なみの音が寄せては退いていく。

「おーい、盛り上がってるヨロシかー？」

　見れば出ていった筈はずのムラサキが入り口に立っている。

「どないしたんや」

「いや、ちょっと不ふ吉きつなニュースが飛び込んできたヨ」

「「不ふ吉きつなニュース？」」

　首をかしげる二人に、ムラサキは声を沈しずませた。

「ああ。広場で死体、見つかったヨ」




　惣そう次じ、スイレン、ヒガンの三人は川沿いの広場に急行した。集合住宅に囲まれた広場は数多くの屋台や露ろ店てんが軒のきを連ねていて、サキシマでは最も人が集まりやすい場所とされている。

　その広場に、物々しい人だかりができていた。

「スイレン、怪あやしい人ひと影かげは？」

「おらん。でも一応用心しとけ」

　三人は人ごみを搔かき分わけていく。

　その先に、一つのスーツケースが無造作に置かれていた。スーツケースの周囲にはハエがたかり、凄すさまじい悪あく臭しゆうが立ち込めている。スーツケースの間から流れ出る血を見れば、中に何が入っているかは子供でも分かるだろう。

　問題は誰だれが入っているかだ。

　手て掛がかりはスーツケースの上に置いてある、ハンチング帽ぼうだった。それを見た惣そう次じの背筋に寒気が走った。見み間ま違ちがえるはずもない。あれは、

「高たか畑はたさんの、帽ぼう子しだ」

「そうか、アカンかったか……」

　スイレンはどちらかというと冷静な表情で死体の入ったスーツケースを見つめている。

「くそっ、俺があの時、力ずくでも止めていれば」

　嚙かみしめた下した唇くちびるから細く血が流れた。遂ついに惣そう次じの知り合いから犠ぎ牲せい者が出た。高たか畑はたの死体を目まの当あたりにしたことで、その実感が湧わいてくる。

　恐きよう怖ふと後こう悔かいが胸の内で渦うずを巻いた。心臓が高鳴り、皮ひ膚ふが冷ひや汗あせを垂れ流す。夢であってほしい。だけど、この死体はどうあがいても現実だ。

　震ふるえる惣そう次じの肩かたを、誰だれかが叩たたく。

　振ふり返かえると見慣れない中年の男性が立っていた。

「なあ、あんたニトロさんとこのバイトだろ」

「え、あ、ああ。そう、ですが」

　そう言えばこの人、この前工場に来ていた気がする。

「いやな、仕事頼たのみたいんだけど、工場長が電話に出ねえんだわ。何か聞いてないか？」

　惣そう次じとスイレンは顔を見合わせる。

「スイレン」「分かっとる。早よ、ニトロちゃんの工場に行くで」

　惣そう次じは最悪に備えて覚かく悟ごを決める。そしてその覚かく悟ごは、無む駄だにならなかった。




　工場は静かだった。奥の換かん気き扇せんが、差し込んでくる光を遮さえぎりながら回っている。机には出しっぱなしの工具。冷蔵庫の扉とびらは開いたまま。人がいた形けい跡せきがあるのに、人はいない。

「ニトロ、さん？」

　惣そう次じが呼びかけても返事はない。

　急用で出かけているだけだ。

　根こん拠きよのない願望を抱いだきながら、苦汁にがりのような唾つばを吞のみ込み、惣そう次じは奥へと進んでいく。

　一番奥の倉庫。

　その中で、ニトロは見つかった。

　彼女の胸むな元もとは血で赤く染まり、後頭部からも血が飛び散っている。壁かべには脳のう漿しようと思おぼしき肉にく片へんがへばりついていた。

　額を覆おおい隠かくす前まえ髪がみの隙すき間まから、生の躍やく動どうを失った瞳ひとみが地面の一点を見つめている。

「そん、な」

　蚊かの羽音のように、弱々しい声が喉のどの奥からしみ出た。

「あんた、こんな簡単に死んじゃうんですか……」

　少年は膝ひざを折って首こうべを垂れた。瞬まばたきを忘れた瞳ひとみから、涙なみだが零こぼれ落おちる。

　昨日まで惣そう次じと会話していたのが噓うそのように、ニトロは、たった一つの引き金で、血まみれになり、物のような死体になった。

　ニトロが死んだ。死んで欲しくないと思っていた人達が死んだ。あっさりと死んだ。

　両親もそうだった。昨日の今日で、噓うそのように死んだ。死んだ。死んだ。

　──まさか、暖だん炉ろ荘そうの皆みんなもこうなるのか。

　だめだ、想像するな。壊こわれるから想像するな。

　脳は無情にもそれを思おもい描えがく。血まみれで横たわる子供達。壁かべ際ぎわでこと切れる友人。そして、銃じゆうを胸で撃うち抜ぬかれて、虚うつろな視線で天を仰あおぐウレハ。

「あ、あぁ…………」

　ニトロの死はトラウマを呼び起こし、トラウマは暖だん炉ろ荘そうの人達の死を想像させた。その重圧に胸が悲鳴をあげる。

　惣そう次じの心は、弾だん丸がんの横時雨しぐれを耐たえ凌しのぐ。数百の鋼はがねで皮ひ膚ふを割さかれても揺ゆるがない。だけど、親しい人の死は、堅けん牢ろうな精神に噓うそのような亀き裂れつを走らせた。心が血を流している。血は、心の隅すみ々ずみまで行いき渡わたり、惣そう次じは崩ほう壊かいへと向かっていく。もう、駄だ目めだ。




「しっかりせえ！」




　突とつ然ぜん何者かが惣そう次じの頰ほおを引っ叩ぱたいた。乾かわいた音が工場の中を反はん響きようする。

　その幼女は窓より差し込む逆光に身を晒さらし、影かげとなって少年を睨にらみつけていた。

「血を流すことも許す。泣くことも許す。怒おこることも許す。だが、折れることは許さん、それだけは絶対に許さん」

　スイレンは逆光の中で、惣そう次じの肩かたに手を乗せた。

「なあ惣そう次じ。ワシの組は誰だれに滅ほろぼされた？　ヤクザか、愚ぐ連れん隊たいか、的てき屋やか、博ばく徒とか、警察か？　違ちがうやろ。ワシ等は狼おおかみに喰くわれた。刀担かついだ頭のおかしい男に、たった一夜で跡あと形かたも無く食いつくされた！」

　痛みを感じるほど、惣そう次じの肩かたを摑つかむ手に力を込こめた。

「お前に滅ほろぼされた飯いい岡おか組ぐみの頭とう目もくとして断言する。ヤクザを斬きる事において、笹ささ川がわ惣そう次じより優すぐれた奴やつはおらん！　お前が泣こうが喚わめこうが、サキシマで埋つち呉くれとタメ張れるのはお前だけや。

　そんなお前が諦あきらめたら、あの孤こ児じ院の人間はどうなる。ウレハやチビ共が銃じゆうに変えられていくのをただ見ているだけの地じ獄ごくが待っているんやぞ！」

「い、嫌いやだ。そんなの、絶対に」

「だったら答えは一つや。悲しみをしばき倒たおせ。闘とう争そうの炎ほのおを絶やすな。孤こ児じ院のためなら命が尽つきるまで戦い続けるのが、ワシの知るサキシマの番バン狼ロウや」

　不思議だった。スイレンの言葉には、惣そう次じを勇気づける熱がある。彼女と会話をしていると、自分は一人じゃないと思えてくるのだ。

「そう、だな……」

　太陽を雲が横切り、工場の中は光から闇やみに代わる。薄うす暗くらがりのなか、膝ひざを立て、足底から床ゆかに力を注ぎ、惣そう次じは立ち上がる。

「最善を尽つくそう。涙なみだを流すのも、嗚お咽えつを出すのも、その後でいい」

　悲しみは癒いえない。後こう悔かいも消えない。だけど、さらなる悲劇を生まないために戦うしかない。そのたった一つの答えに、スイレンが導いてくれた。

　スイレンは深く首こうべを縦に振ふる。

「よし。ニトロが襲おそわれたってことは、お前の友好関係がバレてる可能性が非常に高い」

　その時、真っ先にウレハが思おもい浮うかんだ。

「じゃあ、早く暖だん炉ろ荘そうに行かなきゃ」

「いや、孤こ児じ院にはワシが向かう。お前は友達のとこに行け。ワシは連中がどこにおるかさっぱり分からんからな」

「安否確かく認にんの連れん絡らくはどうしよう!?　俺のスマホ、海水で壊こわれちゃった」

「ニトロのケータイを持ってけ。ウレハが無事ならそこに連れん絡らくを入れる」

「分かった。俺は、今すぐ委員長達の所に向かう」

　その時、惣そう次じの服を誰だれかが引っ張った。見れば、ヒガンが泣きそうな目で見上げている。

「かいや、のとこ、行く」

　雁かり屋や達は、吉岡湖水ヒガンの生徒だ。心配するのは当然だろう。

「よし、先生、一いつ緒しよに行きましょう」

　ヒガンを抱かかえ、惣そう次じはニトロの遺い骸がいに背を向ける。一度は歩み始めた足を止め、掠かすれるような、されど滔とう々とうとした声で一言。

「ニトロさんの事、結構好きでした。後で迎むかえに来ます」




　連れん絡らくがつかないので、学校や学生がよく行くカフェを探し回ったが、友達は見つからない。

　結論から言うと委員長達がいたのは風車塔とう、即すなわち惣そう次じの自宅の前だった。

　薄うすい緑が揺ゆれる木々の下に、雁かり屋や、委員長、アキの三人が何かを話している。

　三人の元気な姿を見て、惣そう次じとヒガンはほっと胸をなで下ろした。そして何食わぬ顔で三人に声をかける。

「みんな、どうしたの」

　雁かり屋やは惣そう次じを見るなり顔を明るくした。

「惣そう次じ！　風邪は治ったのか」

　どうやらスイレンは皆みんなに、惣そう次じが風か邪ぜを引いた、と伝えていたようだ。

「うん。もうすっかり」

「既き読どくつかないから心配して様子見に来たんだぞ」

「ごめん」

　横から委員長がニヤニヤしながら話に入ってくる。

「雁かり屋や、昔みたいに笹ささ川がわ君がお腹なかすかしてたらどうしよう、って半泣きになってたんだよね」

「言うな言うな！　恥はずかしいから」

　顔を赤くして照れる雁かり屋や。昔、というのは惣そう次じが両親を失った時のことだろう。惣そう次じが餓が死ししそうになっていた事に気付けなかったのを、雁かり屋やは今も悔くやんでいるらしい。

　本当にいい奴やつだ。そんな雁かり屋やに、惣そう次じは頭を下げた。

「心配してくれてありがとう、雁かり屋や。アキちゃんも委員長もありがとう」

「礼には及およばねえよ」「そうそう、雁かり屋やの言う通りだよ」「…………そう」と三人は各おの々おの笑え顔がおを浮うかべた。

「ところでさ、皆みんなに聞きたいんだけど……その、最近なにか、変わった事とかなかった？」

　惣そう次じの問いに、三人は首を傾かしげた。

「い、いや。ないならないでいいんだ」

　そういえば、と雁かり屋やがニヤニヤ笑う。

「授業中、配布チケでＳＳＲ当ててさ。その時は、流石さすがに声が出そうになったぜ」

　授業中にガチャはマズイ。近くに元担任がいることも知らず、雁かり屋やは吞のん気きに話を続ける。

「いやあ、新しく入った非常勤の先生、監かん視しの目がすごいザルだいでえええええぇ！」

　見ればヒガンが般はん若にやのような恐おそろしい顔で雁かり屋やの指を捻ひねっていた。

「えぇ、えぇ、なんで俺痛い思いしたの……？」

　雁かり屋やは涙なみだ目めになっている。ちなみに吉よし岡おかは生徒の校則違い反はんにはやたら厳しい。

「笹ささ川がわ君、この子、誰だれ？」

　委員長がヒガンをひょいと持ち上げる。

「えっと……い、従妹いとこ」

　雁かり屋やは痛みから復帰して惣そう次じに走り寄った。

「マジかお前、美少女に恵めぐまれすぎだろ！　一人寄よ越こせ！」

「家庭裁判所と戦争になるよ？」

　惣そう次じと雁かり屋やがやいやい言ってる横で、委員長はじっとヒガンを見つめていた。

「どうしたの？」アキが委員長に尋たずねる。

「いや、この子、吉よし岡おか先生に似てない？」

「言われてみれば」

　三人は揃そろってヒガンの顔を見つめた。ヒガンにも吉よし岡おかの面おも影かげは薄うつすら残っていて、彼女の生徒にはそれが分かるらしい。

「やめよっか」

　言いながら委員長はヒガンを地面に下ろした。

「なんか、悲しくなってきた」

　冷たい潮風が吹ふいて、さあ、と梢こずえが騒ざわめいた。ヒガンは静かに委員長を見上げている。

　吉よし岡おかは現在行ゆく方え不明ということになっていた。既すでに後任の講師も配属され、学校は吉よし岡おかをいないものとして扱あつかっているのが現状だ。最近巷ちまたを賑にぎわせる番バン狼ロウに殺されたのではないか、という噂うわさもよく耳に入る。委員長はどこか寂さびし気に、言葉を空に放った。

「先生、もう会えないのかな」

　アキも雁かり屋やも言葉をかけない。彼女の不安を消してしまうような言葉は思いつかないし、気休めが救いにならないことも互たがいに知っている。

　委員長は空の彼方かなたに消えていく一羽わの鳥ウミウを眺ながめ、呟つぶやくように言った。




「卒業式は吉よし岡おか先生に名前呼んでもらいたいなぁ」




　その言葉がヒガンの体から時間を奪うばい去さる。微び動どうだにすることなく、ヒガンは委員長を見つめていた。

「なんか分かるわ。先生、フリーダムだけど俺達のことは裏切らないしな」

　雁かり屋やの言葉に悪意はない。だからこそ、その真まっ直すぐな言葉は吉岡ヒガンの心を抉えぐる。かつての生徒達を見る目は、まるで遠くの地平線を眺ながめているようだった。

「先生、悩なやみ事いつだって聞いてくれる。学校の先生、あんまり好きじゃなかったけど、吉よし岡おか先生だけは信しん頼らいできる」

　無口なアキもこの時ばかりは饒じよう舌ぜつだった。

　ヒガンを見ると今にも泣きだしそうな顔で肩かたを震ふるわせている。彼女は生徒の信しん頼らいを裏切った。

「オオサカのヤクザが攻せめてくるって噂うわさもあるし、番バン狼ロウは出るし、先生はいなくなっちゃうし、私達の日常、どうなっちゃうんだろう」

　委員長のか細い声が、草木のせせら笑いに溶とけていった。

　友達や先生と笑っていられる日常。それが少しずつ崩くずれていく。その不安と恐きよう怖ふは、高校生にとって重いものだ。それは惣そう次じも同じだった。

　その時、ヒガンは委員長を撫なでようとそっと手を伸のばす。だけど、その手をピタリと止めて俯うつむいた。サキシマの住民を殺して武器にしようという恐おそろしい計画に加担した。そんな自分に、彼女を慰なぐさめる資格がないと分かっているのだ。

「ごめんね、笹ささ川がわ君。お見み舞まいに来たのに、なんか、変な空気にしちゃって」

「だい、じょうぶ……気にしてなんかないから」

　惣そう次じがそう言うと、委員長は持ち前の明るい笑え顔がおを作った。

「うん。ありがとう。笹ささ川がわ君の顔も見られたし一いつ旦たん帰るね」

「分かった。気を付けて」

　そして三人は、木々の下をゆっくりと遠ざかっていった。

「皆みんなを護まもる方法も……考えないと」

　無事を確かく認にんできたものの、住む場所はバラバラだから監かん視しするのにも限界がある。

「何か、一か所に集める手立てがあればいいんだけど」

　とはいえ、現状相手がどんな手を打ってくるか分からない以上、何が有効なのかも分からないのだが。

　一ひと先まずニトロの死体を葬ほうむろうと歩き出した惣そう次じ。その袖そでを、ヒガンがくいと引っ張った。

「先生？」

「いう」

「言うって何を」

「事務所の、場所」

　揺ゆらぐ木こ漏もれ日びが万まん華げ鏡きようのように形を変える林の中で、ヒガンの決意が惣そう次じの心に波は紋もんを生んだ。

「本当に、いいの？」

　ヒガンは拳こぶしを強く握にぎりしめる。爪つめが掌てのひらの皮ひ膚ふを喰くい破って血が流れた。それほど、彼女にとっては辛つらい決断なのだろう。

「わたしは、仲間をうった、わるいひと。それは、ヤクザのせかいでは許されない。くみちょうに、仁じん義いもあった。それを台無しにする、最低。でも」

　目め尻じりから涙なみだを零こぼし、それを手で押さえつける。

　木こ漏もれ日びの万まん華げ鏡きようがまた形を変えた。美しく、そしてどこか切なく、緑は移ろう。

「それでも私は、生徒あなた達を選ぶ」

　木の葉が零こぼす光の小さざ波なみの下、幼女は静かに今までの生き方を否定する。

　戦局を大きく覆くつがえすこの決断は、翠みどり色いろの涙なみだに彩いろどられていた。




　スイレンから、暖だん炉ろ荘そうの皆みんなは全員無事という連れん絡らくが入る。暖だん炉ろ荘そうはスイレンが見張っているということなので、惣そう次じはニトロを葬ほうむるべくワルシャワ再生工場に足を運んだ。

　一ひと先まずヒガンを落ち着かせるためソファーに座らせる。

　その様子を見守っていたニトロが、声をかけてきた。

「ん、泣いてるじゃねえか。何かあったのか？」

「先生が、髄ずい龍りゆう組ぐみの居場所を吐はくそうです」

「ほう、そら僥ぎよう倖こうってもんじゃねえな。若わか頭がしらがいれば、事務所の場所も分かるし、相手の武装、兵員、それに生活習慣までも丸まる裸はだかだ。コイツは攻こう守しゆ交こう替たいのカードだぜ」

「でも、先生には、辛つらい思いをさせることになります」

「ま、いいんじゃねえか？　そいつなりに考えて決断したんだ。それを尊重してやるのが保護者であり生徒でもあるお前の責務ってもんだ」

「そうですね。仲間を二人も失った身としては、気を使ってばかりもいられませんから……」

「だな。武器の提供者である私と情報の提供者を先に始末しようとする辺り、連中は相当戦い慣れてる。お前への報復よりも戦力の弱体化を優先したってことだからな」

「確かに、ニトロさんの言う通り、ニトロさんと高たか畑はたさんには大分助けられていましたから」

　あれ？　惣そう次じは違い和わ感かんに気が付いた。今自分が話をしている、このダンディボイスの主は誰だれなんだ。疑問に思って、恐おそる恐おそる振ふり返かえる。

「よう、さっきぶり」

　それは夢か幻まぼろしか。ニトロがふっつーに、瓶びんビールを喇らつ叭ぱ飲みしていた。

「うわあああああああぁ」「はにゃああぁ!?」

　ヒガンと惣そう次じはほぼ同時にソファーから転げ落ちた。

「ニトロさん!?　地じ獄ごくからも国外追放くらったんですか！」

「お前、だんだん言葉に毒が入るようになってきてないか？」

　てか別に祖国ポーランドからも出禁くらってねえし、とニトロは口を尖とがらせる。

「ほらよ。こいつが現世に滞たい在ざいするためのビザだ」

　取り出したのは、いつぞや見せた血の出るボディアーマーだった。続けて防ぼう弾だんバンダナを見せた後、冷蔵庫を指差す。冷蔵庫からは腐くさったトマトが一つ無くなっていた。惣そう次じが見た脳のう味み噌そはトマトの果肉だったらしい。

「お前のパクってきた重機き関かん銃じゆうで挽ひき肉にくにしてやってもよかったんだが、商品をテストするには最高のタイミングだったから一ひと芝しば居い打たせてもらった。死体になっちまえば、次狙ねらわれる可能性も低くなるしな」

「いやいやいや！　偽ぎ装そうに気付かれたらどうするつもりだったんですか！」

　ニトロは何も言わず、手てつ甲こうを天に掲かかげた。握にぎり拳こぶしを作ると、発はつ砲ぽう器官が突とつ出しゆつし、一発の銃じゆう弾だんを天てん井じようへと放つ。

「私はいざって時にパソコンを鈍どん器きにできるタイプのインテリだ」

「でも防ぼう弾だんバンダナはリスク高いでしょ……ちょっと弾たまが逸それてたら即そく死しですよ」

「引くな引くな。お前に比べたらまだマトモだ。よっ」

　ニトロの腕うでがヒガンの奥襟えりを摑つかんで引っ張り上げた。

「あいー？」

　足元のカマキリ達が「まってー」「ごしゅじーん」「どこへー」と慌あわてている。

「惣そう次じ、悪いけどヒこガいンつ借りてくぜ」

「児童労働は犯罪ですよ」

「黙だまれ銃じゆう刀とう法違い反はん」

　武器商人にだけは言われたくない。

「髄ずい龍りゆう組ぐみのケツにその刀をぶっ刺さすんだろ？　私にも一枚嚙かませろ」

「ニトロさん、中立って言ってませんでしたっけ」

「中立ってのは自分に銃じゆうを向けた奴やつらを許さねえんだよ。国境跨またいだナチ公こうにベルギー人がお茶でも出して歓かん迎げいしたか？」

　ニトロは、尖とがった歯を見せ乍ながらニカっと笑う。

「拳けん銃じゆうを向けた相手にはライフル弾だんをぶちこめってのと、美大落ちのチョビ髭ひげ独裁者を見たら地じ獄ごくに突つき落おとせってのがウチの家訓だ。私に手を出した報むくいは受けさせる」

「激しい戦いになりますよ。いいんですか？」

「愚ぐ問もんだな。祖父が第三帝てい国こく相手にかくれんぼしてた頃ころの故郷グダニスクよりはずっとマシだ」

　よく考えれば、こんな稼か業ぎようをやっているのだから修しゆ羅ら場ばは潜くぐっていてもおかしくはない。

「死ユーのリ・商オル人ロフの役は私がやってやる。弾たまもガソリンも祭りのように使え」

　ニトロの雰ふん囲い気きに気け圧おされながらも、惣そう次じは深々と頭を下げた。

「あ、ありがとうございます」

「くく、久しぶりの戦争だ。地じ獄ごくと煉れん獄ごくのミルフィーユで魂たましいを清め殺してやろうぜ」

「き、機き嫌げんいいですね。撃うたれたのに」

　ニトロは勝かち誇ほこったようにふんぞり返り、豊満な胸の下で腕うでを組んだ。

「いやー、どっかのシャバガキが私の為ためにすすり泣いたのが見られて笑いが止まらねえ、なんてこと、ある訳ないよなぁ？」

　惣そう次じの頰ほおが薄うつすらと桃もも色いろになった。

「お前、なんつったよ？　去り際になんつったよ。あれ、もう一回聞きたい」

　──ニトロさんのこと、結構好きでした。

　恥はずかしい。恥はずかしすぎる。そういう意味じゃないけど、死ぬ程ほど恥はずかしい。

「朝まで蘇生処置拒否ＤＮＲをキメた甲か斐いがあったわ。番バン狼ロウの告白童どう貞ていを奪うばえたんだからな」

「そういう意味で言ったんじゃないです！　女性として愛してるのは、ウレハだけだ！」

　工場内に響ひびく惣そう次じの声。反はん響きようする自分の声を聞いて、さらに恥はずかしくなった。

　二人のやり取りを見ていたヒガンが、ほっこりと笑う。

「それを本人のまえでいえればいいのにね～」

　もういっそのこと殺してくれと赤面する惣そう次じだった。

「と、とにかく襲しゆう撃げきには気を付けてください。先生の正体がバレたら、一番危ないのはここですから」

「あ、お前、手伝わないの？」

「俺は、今から暖だん炉ろ荘そうで、スイレンと大事な話があります」

　そう。最悪を避さけられたとはいえ、まだこれからの事を考えなければならない。

　そして、この決断もスイレンに伝えなければいけないから。




　暖だん炉ろ荘そうに行くと、玄げん関かんでウレハが出で迎むかえてくれた。

「惣そう次じ君、風か邪ぜは治ったんですか？」

「う、うん……一応」

　ウレハは少し前屈みになって、下から覗のぞき見るような姿勢のまま、惣そう次じの額に手を当ててきた。ウレハの手は滑すべやかで、それでいてひんやりとしている。例の如ごとく顔を真っ赤にして、体を緊きん張ちようさせる惣そう次じ。そんなことには気が付かず、ウレハは検温を終えて手を離はなす。

「うん。熱はないみたいですね」

　そして「じー」っと惣そう次じを見つめてくる。まじまじと見られると結構恥はずかしい。

「ど、どう……したの？」

「いえ。本当に風か邪ぜ、だったんですか？」

「ほ、本当だよ」

「どこかの悪い人に殴なぐられたとか、そんなんじゃないですよね？」

　鋭するどい。

「広報でも番バン狼ロウへの注意が呼びかけられています。惣そう次じ君、体力がないから心配で」

「大だい丈じよう夫ぶ。危なくなったら逃にげるくらいの体力はあるよ」

　そう言ってもウレハに笑え顔がおはない。

「最近、思うんです。私の知らない所で何か良くない事が起こってるんじゃないかって」

　ウレハも広場で死体が見つかった事は知っているだろう。日常の崩くずれていく音が、彼女にも聞こえているのかもしれない。

「俺も、分かる。今、ちょっと、怖こわい」

　それは惣そう次じがうっかりと漏もらした本音だった。今度の戦いに負ければ、何もかも失ってしまう。いくら覚かく悟ごを決めていても、怖こわいものは怖こわい。

　ウレハは何も言わず、惣そう次じの右手を握にぎった。指と指が絡からみ合あい、掌てのひらと掌てのひらがひたと触ふれ合あう。

「覚えてますか？　怖こわい時、昔はこうやってギュッと手を握にぎり合っていたのを」

　その優やさしい感かん触しよくに、惣そう次じの不安は薄うすれていく。

「……覚えてる。ヤバイ台風の時とか、よくこうしてた」

「きっと大だい丈じよう夫ぶです。この暖だん炉ろ荘そうは、惣そう次じ君と作ったこの場所だけは、きっと」

　ウレハは笑ってくれた。どんなに不安でも、ウレハにはそれを包み込んでしまう優やさしさがある。そんな彼女が好きだから、惣そう次じは狼おおかみにだってなれるのだ。

「あ、そ、そういえばスイレン、来てる？」

「来てます！　スイレンちゃん、すっかり大人びちゃって驚おどろきました」

　ウレハはここのところスイレンと会ってない。だから、精神が大人になってからのスイレンにはあまり馴な染じみがないのだろう。

「そう。今は、俺がアイツを頼たよることもすごく多い……。スイレンは、こっちが大変な時はいつも助けてくれる」

「兄きよう妹だいというよりは、刑けい事じドラマに出てくる相棒みたいな関係ですね」

　相棒、かぁ。悪くない響ひびきだな、と惣そう次じは思った。

「あ、そういえばパンダさんクッキー焼いたんですけど、今のスイレンちゃんには子供っぽいでしょうか」

「凄すごく喜ぶと、思う。ちなみに、今どこにいるの？」

「屋根に上ったまま、ずっと下りてきてませんね」

「屋根、だね。ありがとう」




　梯子はしごを使って屋根に上ると、スイレンが座って月を見ていた。

「スイレン、中、入らないの？」

　一年前まではスイレンは暖だん炉ろ荘そうによく顔を出していた。でも、精神が成熟して飯いい岡おか昭しよう三ぞうの記き憶おくが戻もどると子供たちから距きよ離りを置き始めた。スイレンは月を眺ながめながら、ポツリと呟つぶやく。

「ワシにあの孤チ児ビどもと一いつ緒しよにいる資格はないんや。ワシのやってた抗こう争そうがあいつ等らの親を奪うばったんやからな」

「でも、皆みんな会いたがってるよ。ウレハの作った可か愛わいいお洋服着せたいとかで」

「絶対に会わん！　だいたい、お前とウレハが二人一組になるとロクなことになれへん！　すーぐ人にハムスターのパジャマとかカエルの雨合羽とか着せようとする！」

「そんなスイレンに、ウレハからプレゼントがあるよ」

　惣そう次じはパンダさんクッキーの入った袋ふくろを渡わたす。スイレンは渋しぶ々しぶそれを受け取った。

「お前、趣しゆ味み悪いぞ……てか、可か愛わいい形にされると食べづらいんやが」

　などと文句をたれながらも、もしゃもしゃクッキーを頰ほお張ばった。

「美お味いしい？」

　スイレンの首がふにふにと縦に振ふれる。結局スイレンはクッキーを最後まで食べ切った。スイレンにとってウレハの手料理は、「親の味」だったりする。もちろんウレハの事は気に入っていて、「あれは器うつわのでかい女や」と斜ななめ上の評価を下していた。

　スイレンは、表情を引ひき締しめ、再び視線を空に向ける。

「……高たか畑はたの死体は？」

「役所が業者に頼たのんで火か葬そう。遺骨は三み鷹たか？　ってとこにある実家に届くって」

「そうか」

「俺は、高たか畑はたさんを、止められなかった。あの人が死んだのは……俺のせいだ」

「死を悼いたむことと後こう悔かいすることは似てるようで違ちがう。自分を責めるのはその辺にしとけ」

　惣そう次じは悔かい恨こんの言葉を吞のみ込んで、スイレンの横に座った。

「けど、ニトロさんが無事だったのは、不幸中の幸いだった」

「せやな。ニトロちゃんやから大だい丈じよう夫ぶやったけど」

　言葉の途と中ちゆうで、スイレンは小首を傾かしげた。

「……はい？　ニトロちゃん生きてるの？」

「うん」

「はよ言えアホ！　つか、あの状じよう況きようで生きてるってどういうことやねん。地じ獄ごくで入国拒きよ否ひでもされたんか！」

　俺と同じようなことを言ってる……。

「でも、ニトロさんだからあの状じよう況きようでも生き残れたものの、これがもし他の人だったら……って考えると素す直なおに喜べないな」

「せやな。自警団が向こうの手に落ちている以上、暗殺者はフリーパスや。なんなら自警団の連中が、お前の友達を襲おそうかもしれへん」

「敵がその気になっていたら、ウレハや子供達が殺されていたかもしれない」

　こうしてる間に、委員長達が襲おそわれている可能性だってある。心はずっと不安なままだ。

「一人は孤こ児じ院に常じよう駐ちゆうせなあかんし、チビどもかて学校行かなあかんから、二人やとどうにも手が回らん」

　近しい人が襲おそわれ、なおも暖だん炉ろ荘そうの人達を護まもるために有効な手を打てずにいる。それが、どうしようもなくもどかしい。

「身に染しみて分かった。どれだけ強くなっても、スイレンがいても、俺は大切なものを護まもり切れないって。今までのやり方じゃ、ダメなんだ」

　高たか畑はたの死とニトロが襲おそわれたという事実が、その決断のトリガーとなった。

「スイレン、前、俺に組を作れって言ってたの覚えてる？」

「忘れるわけないやろ」

「あの時、スイレンは組を作った方が皆みんなを護まもりやすいって言ったよね」

「ヤクザのやり方っていうのはいわゆるブランド戦略やからな。その名前、代だい紋もん、そして強さが盾たてになる。その名前が強ければ強いほど、他の組はシマに手を出しづらくなる。そのブランドに人も集まってくる。ただ群れるのとは訳が違ちがうんや」

「本当に、それで今よりも皆みんなを護まもりやすくなるんだよね？」

「噓うそは言わん。少なくとも今よりはマシや」

　惣そう次じは立ち上がり、スイレンを見下ろした。その後ろに満月が浮うかんでいる。月光を背に受けると、逆光で惣そう次じの体が影かげで黒くなった。

「俺は組を作る」

　潮風に髪かみが揺ゆれた。強い芯しんが、その言葉を貫つらぬいている。

「ほんまか？」

「自警団が腐くさったのなら、俺がその代わりを果たす」

　実質このサキシマは丸まる裸はだかだ。仮に今回の戦いに勝ったとしても他のヤクザがサキシマの現状に気付いたら、今よりももっと悲ひ惨さんなことになるだろう。

「ヤクザ紛まがいのことをするのは嫌いやだけど、この暖だん炉ろ荘そうの誰だれかが死ぬよりはマシだ」

　そして組を作るのには、知ち恵えが必要だ。その知ち恵えを持つ者が、今目の前にいる。

「スイレン、ついてきてくれる？」

　スイレンは撃げき鉄てつのように立ち上がる。月光を一身に浴びるその幼女は、獅し子しのように力強く、華はなのように可か憐れんで、水すい晶しようのように美しい。

「お前に組作れ言うたのはこのワシや。ここで筋通さな幼女おとこが廃すたるわ」

　何を思ったのか、スイレンは自分の人差し指を嚙かんだ。指の腹から手のひらまで、細く血が流れていく。

「さ、お前は小指貸せ」

「なんで？」

「組を立ち上げる時は儀ぎ式しきめいたことするのが重要なの！　ヤクザ映画でも血をすするとか、いろいろやっとるやろ。ああいうのをやると結束が強くなるんや」

　スイレンはぷんすかして手をぶんぶん振ふった。

　本当にヤクザのようだが、暖だん炉ろ荘そうを守るためならどんな事だってやってやる。覚悟を見せつけるように、惣そう次じは自分の小指を嚙かむ。滴したたり落ちる鮮血が、月光を反射して輝いた。

「ほれ」

　スイレンは指を差し出した。惣そう次じが同じように指を差し出す。赤く濡ぬれた人差し指と小指が絡からみ合あい、互たがいの血が混ざりあう。

　一いつ白ぱくに照り付ける満月の中で、二人の指は鎖くさりのようにかっちりと組み合った。

「これで、お前とワシはホンマもんの家族や。死のうが生きようが、この絆きずなは絶対に切れん」

　混血と鎖くさり。二人の指を見ていると、確かに絆きずなが深まったような気がする。

「これからもよろしくな、相棒」

　相棒。惣そう次じがその言葉を口にすると、スイレンはきょとんとした。少し間をおいて、ニッとほほ笑えんだ。

「それ、おもろいな」

　スイレンにはまだ惣そう次じの知らない事がたくさんある。だけど、一つ分かっていることは、この少女は敵じゃないということだ。そう、敵じゃない。惣そう次じが辛つらいとき、肩かたを並べて戦ってくれる人がいる。それだけで、今は十分だ。

　夜に滴したたる赤は美しく、ため息のような小さざ波なみは海をさすらう。

　こうして満月の立会人のもと、狼おおかみの群れが静かなる産うぶ声ごえを上げた。











五章　狼龍抗争






　深夜十二時。昼間降っていた雨が上がり、湿しつ気けが冷たい夜に締しめられて霧きりが立ち込めていた。

　ワルシャワ再生工場のシャッターは全て閉ざされ、蛍けい光こう灯の冷たい光が中を照らしている。

　工場には解体された殺さつ人じん山だん車じりの残ざん骸がいが散乱し、鉄のカマキリ達がへとへとになって休んでいた。一体ここで何を作っていたのだろうか。

「来たか、惣そう次じ」

　胡坐あぐらをかいていたスイレンが、やおら立ち上がった。

「孤こ児じ院の連中の避ひ難なんはとっくに終わったで。後は、出来るだけ早く埋つち呉くれを倒たおすだけや」

「だけど、それが問題だね……テロリストばりの装備で武装したヤクザ。こいつらだけならば、二人でどうにかなるけど、妖よう刀とうを持つ埋つち呉くれは難敵だ」

「それについて、一つ気になってる事がある。お前から聞いた埋つち呉くれの特とく殊しゆな能力のことや」

「ポケットに手を入れたまま、俺を攻こう撃げきしたアレのこと？」

「せや。もし、妖よう刀とうの知られざる力やとしたら、お前の刀ヤツパにも何かあるんとちゃうか」

「慟どう哭こくに、第四の能力がある……？」

「確証はない。でもな、生き残る奴やつはありとあらゆる可能性を考こう慮りよして動くもんよ。心に留めておけば、最悪の事態にも最適が出せる。ここの回転で負けたらあかんで」

　スイレンは目を細め、人差し指で蟀こめ谷かみをとんとんと叩たたいた。本人はカッコつけたつもりなのかもしれないが、ちょっと滑こつ稽けいで可か愛わいらしい。

「相手の動作に能力発動のヒントがあるかもしれへん。それを覚えとくんや」

「分かった」

「その上でや、基本的には埋つち呉くれと戦う時はワシとお前で、二対一の状じよう況きようを作る」

「連中がこちらの思おも惑わく通りに動いてくれるかな？」

「分からん。せやけど、敵の戦力を効率的に削けずる事は可能や。守る時は少数が不利になるけど、攻せめる時は有利になる場合もある。他の連中と戦ってる時に埋つち呉くれが出てきたら閃せん光こう跳ちよう躍やくで逃にげてしまえばええねん」

「そうか、ゲリラのように撤てつ退たいと攻こう撃げきを繰くり返かえすことも出来るのか」

「さらに相手は若わか頭がしらが寝ね返がえったことを知らん。だから奇き襲しゆうされることすら頭にない筈はずや」

　確かに、もし先生のことがバレてたら、多少準備が整わなくても今すぐに攻せめてきただろう。

「ええか、埋つち呉くれを仕留めるだけでは足りん。髄ずい龍りゆう組ぐみを再起不能になるまで叩たたき潰つぶさなあかん」

「つまり、敵のヤクザを可能な限り幼女化する」

「その通り。雑ざ魚こ相手には徹てつ底てい的てきに暴れろ。目についたヤクザを片かたっ端ぱしから斬きりまくれ」

　敵を可能な限り斬きる。埋つち呉くれは二対一で仕留める。惣そう次じは深く頷うなずいた。

「終わったか」

　ベースのように低い声がしてニトロが工場に入ってきた。

「おわったー？」

　ニトロの肩かたから、ヒガンがひょいと下りた。いつの間にか二人が仲良くなっている気がする。

「こっちも移動の準備が出来た。周りに怪あやしい奴やつもいねえ。惣そう次じ、いつでも進軍可能だ」

「よし、じゃあ行くか」

「いやいや、待て待て」

　スイレンが惣そう次じを引き留める。

「これからデカい戦いをするんや。ここは一つ決意表明をしてもらおうやないか」

　それも群れの長の務めか。

　……と言っても、何を喋しやべればいいのかてんで分からない。

　惣そう次じは戸と惑まどいながらも刀を抜ぬき、それを地面に突つき立たてた。

「えっと、その、俺は、ヤクザが、嫌きらいだ。俺の両親を殺したし。孤こ児じの親も奪うばった。アイツらみたいに群れを作るのが嫌いやだから、俺はずっと組を作らずに戦ってきた。だけど、その……俺は無力だった。仲間を失い、誇ほこりを失い、そしてさらなる犠ぎ牲せいを出しつつある。だから、組を作った。ヤクザを狩かるための、組織を。大切なものを護まもるための組織を」

　頰ほおをかきながら、ぎこちなく前を向く。

「現実はいつだって理り不ふ尽じんで容よう赦しやがない。優やさしい人でも、弱い人でも、現実は当たり前のようにその命を奪うばおうとする。俺は、諦あきらめが悪いから、そういう現実を許したくない。子供が駄だ々だをこねるみたいに、暴れて暴れて、現実に嚙かみついてやろうと思った。

　今サキシマは理り不ふ尽じんに襲おそわれている。何の罪もない人が、誰だれかの暴力によって全てを奪うばわれようとしている。だから、誰だれかが戦わなくちゃならない。

　だから俺が戦う。体が血まみれになったって、骨が折れたって、大好きな人のいる居場所を護まもるために戦う。刃やいばを研といで、弾だん丸がんを込こめて、最後の最後まで、戦い続けてやる」

　ニトロは煙草たばこを吐はき捨すて、機関銃じゆうを肩かたに担かついで邪じや悪あくに笑った。

　ヒガンが力強く腕うでを組むと、四し匹ひきのカマキリが体に飛び乗り瞳ひとみを赤く光らせる。そしてスイレンは銃じゆうをホルスターに収納し、惣そう次じの横に並び立つ。

「埋つち呉くれを首しゆ魁かいとする髄ずい龍りゆう組ぐみ。連中の暴挙を止める為ため、狼おおかみの群れはここに初うい陣じんを飾かざる」

　そして惣そう次じは地面から刀を抜ぬき、鞘さやに叩たたき付つけるが如ごとく納刀する。スイレンと惣そう次じが、風に立つ獣けもののように、堂々と一歩を踏ふみ出だした。

　──我等は群グン狼ロウ。この地を侵おかす者の尊プラ厳イドを、鋼はがねの顎あぎとで喰くい殺す。




　オオサカの天てん王のう山ざんは上空に漂ただよう薄うす雲ぐもを、極ごく採さい色しきのネオンで毒々しく染め上げている。ヤクザ蔓延はびこる犯罪の聖地。ここの施し設せつに襲しゆう撃げきを入れるのは、思えばこれが初めてだった。

　一行はサキシマの東から、ニトロが手配した中型船せん舶ぱくでオオサカに侵しん入にゆうした。そこからは大型トラックで目的地まで移動する。ヒガンが案内したのは天てん王のう山ざんの西側にある「ベンテン」という地域だった。ベンテンは鄙ひなびた場所で、以前見た天てん王のう山ざんの大通りよりも静かだった。

　髄ずい龍りゆう組ぐみの事務所があるのは廃はいビルが立ち並ぶ一角で、あたりに人ひと気けはほとんどない。この廃はいビルが連中のアジトかというと実はそうではない。

　アジトはこの上にあった。そう、複数の廃はいビルの上、高さ二〇〇メートルの位置に敷しき地ちがある。砂に突つき立たてた複数の棒の上に、おもちゃのお城を載せるようなイメージだ。

　二人は誰だれにも見つかることなく、閃せん光こう跳ちよう躍やくを使って髄ずい龍りゆう組ぐみの塒ねぐらに侵しん入にゆうを果たした。敷しき地ち内に植えられた広葉樹の陰かげに紛まぎれて、アジトの様子を窺うかがう。

　そこには冷たい夜空の下、組員が住まう宿舎や娯ご楽らく施し設せつなどが立ち並んでいた。建物の間には道路が敷ふ設せつされ、物資運うん搬ぱん用の車などが行きかっている。この空中庭園じみた事務所は、三〇〇メートル級の廃はいビルにぐるりと囲まれ、外からは見えないように工く夫ふうされていた。

　その光景に、惣そう次じの口から感かん嘆たんの声が漏もれる。

「凄すごいな……、事務所というよりはテーマパークだ」

「こんなけったいなもん作れるってどんだけ金あるんや」

　スイレンも同じ様に驚おどろいている。

　一ひと際きわ目を引くのが、惣そう次じ達がいるエリアから一本の橋でつながる大きな建物だった。漆しつ喰くいと瓦かわらの塀へいを、深さ二〇〇メートルの奈な落らくで囲んでいた。唯ゆい一いつの入り口は堂々と聳そびえる朱しゆ色いろの門で、その奥に寺かと見み紛まがうような屋や敷しきが建っている。

「あれが、埋つち呉くれ邸ていか」

「だいたい地理は把は握あくできたな。惣そう次じ、最後に作戦の確かく認にんや。言うてみい」

「……最終目標は埋つち呉くれの幼女化。二度とサキシマに手出しをさせないためには、埋つち呉くれだけじゃなく組そのものを壊かい滅めつさせる。だから埋つち呉くれが来るまでここで暴れまくる、だったっけ」

　作戦を考えるのはスイレンの仕事だった。というより、惣そう次じはこれまで適当に襲しゆう撃げきしていたので、作戦など考えた事もない。

「ええか、基本は今まで通り好き放題暴れてもらう。せやけど、暴れる場所が重要や」

　二人はするりと木から下り、闇やみに紛まぎれてとある建物の前までくる。コンクリート造りの小こ奇ぎ麗れいなビルで、そこはヤクザが生活するための寮りようとして活用されていた。

「ヒガンによれば、この時間、幹部クラスの大半は寮ココにおる。兄貴分をやれば子分は統とう率そつを失い、個別に動かざるを得なくなる」

「ようはここに居る奴やつを片かたっ端ぱしから斬きればいいんだよね？」

「そうや。埋つち呉くれか親衛隊が出てくる前にな」

　要するにスピード勝負というわけだ。

　作戦の確かく認にんが終わり、二人は寮りようの屋上から中に侵しん入にゆうした。




　最上階の廊ろう下かは板張りの床ゆかを挟はさんで障子が並んでいた。旅番組で紹しよう介かいされる旅館のような内装である。

「おい、そろそろ、いいだろ？」「いややわ。もう少し余よ韻いんを楽しみましょう」

　女の甘い声が聞こえてきた。障子に浮うかぶのは、仰あお向むけになった女と、それに覆おおいかぶさる男の影かげ。どうやら最上階は、そういう施し設せつらしい。

「中に店作ってるのか」

「そらまあこんなとこにむさい男ばっかおるのは地じ獄ごくやからな。いろいろ発散せなやってられへんのやろ」

　スイレンはコッキングを済ませて、引き金に指をかける。

「さあ、好き放題暴れたれ」

「えっと、ど、ど、どうやって？」

「ここまで来てヘタレんなや！」

「だってだって、女の人が裸はだかだったら」

「コイツ、どんだけ女に免めん疫えきないねん……。これから組潰つぶす人間の態度ちゃうがな」

「だって、」

「もうええわ、ここはワシがやる。オラッ」

　スイレンは障子を勢いよく蹴けり破る。女は背中の開いたドレスを着ていて、男は半はん裸らにスラックスという姿だった。男の額には特とく徴ちよう的な十字の傷がある。

「その傷、髄ずい龍りゆう組ぐみ直じき参さん、大おお清し水みず小こ次じ郎ろうやな？」

「狼おおかみ面の男と銃チヤカ持った幼女っ！　貴様らどうやってこの場所を……」

「狼おおかみは嗅きゆう覚かくでカミシタに何があるか分かるんよ。お前らが何ど処こに隠かくれようと、ワシ等は手に取るように分かる。脳天に鉛なまりぶち込むさかい、衝しよう撃げきで忘れんよう心に留めといてくれや」

　惣そう次じは感心した。スイレンの言葉は男に向けたものじゃない。傍かたわらにいる女に向けたものだ。俺達にちょっかいを出した奴やつは必ず倒たおす。それを女に印象付けるため、過か剰じような噓うそで箔はくをつけているのだ。流石さすが元組長。名前の売り方を熟知している。

　髄ずい龍りゆう組ぐみの男は、銃じゆう口こうを向けられても啖たん呵かを切ってきた。

「阿あ呆ほぬかすな。ここにおるのは百超こえる極ごく道どうやど？　お前どれらチンピラが暴れてどないか出来ると思てんのか！」

「一人でサンダル履くよりは楽やろ」

　スイレンは素す早ばやく言葉を切り返した。

「舐なめるなよ！　こちとら、お前どれらサキシマのポンコツとは血筋が違ちがうんや。このオオサカで泥どろ水みずすすり、藁わらを喰くって這はい上あがってきた本物や。温室育ちの外そとモンに負けるかぁボケ！」

　男の凄すさまじい啖たん呵かをスイレンは冷ややかにあざ笑った。

「藁わらと泥どろ水みず喰くうたなら左さ官かんも食うべきやったな。体ん中に壁かべが出来て銃ハジキも防げたかもの」

　スイレンは言い負かされない。それがヤクザの格を落とす事を知っているからだ。相手が言葉に窮きゆうした隙すきに、すかさず引き金を引いた。

「ほな、タマもろてくで」

　銃じゆう弾だんが男の眉み間けんを貫つらぬく。上半身が仰のけ反ぞり、布ふ団とんと後ろの壁かべが鮮せん血けつで赤く染まった。

「きゃあああああ！」「ふにいいいいいいいいいぃぃ！」

　女と幼女の悲鳴が同時に上がった。幼女の服装は、聖歌隊のような白のワンピースだった。スイレンは幼女の腕うでを摑つかんで女の方に放り投げる。

「ねーちゃん、殺されたくなかったらソイツと一いつ緒しよに隅すみの方で小っこなっとれ」

「ひええぇ、カチコミだよぉ」「え、えらい可か愛わいなってしもて。わたし、こっちの方が好みかも」

　女は言われた通り、幼女をぬいぐるみのようにぎゅうと抱だきしめて部屋の隅すみで小さくなった。

「なんや今の銃じゆう声せいは！」「兄貴のおった部屋からや！」

　廊ろう下かが慌あわただしくなる。

　左の眼めにじわじわと傷が浮うかぶ。心の奥から、獣けものが這はい出だしてきた。

「刀が疼うずいてる。尊プラ厳イドを寄よ越こせって」

　惣そう次じは刀の柄つかに手をかけ、廊ろう下かの方へ向かった。




　廊ろう下かは薄うす暗ぐらかった。両りよう脇わきの障子からにじみ出た僅わずかな照明に、床ゆか板いたが微かすかな光こう沢たくを返す。廊ろう下かに群がる組員の前に、踏ふみ板いたを鳴らして一人の男が現れた。暗がりに僅わずかな輪りん郭かくを灯ともす男は、狼おおかみの面めんをつけ、長尺の刀を腰こしに差さしている。

　鋼鉄の鞘さやについたピンを指ではじくと、銃じゆう声せいのような音を発して鞘さやは縦に割れた。現れた刀身は水面のような輝かがやきを、暗くら闇やみの中に放つ。

　冷たく研とぎ澄すまされた沈ちん黙もくが廊ろう下かに満ちた。

　一人の組員が咽いん頭とうから声を爆ばく発はつさせる。

「番バン狼ロウやあああああああああぁ[image: かんたんふ]」




　──流派、斬ざん撃げき王おうの孤こ独どく。先せん撃げきの三番──駆く逐ちく鳶とんび──

　敵が銃じゆうを構えるよりも早く、惣そう次じは跳ちよう躍やくして剣けん圏けんに組員を収めた。

「疾しつっ！」

　烈れつと放たれた神速の斬ざん撃げきに遅おくれて、三日月のような光が二つ三つ瞬またたいた。狼おおかみは八人いた男の間を駆かけ抜ぬけ、数秒の残心に息を潜ひそめる。男の一人が呆ほうけたように呟つぶやいた。

「なんも……見えんかった……」

　惣そう次じの背後で、壱いちに障子が斜はすに崩くずれ落おち、弐にに男達が血を吹ふいて倒たおれた。

　納刀と共に「あああああん」組員はその身形みなりを可か憐れんに幼女化させる。

　夜を突つくその泣き声は、激戦の始まりを盛せい大だいに告げた。

「さあ、狩かりの時間だ」




「カチコミや！」「番バン狼ロウが攻せめてきおった！」「寮りようは戦争状態らしいぞ！」「あいつら、どうやってこの場所を！」「組長に知らせるんや！」「親衛隊を呼べ！」

　サブマシンガンで武装した組員達が寮りように押し寄せる。寮りようには半数近いヤクザがいたが、他の施し設せつにもまだまだ組員はいた。

「ビビるなよ！　喉のど笛ぶえ搔かっ切きることだけ考えて突つき進すすむんや！」

「ちょっと待て！」

　組員の一人が不ふ穏おんな風の音を聞いた。丁度、オオサカの空を覆おおっていた薄うす雲ぐもが風に流れ、美しい月が彼かれ等らを見下ろしている。

「なんや、あれ」「何がや」「ほら、月、また欠けた」

　今こ宵よいの月は欠けている。三日月でも半月でもない。幼女の形に欠けていた。氷柱つららのようにぎらついた双そう眸ぼうとともに、風を裂さき、一人の幼女がこちら目がけて凄すさまじい速度で落下する。

「敵やあ──」

　赤い稲いな妻ずまが男の体を押し潰つぶした。濛もう々もう立ち込める土つち煙けむりに銃じゆうが一つ鳴き、金色の空薬やつ莢きようが舞まって地面に落ちる。

「死角からの一いち撃げきは反則だよおおおぉ」

　幼女の泣き声とともに土つち煙けむりが霧む散さんし、ソイツが現れた。両りよう腕うでに持った弐に丁ちようの拳けん銃じゆうと、夜風を貫つらぬく刃やいばのような視線。千人殺しがそこにいる。

「飯いい岡おか組ぐみ元組長、笹ささ川がわスイレン。お前らの殺し方を知しり尽つくした幼も女んや」

「もう一匹ぴきいよった！」「かめへん、叩たたき潰つぶせ！」

　一挙に集まる射線──だがスイレンは既すでに消えた後だった。跳ちよう躍やくと高速落下。これを非常識な頻ひん度どで繰くり返かえし、自身を稲いな妻ずまと化して組員を翻ほん弄ろうする。

「何やコイツ、めっちゃ速いひいいいいん、軌き道どうが全然読めませええぇん」

「一人、二人、三人」

　銃じゆう声せい一つにつき幼女が一人増えていく。戦意をなくそうが命いのち乞ごいをしようが、その銃じゆう口こうから発射された弾だん丸がんはヤクザ達を仕留めていった。それは明けない夜のように冷れい淡たんで、死線を潜くぐって来た男達の心しん胆たんすら寒くさせる。

　これが、殺し一つでサキシマの頂点まで上のぼり詰つめた千人殺し。その静かなる殺気に、男達は固かた唾ずで喉のどを鳴らす。それでもオオサカヤクザは怯ひるまなかった。気骨ある一人の男が大声を上げて他の者を鼓こ舞ぶする。

「お前ら、何としてもここは耐たえるぞ。寮りようにおるやつらは生きつ粋すいの武ぶ闘とう派や。きっと番バン狼ロウの生首を持って助けに来てくれ──」

　突とつ如じよ寮りよう上階のガラス窓が粉ふん砕さいされた。飛び出してきたのは狼おおかみの影かげ。コートを風に震ふるわせた狼おおかみが、刺し突とつした刀に組員をぶらさげ月光に身を躍おどらせる。二十メートルの高さから落下する番バン狼ロウは、空中で組員を切断、夜風に舞まい散ちる羽根の中から「うええええん」幼女の首根っこを摑つかんで地面に降り立った。

「来きよったぁ！　番バン狼ロウが来きよったでえぇ！」

　近くにいたヤクザ達が発はつ砲ぽうするも、番バン狼ロウは刀一つでそれを弾はじき飛とばす。

「たああああああありゃあああああああぁ！」

　雷らい電でんの如ごとき速度で集団に切り込むと、二つ数える間もなくヤクザ達を切り捨てる。灰色マフラーを水平に靡なびかせ身を翻ひるがえし、残像を引き連れて猛もう然ぜんと別の集団に襲おそい掛かかった。次から次へと、ヤクザの首が刀に収しゆう穫かくされていく。

　たった二人の人間に、百を超こえるヤクザが為すすべもなく幼女にされていった。大気を揺ゆるがす幼女の大合唱の中、大量の羽根は死線を漂ひよう白はくし、時間をかけて夜に旅立っていく。

　それは場ば違ちがいなほど幻げん想そう的で、美しい光景だった。




　一帯のヤクザを狩かりつくした二人は、幼女たちを寮りように避ひ難なんさせ、自分たちは物資搬はん入にゆう用のエレベーターの前まで来ていた。

「意外とすんなりエレベーターを制圧できたな」

「取りあえずニトロちゃんに連れん絡らく入れよ」

　それもそうだ。ヒガンが作った改造スマホから、特とく殊しゆな周波数でニトロに連れん絡らくを入れる。

「ニトロさん聞こえますか？　こっちはエレベーターを制圧しました」

『いい手て際ぎわだ。こっちも地下駐ちゆう車しや場は制圧した。死人は出してない』

　警備の人間を倒たおしたのか。

『こっちは平へい穏おんそのものだ。そっちは、どうなってんだ？』

「居住エリアの人間は大体倒たおして残った幼女は避ひ難なんさせました。でも気になることが一つ」

『なんだ？』

「埋つち呉くれが姿を見せないんです。態わざ々わざユメシマに出向くような奴やつだから、てっきり早々と駆かけつけると思ったんですが」

　スイレンの予想では、早々に埋つち呉くれか親衛隊が出向いてくる筈はずだった。だけど、斬きれども斬きれども彼かれ等らは姿を見せない。

『妙みようだな。ユメシマでお前と戦った後、追つい撃げきを部下に任せたのも気になる』

「何か事情があるってことですか？」

『そうかもしれん。お嬢じようは何か思い当たる節はないのか？』

『わかーない。組長、たたかいの時といはなんも教えない』

　ヒガンの舌足らずを補うと「埋つち呉くれは若頭ヒガンにも戦いに関する事は教えなかった」となる。恐おそらく何か弱点めいたものがあって、それを悟さとられないようにしているのかもしれない。

『ま、情報のないモンに頭捻ひねらせるのは貴重な時間をゴミ箱にぶち込むに等しい』

「確かにそうですね」

『用向きがあれば連れん絡らくを寄よ越こせ。弾だん薬やくくらいなら送料無料で宅配してやる』

「分かりました。俺達は橋を渡わたって埋つち呉くれ邸ていを目指します」




　サキシマの南西、コンテナ船が行きかう港の近くには外から来た日本人が宿しゆく泊はくするためのホテルがある。そのホテルの六〇三号室から六〇八号室に、暖だん炉ろ荘そうのスタッフと子供達が宿しゆく泊はくしていた。現在は大部屋の六〇八号室に皆みんなが集まり、わいわいと騒さわいでいる。

　委員長らスタッフが子供達と遊ぶのをウレハが遠巻きに眺ながめていた。

「惣そう次じ君も来れば良かったのになぁ」

　このホテルの宿しゆく泊はくは、惣そう次じが商店街の福引で当てたらしい。なのに、その本人はニトロの仕事を手伝うために来これないときている。一いつ緒しよにラウンジにでも行って大人の時間を過ごす……という計画がダメになり、リップグロスで光った口を尖とがらせるウレハだった。

　突とつ然ぜん、ドアチャイムが鳴る。

「はーい」

　返事をしながら疑問に思った。誰だれかルームサービスを頼たのんだっけ？

　ドアを開けると、小こ奇ぎ麗れいな身なりをした目つきの鋭するどい女性が廊ろう下かに立っていた。

　服装はホテルの従業員と同じだが、雰ふん囲い気きは明らかに普ふ通つうの人じゃない。

「織おり凪なぎウレハさん、ですか？」

「は、はい」

　女は拳けん銃じゆうを抜ぬいて銃じゆう口こうを向けてきた。引き金には指がかかっている。

　体から血の気が引いていく。一体、何の目的で。まさか、強ごう盗とうか。

「声を出すな。騒さわげばお前の目の前でガキどもを皆みな殺ごろしにする」

　皆みな殺ごろし。剣けん吞のんな言葉に背筋が凍こおった。目的は自分なのか？　とにかく言う事を聞くしかない。

「織おり凪なぎウレハ。私達と一いつ緒しよに来い。否定は許さん」

「わ、分かりました。でも、私が突とつ然ぜんいなくなれば、騒さわぎになります。そうならないための手を打つので二分だけ時間をいただけますか？」

　ウレハは内心動どう揺ようしつつも振ふる舞まいは毅き然ぜんとしていた。

「いいだろう。近くに仲間がいる。逃にげようとしたり私を攻こう撃げきしたら皆みな殺ごろしだ」

「承知しています」

　その後一いつ旦たん部屋に引き返す。そこで委員長に適当な噓うそをついて、この場を任せた。

　そしてウレハは何食わぬ顔で部屋の外に出る。

「では参りましょうか」

　表面上、ウレハは落ち着いているように見えた。だけどこれは嵐あらしの前の静けさで、数時間後、彼女の怒いかりは烈れつ火かのように燃え上がる事となる。




　──髄ずい龍りゆう組ぐみのアジトは妙に静かだった。橋の向こうに視線を解き放ち、スイレンと惣そう次じは進しん撃げきを再開する。

「このまま埋つち呉くれ邸ていを落とすぞ」

　その歩みを止めたのは、何ど処こからともなく轟とどろいた太たい鼓この音だった。

「なんの音だ？」

　惣そう次じの傷が疼うずいた。勇ゆう壮そうに響ひびく太たい鼓この蛮ばん声せいに統とう率そつの取れた足音が聞こえてくる。黒のスーツに身を包み、機関銃じゆうを脇わきに抱かかえた屈くつ強きような男達が、横一列になって橋の向こう側に並び立つ。

　彼かれ等らの顔の下半分を覆おおうのは金属製の黒いマスク。

　親衛隊だ。

　彼かれ等らは機関銃じゆうを二脚きやくに載せて陣じんを敷しく。隊列の中央に、隊長が立っていた。

「派手に暴れてくれたな、番バン狼ロウ。あの時、お前を殺し切れんかったのが俺の人生における唯ゆい一いつの汚お点てんや。その汚お点てんを、お前の血潮で洗い流す！」

　拳けん銃じゆうを天に掲かかげ、周りの部下たちに合図を送った。

「俺達は泣く子も黙だまる親衛隊！　埋つち呉くれ組長が持つ、最強の盾たてであり鉾ほこである。信しん頼らいに応えろ！　仁じん義ぎに吼ほえろ！　根こん性じようを見せろおおぉ！」

　撃うて！　その一言で親衛隊達は一いつ斉せいに弾たまをばらまいた。

　惣そう次じは抜ばつ刀とうしながら弾だん丸がんを砕くだいて後ずさる。凄すさまじい弾だん幕まくでこれ以上前には進めない。

「くそっ、なんて火力だ──むっ」

　遠く深夜の帳とばりに一点の光が瞬またたいた。

「チィ！」

　惣そう次じは刀を放ち、迫せまりくる一発の弾だん丸がんを斬きり落とす。遥はるか遠とおく。廃はいビルの陰かげからこちらに射線を定める男の姿が辛かろうじて目視しえた。

「狙そ撃げき手か……上等だ、先まずはそっちから叩たたく！」

「やめい！」

　奥襟えりを摑つかまれ、コンテナの陰かげに引きずり込まれた。姿を隠かくすと弾だん幕まくは止やんだ。

「出来る訳ないやろ！　ほんまお前、止める方の身にもなれや」

「ゴメン。ちらっと見えたけど、多分12・７ミリだ。弾たまが速い」

「対物狙そ撃げき銃じゆうか。閃光脱兎ジヤンピングフラツシユで仕留めに行きたいけど、今使えば機関銃じゆうで蜂はちの巣すや」

　コンテナの陰かげから橋のほうを覗のぞく。親衛隊達は、自分から攻せめてくることなく、泰たい然ぜんと銃じゆうを構えてこちらの様子を窺うかがっていた。

「見てみ、連中明らかに守りを固めとる。何か時じ間かん稼かせぎしてるように見えんか？」

「確かに。だけど、何の時間を稼かせいでる？」

「分からん。埋つち呉くれに関する事か、もしくはこっちを壊かい滅めつさせる手を打つためか。とにかくワシの長年の勘かんが言うとる。このままいたずらに時間を割さくのはマズイ」

「やっぱ、俺の骸むくろ鵯ひよどりで正面から弾だん幕まくをぶち抜ぬくしかないか」

「早まるな。それで深ふか手でを負ったら元も子もないやろ」

「じゃあ、どうしろって言うんだ……」

　その時新調したスマホに反応があった。

『よう、お困りの様だな』

「ニトロさんか。こっちは重武装の組員が守りを固めていて橋を渡わたれません！」

『完全に時じ間かん稼かせぎの布ふ陣じんだ。お前ら詰つんだんじゃねえか？』

　電話の向こうでケタケタと笑い声がする。

「他ひ人と事ごとみたいに」

『そうカリカリすんな。コッチだって奥の手リーサルウエポンの一つくらい用意してる』

　その時、物資搬はん入にゆう用のエレベーターが作動していることに気付いた。

「ニトロさん、一体何をするつもりなんですか？」

『ライフイズビューティフル。頑がん張ばった少年に小天使様からとっておきの福音サプライズだ』




　昇しよう降こう口の扉とびらが開くと、熱された空気が解き放たれた。重じゆう厚こうなエンジン音を轟とどろかせ、圧あつ倒とう的てきな鉄の塊かたまりが空気を押しのけ見けん参ざんする。

「なんだありゃぁ……」

　橋で機関銃じゆうを構えていたヤクザ達が呆あつ気けに取とられて握あく把はから手を離す。

「連中、戦車持ってきやがった」

　大きさは軽乗用車より一回りほど小さい。だが、その履帯キヤタピラはまさしく戦車そのものだ。




『戦車じゃねえぞ。私とお嬢じようが作り上げた自走式機関銃じゆうだ』

　いきなり現れた戦せん闘とう車両に惣そう次じは驚きよう愕がくする。

「こ、こんなのどうやって作ったんですか……」

『お嬢じようの変原自材に超ちよう小型戦車の設計図があったんだよ。で、私がシャフト周りと追加装そう甲こうを外注して、カマキリ共がお前の鹵ろ獲かくした山だ車しと適当な車をバラシて装ハ甲コにぶち込んだ。あとはそこに機関銃じゆうをぶっ刺さしただけだ』

　あのカマキリ、ニトロの手助けがあったとはいえこんなものまで製造できるのか。

「そうか、戦車砲ほうが無いから、自走式機関銃じゆうなんですね」

『一応付ける予定はあったんだが、操縦するのが幼女一人だからな。人員削さく減げんの為に諦あきらめた』

「ちょっと待ってください！　中に入ってるのはまさか……」

　車両は橋に向かったところで停車した。ハッチが開くと、中から一人の幼女が現れる。

「ヒガン！」

　惣そう次じは刀を構えて狙そ撃げき手に視線を向ける。狙そ撃げきはない。どうやらヤクザ達は様子見をしているようだ。見ているこっちは生きた心ここ地ちがしない。

　車両の上で堂々と腕うでを組むヒガンは、横っ風にセーラー服を靡なびかせる。

「私は、外と塚づか清いよ美み！　この組織の、わかがしらだった女！」
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　その時、向こう側のヤクザ達に動どう揺ようが走った。相手の手に落ちた筈はずの若わか頭がしらが、幼女となって自分達の敵となっている。驚おどろくなと言う方が無理だろう。

「事情あって私は髄ずい龍りゆう組ぐみの盃さかずいを割り、仁じん義いを捨てて貴方あなた達に銃じゆうを向ける！」

　ヒガンは小指を高々と掲かかげた。第二関節と第一関節の間をビニールの紐ひもで強く縛しばっている。

　スイレンがいち早く、ヒガンの意図に気付いた。

「アイツ、落とし前つけるつもりや」

「指を詰つめるってことか!?」

　一匹ぴきのカマキリが彼女の手に上り、人間的な躊ちゆう躇ちよを見せながらも鎌かまを鋭えい利りな刃はに変形させた。それを手のひら側の小指第一関節に押し当てる。

「先生、やめるんだ！」

　ヒガンの視線はかつての仲間達を射い抜ぬいていた。

　そこにもう迷いはない。

　風よりも鋭するどい声で、ヒガンは宣言した。

「──私は教きよう師しとして死ぬ。これはそのケジメだよ」

　カマキリは一思いに刃はを薙ないだ。

　そして彼女の仁じん義ぎは彼女の体に別れを告げる。

　彼ひ岸がん花ばなのような血が、夜に咲さいていた。

　ついこの間まで言葉も喋しやべれなかった幼女が、激痛に涙なみだをこらえ、歯を食いしばっていた。

　その壮そう絶ぜつな覚かく悟ごに惣そう次じは言葉を失う。仁じん義ぎを通すために、ここまでする必要があったのか。

　ヒガンはハッチの中に体を滑すべり込ませた。同時に惣そう次じの携けい帯たいにヒガンから通信が入る。

『笹ささ川がわ、君……聞こえる？』

「先生！　早く治ち療りようをしないと！」

『今は……いい。突とつ破ぱ口こう、ひらく』

　自走式機関銃じゆうが前進を始めた。

　砲ほう塔とうから伸のびた二丁の機関銃じゆうが片方ずつ火を噴ふき敵の戦列を銃じゆう撃げき。空薬やつ莢きようが舞まい上がり、車体にぶつかって甲かん高だかい音を立てた。弾たまの幾いくつかは迎むかえ撃うつヤクザの脳天を貫つらぬき「うええええん！」その体を幼女に変えた。隊長は声を荒あらげて手下の気を締める。

「若わか頭がしらやおもて容よう赦しやするな！　根こん性じよう非情を引き金に込こめろ！　弾だん幕まくよ狂くるい咲ざけぇ！」

　火力はヒガンに集中。だが車両前面の装そう甲こうは弾だん丸がんの一いつ切さいを弾はじいて見せた。

『惣そう次じ、本来あれは突とつ破ぱよりも支し援えんに向いてる代しろ物ものだ。要するに火力が足りてねえ。ヘイト集めてる間にさっさと決めて来い！』

「じゃ、ワシはヒガンが敵を引き付けてる間に狙そ撃げき手を蹴け散ちらしてくる」

　スイレンは閃光脱兎ジヤンピングフラツシユで夜空へ消えた。

「先生、無理はしないでください」

　言いながら惣そう次じは車両の後方に張り付いた。

『生徒の盾たてになるのも、教師のしごとだよ。心配、なんか、しないで』

　集中砲ほう火かを浴びながらも、車両は着実に距きよ離りを詰つめていく。だがやはり急造品では無理があったのか、装そう甲こうを繫つなぎ止とめていたリベットが外れ、走行ベルトは損傷していた。それでも車両は二丁ある機き関かん銃じゆうを交こう互ごに用い、火を噴ふく学習指導要領でヤクザを幼女きよういくしていく。

　ヒガンと惣そう次じが五十メートル程ほど進んだところで、通信機からスイレンの声が聞こえてきた。

『惣そう次じ、狙そ撃げき手は仕留めたで！　五秒後、そっちに下りる』

　５、４、３、２、１──落らく雷らいの如ごとき衝しよう撃げきに高々と上がる砂すな煙けむり。親衛隊の只ただ中なかにスイレンが着ちやく弾だんした。同時に惣そう次じも車体を踏ふみ台だいにして跳ちよう躍やく、戦線を突とつ破ぱする。

「来たぞ！　近接戦せん闘とうに切きり替かえるんや！」

　隊長の号令でヤクザ達は素す早ばやく隊列を組み直す。小回りの利きかない機関銃じゆうを捨て置き、刀身に溝みぞのついた特とく殊しゆな刀を構えた。柄つかの引き金を引くと、刀身は瞬またたく間まに炎ほのおを纏まとう。

　親衛隊長も右手に拳けん銃じゆう、左手に刀を持って堂々と立ちはだかる。

「怯ひるむな？　股また座ぐらの一本かて興奮したら前向くんや！　極ごく道どうが目を背そむける道理なんぞどこにも存在せえへん！　木こつ端ぱぶちかましたれええええぇ！」

　総勢十数名の親衛隊が炎えん刀とうを掲かかげ、惣そう次じとスイレンに殺さつ到とうした。

「きえええい！」

　跳とびかかって来る男を惣そう次じの刃やいばが迎むかえ撃うつ。空中で断たち切きれた胴どう体たいは大量の羽う毛もうを散らし、その中から純白のドレスを纏まとった幼女がすとんと地に落ちた。

「この硝しよう煙えん腐くされ幼女があああぁ！」

　飢うえた野犬のように殺さつ到とうするヤクザ。それをスイレンは見向きもせずに頭を打うち抜ぬいた。

「威い勢せいだけじゃ、命タマは取れんよ」

　スイレンは高々と跳ちよう躍やくしながら、弾だん丸がんの雨を降らせた。頭上より降り注ぐ鉛なまりは親衛隊の天頂を射い抜ぬいて幼女に変えていく。

　気付けば戦せん闘とう可能なのは親衛隊長ただ一人。泣なき叫さけぶ幼女と嵐あらしのように荒あれ狂くるう白い羽根の中で、燃える刀を正せい眼がんに構えている。

「残るは貴様一人だ」

　惣そう次じは大おお太た刀ちを肩かたに構え、必殺の一いち撃げきを繰くり出だすべく腰こしを落とす。

　隊長は声を荒あらげて自分を奮い立たせた。

「ちょうどええハンデや。かかってこいや番バン狼ロオォ！」

　矢を射るような速度で惣そう次じは接近、それを親衛隊長の刀が受け止める。圧あつ倒とう的てきな腕わん力りよくの差に、親衛隊長の膝ひざが折れ、刀身に亀き裂れつが走った。

「くっ……この程度の、力で、埋つち呉くれさんに、勝てる思たら、大きな、間ま違ちがいやで」

「何？」

「冥めい途どの死神が貴様の命を呼んどる。さっさと、あの世の門開けて来いや……」

　刀は砕くだけ散ちった。惣そう次じの刃やいばは親衛隊長の体を両断する。

「うあああああん！　若わか頭がしらのあほおおぉ！　親分に言いつけてやるうう！」

　幼女と化した親衛隊長は責任から解放されたからか、一ひと際きわ大きな泣き声を上げた。

　初雪のようなドレスなのは他の親衛隊と同じだが、頭に可か愛わいらしいティアラをつけている。

　親衛隊が無力化されたのを確かく認にんした後、惣そう次じは橋の方を振ふり返かえった。

　機関銃じゆうの洗礼を受けた車両は、移動力を失い橋の真ん中で擱かく座ざしていた。

「先生、無事ですか！」

　車両に駆かけ寄よると、上部ハッチが開いて、頭から血を流したヒガンが這はい出でてきた。

「衝しよう撃げきで、頭打っちゃった」

　生徒の盾たてになった幼女は、汗あせと血でボロボロになっている。

　惣そう次じはその体をひしと抱だきしめる。

「先生っ、無茶しすぎです……」

「へへ、笹ささ川がわ君ほどじゃ、ないよ」

　とにかく無事でよかった。惣そう次じは抱だきしめながらヒガンの頭を撫なでた。

　カマキリ達も皆みんな息災で「早くご主人を治ち療りようしろ」と拾ったヒガンの仁義を見せつけてくる。

「操縦席はもうちょいスペースがいるな。レイアウトは改良の余地ありだ」

　低い声に振り向くと、橋の向こうからニトロが歩いてくる。ニトロはヒガンの腕うでを摑つかむと、ひょいと背中に担かついだ。

「戦力外通告クランクアツプだ。さっさとその指を治ち療りようするぞ」

「だめ！　私、最後まで、見届ける」

「馬鹿を言うな。負傷した仲間なんぞいない方がマシだ。生徒の足あし枷かせになりたいのか？」

　うぅ、とヒガンは顔を伏ふせる。

「おい、クソガキ。医務室に案内しろ」

　ニトロがぞんざいに言葉をかけると、幼女化した親衛隊がわらわらと案内し始めた。

「こっち！」「こっちー」「こっちだよー」「わかがしら、がんばえー！」

　一応先せん陣じんを切るのはティアラをつけた親衛隊長だった。去り際、ニトロの肩かたに担かつがれたヒガンがこちらを向く。

「笹ささ川がわ君……死んだら、ダメだからね」

「分かってます。先生も怪け我がの治ち療りように専念してください」

　ヒガンは疲つかれたのか、失血のせいか、気を失った。

「惣そう次じ、お嬢じようの心配はいらん。お前は、埋つち呉くれの奴やつを幼女に変えて来い」

　そう言い残してニトロは立ち去った。その背中に、惣そう次じは深々と頭を下げる。

　ヒガンも気がかりだが今はニトロに任せるしかない。惣そう次じは埋つち呉くれ邸ていを臨のぞむ。

「よし、後は埋つち呉くれただ一人だ」

「いよいよやな」

　ここからが本番だ。ここで斬きった百を超こえるヤクザよりも、はるかに強いたった一人が、この先にいる。勝てる見み込こみはないのかもしれない。だけど、進むしかない。

　惣そう次じとスイレンは頷うなずき合い、朱しゆ色いろの門を潜くぐって埋つち呉くれ邸ていに向かった。




　紫むらさき色いろの桜吹雪ふぶきが舞まう。そこには、枯かれ山さん水すい風の庭園が広がっていた。

　庭園の中央、桜吹雪ふぶきの中に月を見上げて佇たたずむ埋つち呉くれがいる。

「部品は引き金を守るため、その任を全うしたか」

　埋つち呉くれは地面に刺ささっていた銃じゆう剣けんを引ひき抜ぬいた。

「まさか狼おおかみの顎あぎとがこれほど深く食い込むとは。俺直じき々じきに心臓を撃うたねばならぬというわけだ」

　銃じゆう剣けんの切っ先が惣そう次じの喉のど元もとに向かい、埋つち呉くれの戦せん闘とう態勢が完かん了りようへと至る。叩たたきつけられた殺気の焦しよう熱ねつに、惣そう次じの左目に傷が過よぎった。

「スイレン、埋呉アイツをどう見る」

「風格はあるな。一目で強いと分かる。お前はとりあえず何も考えず突つっ込め。あとはワシが合わす」

　スイレンと惣そう次じは互たがいに視線を交えることなく、各おの々おの戦せん闘とうの構えを見せた。

　互たがいの間合いに紫むらさき色いろの桜が吹ふ雪ぶく。

　為すすべなく敗北したあの時以来。未いまだに埋つち呉くれとの間に横たわる溝みぞがどれくらいなのかは分からない。今回は二人。戦力的には倍増した筈はずなのに、勝つイメージが湧わいてこない。

　──だがやるしかない。二人の全てをぶつけて、コイツを倒たおす。

　無ぶ頼らいで濁にごった風が、どこか遠く唸うなり声を上げる。

　そして、たった一つの前まえ触ぶれも無く、戦いの火ひ蓋ぶたは切られた。

「攻せめる！」

　膠こう着ちやくを引ひき裂さいたのは惣そう次じの大おお太た刀ちだった。重く速い剣けん閃せんが間合いを迸ほとばしり機先を制す。

「相変わらずの蛮ばん勇ゆうだな、番バン狼ロウ」

　銃じゆう剣けんで攻こう撃げきを受け止めた埋つち呉くれの真横からスイレンが脱だつ兎との如ごとき俊しゆん敏びんで迫せまった。射うたれた銃じゆう弾だんは五──埋つち呉くれはその全てを防ぼう御ぎよの片手間に弾はじき落とす。埋つち呉くれの銃じゆう剣けんは素す早ばやく翻ひるがえって銃じゆう口こうより惣そう次じに弾だん丸がんを浴びせ始めた。

「骸むくろ鵯ひよどり！」

　惣そう次じの刀は弾だん丸がんを斬きり落とし、隼はやぶさのように刀身を返して反はん撃げきを試みる。

「スイレン！」「おうよ！」

　埋つち呉くれが惣そう次じの剣けんを受け止めた隙すきにスイレンが横から鉛なまりの二に撃げきを加える。弾だん丸がんの双そう頭とうは埋つち呉くれの太ふと腿ももと脇わき腹ばらを抉えぐった。

「美徳を感じたぞ、飯岡の。いい引き金だ、これが千人殺しの魂たましいか」

　スイレンと惣そう次じの美しくも苛か烈れつな連れん携けいが埋つち呉くれに流れを渡わたさない。銃じゆう撃げきで怯ひるんだ隙すきに惣そう次じの一いち撃げきが、

「ここだッ！」

　埋つち呉くれの右みぎ腕うでを切り落とす。右みぎ腕うではブーメランのように舞まって、砂じや利りの上にどさりと落ちた。

「むぅ──」

　埋つち呉くれは小さく呻うめいて後退。その隙すきに惣そう次じは呼吸を整え、スイレンは弾だん倉そうを交こう換かんした。

「忌いま々いましい。引き金を引く腕うでが一つ減った」

　埋つち呉くれの右みぎ腕うでは、その断面から血を流す。利きき腕うでを失うという窮きゆう地ちに陥おちいりながらも、その表情には一ミリの動どう揺ようもない。

　惣そう次じは眉まゆを微び動どうさせ、訝いぶかし気に埋つち呉くれを見やった。

「何な故ぜあの能力を使ってこない。何か事情があるのか」

　相手はまだ戦意を失っていない。というより、自分の致ち命めい傷しようを意に介かいしていない。

　涼すずしい顔のまま、埋つち呉くれは片手で銃じゆう剣けんを構える。

「ついさっき、〈遠トオ吠ボエ〉が貴様を狩かるための力を蓄ちく積せきし終わった。だから、貴様が勝利を射い抜ぬくことはない」

　何を思ったのか埋つち呉くれは刃やいばを自分の胸に突つき立たてた。

「なんのつもりだ……まさか、お前」

「忌いま々いましい能力だとは思わんか。これほどの覚かく悟ごを要しながら、発動の鍵かぎとなるのは、弾だん丸がんではなく刃やいばだ。だが、この矛む盾じゆんの先には最高の報ほう酬しゆうが待っている」

　銃じゆう剣けんは持ち主の胸を一思いに貫つらぬいた。

「この技わざには少し困った特性があってな、〈遠トオ吠ボエ〉の力を大きく消しよう耗もうする。使えば数日、遠トオ吠ボエはただの銃じゆう剣けんとなる」

　傷口から血が零こぼれたかと思うと、それは逆流して傷口に戻もどっていく。背中に弾だん倉そうのような器官が突とつ出しゆつしたかと思うと、どこからともなく黒い光が弾だん倉そうに降り注ぐ。

「だから、部品に戦ってもらった。時間を稼かせぐため、あわよくば狼おおかみの謝肉祭を開くため。だが連中は散った。時じ間かん稼かせぎの任を果たして、散った」

　しばらくすると、その皮ひ膚ふに直線的な亀き裂れつが走った。銃じゆう剣けんが引ひき抜ぬかれると同時に、上半身の服が千切れ飛ぶ。

「死人掌てのひらに収めて体とりければ、かの者主しゆに至るを見ん──さあ戦争を濃のう縮しゆくしよう」

　なんだこいつは……。惣そう次じの目が鈴すずのように張った。

　埋つち呉くれの体、肘ひじのあたりから銃じゆう口こうが突とつ出しゆつしていた。いや肘ひじだけじゃない、首筋や指先、眼球に至るまで、体のあらゆる部分から銃じゆう口こうが飛び出している。

　怪かい物ぶつ。人外。異形。そんな言葉でしか説明できないものが惣そう次じの前に佇ちよ立りつする。

　埋つち呉くれが深呼吸をすると、体から突とつ出しゆつした銃じゆう器きは皮ひ膚ふの下に収納されていった。

「遠トオ吠ボエを使う者は、今まで生み出した銃じゆう器きを総身より突とつ出しゆつさせ、さらに今まで生み出した分の弾だん薬やくを体内で生成する」

　埋つち呉くれの右手が突とつ如じよ、ライフルに変形したかと思うと、次の瞬しゆん間かんには普ふ通つうの腕うでに戻もどっていた。銃じゆうを収納すると、見た目は普ふ通つうの人と変わらない。

「これが切り札、鉄量力動嶽ワイルド・アームズ──俺の中に千を超こえる決トリ意ガーがある。これは愛だ。世界で一番焦こげ臭くさい愛だ」

　鉄量力動嶽ワイルド・アームズ……言うなれば、斬きれば斬きるほど、その使い手は強くなる。

　ユメシマで戦った時、銃じゆうを抜ぬく素そ振ぶりすら見えなかったのは、銃じゆうを抜ぬいていなかったからか。

　惣そう次じは刀を構え直して相手を観察する。

「傷も治ってる。おまけに実質銃じゆう弾だんを無限に使えるのか。反則だろ」

「落ち着け。これが何の制約も無しに使えたら、サキシマはとっくの昔に陥かん落らくしとる。恐おそらく制限時間のようなもんがあるかもしれん」

「それなら、あの時、逃にげた俺を追つい撃げきしなかった説明もつく」

「楽観は禁物や。こっちの時じ間かん稼かせぎを想定してないとも思えん」

「あくまでも狩人かりゆうどのつもりで立ち回れ、か。頼たよりにしてるぞスイレン」

「任せとけ──閃光脱兎ジヤンピングフラツシユ」

　スイレンは惣そう次じの背後から高々と跳ちよう躍やくした。それと同時に惣そう次じは前に出る。

「来るか、番バン狼ロウ」

　埋つち呉くれは滔とう々とうと呟つぶやきながら、腕うでを機関銃じゆうに変形させ、弾たまの嵐あらしを持って惣そう次じを迎むかえ撃うつ。

　だが、惣そう次じには当たらない。射線を見切ると一いつ髪ぱつの差で銃じゆう撃げきを躱かわして殺さつ到とうした。

　流派、斬ざん撃げき王おうの孤こ独どく、断だん葬そうの四番──鉄くろがね鶯うぐいす──

　瞬しゆん間かん、刃やいばは尋じん常じようの彼方かなたへ加速──渾こん身しんの一いち撃げきが埋つち呉くれを襲おそう。刃やいばが直ちよく撃げきした瞬しゆん間かん、驚きよう愕がくで惣そう次じの皮ひ膚ふから冷ひや汗あせが浮うかんだ。

　──硬かたい。

　まるで厚さ数十センチの鉄板を殴なぐったような感かん触しよく、重さ、硬こう質しつ感。大たい抵ていの敵を一いち撃げきの下に葬ほうむり去さってきた〈慟どう哭こく〉を持ってしても、斬ざん断だんするイメージすら湧わいてこない。

　スイレンが着地と同時に発はつ砲ぽう。だが銃じゆう弾だんは甲かん高だかい音を立てて弾はじかれる。

「アカン、９ミリじゃ全く歯が立たん！」

　埋つち呉くれの後頭部から繰くり出だされた威い嚇かく射しや撃げきにスイレンは後方二十メートルまで距きよ離りを取る。

　再び刀を構える惣そう次じ。その内心は動どう揺ようの一色に染められていた。

　刀も銃じゆうも効かない相手を、どう倒たおせばいいのか。

　対する埋つち呉くれは、悠ゆう然ぜんと鉄てつ槌ついのような一歩を踏ふみ出だした。ずん、と自重で地面が陥かん没ぼつする。まるで王のように威い厳げんのある歩調だった。

「番バン狼ロウ、今度はこちらから行くぞ──攻撃開始イグニツシヨン」

　地面を蹴けり砕くだき、埋つち呉くれの体が加速する。

　──速いッ！

　接近を許した。迫せまり来る刺し突とつ。だが受けてはならない。足を止めればその瞬しゆん間かん、銃じゆう撃げきの餌え食じきになる。惣そう次じは足さばき一つで斬ざん撃げきを躱かわし切ると、埋つち呉くれの口内より放たれた銃じゆう弾だんを一いち撃げきの下に無力化した。

　──弾たまが重いっ！

「次じ弾だんは７・７ミリだ」

　胸むな元もとに蜂はちの巣すのような銃じゆう口こうが出現、無数の弾だん丸がんがばら撒まかれた。

　たかがライフル弾だん如ごときと、惣そう次じは弾だん丸がんの一いつ切さいを防ぐ。だが、埋つち呉くれの連射を至近距きよ離りで受けたせいで、惣そう次じの体勢は大きく崩くずれた。その隙すきに埋つち呉くれが剣けん圏けん内ないに突とつ入にゆうしてくる。

　──この距きよ離りはマズイ！

　埋つち呉くれが旋せん風ぷうのように身を翻ひるがえすと、ウマの尾おのような髪かみが水平に弧こを描えがいた。髪かみの先せん端たんは無数の銃じゆう口こうへと変形し、周囲に弾たまをばら撒まく。そのうちの一発が惣そう次じの喉のどを貫つらぬき、三発が肋ろつ骨こつを砕くだいて肺を貫かん通つうした。仮面が衝しよう撃げきで砕くだけ、惣そう次じの素す顔がおが露あらわになる。

「がはっ」

　鮮せん血けつを吹ふいた。それは彼の生命力をもってしても重じゆう傷しようだった。おまけに──

「ここだ」

　惣そう次じの脇わき腹ばらに埋つち呉くれの右手があてがわれる。

「番バン狼ロウ、鉛なまり弾だまに接せつ吻ぷんされる気分はどうだ」

　──まずい、逃にげろ！

　地面を蹴けり、後方へと回かい避ひする。だがそれは、埋つち呉くれの攻こう撃げきが終わった後だった。その掌てのひらから放たれた一いち撃げきが、肉を抉えぐり内臓を破は壊かいした。トチ狂くるった量の血が、首と腹と胸から流れ出る。惣そう次じは刀を地面に突つき、辛かろうじて立位を保てた。

「惣そう次じ！」

　スイレンが絶ぜつ叫きようする。

「これしきの傷──まだ、──だ、俺は──る」

　喉のどを潰つぶされたせいでまともに発音ができない。立っているのがおかしいくらいだ。

（だがまだ戦える。この命を燃やせば、相打ちくらいにはもっていける）

　それは強がりではない。勝つ確率は零ゼロじゃないと、本気で考えていた。

「終わりだ。たった今、可能性の弾だん丸がんは地に落ちた。後ろを見ろ」

　見ない。死し闘とうの最中に、相手から目を逸そらしたりはしない。




「惣そう次じ、君？」




　惣そう次じは振ふり返かえった。庭園の入り口に停とまった一台の乗用車。その前に、スーツ姿の女性と、女性に銃じゆうを突つき付つけられたウレハの姿があった。

「ウ──さん」

　何な故ぜだ。何な故ぜ、彼女がここにいるのだ。

「惣そう次じ君、が、なんで？」

　ウレハは自分の見ているものが信じられないと言った様子で、ポカンと口を開けていた。

　当然だ。喧けん嘩かに弱く、それでいて子こ煩ぼん悩のうな青年。それが血を流しながら刀を振ふって、全身から銃じゆう弾だんをばら撒まく男と戦っている。

　見られた。ウレハにすべて知られた。いや、違ちがう。そうじゃない。今ウレハは銃じゆうを突き付けられている。正体がバレたことよりもそっちのほうが重要だ。

「自分の親しい人が番バン狼ロウと知った気持ちはどうだ」

　埋つち呉くれは勝かち誇ほこったようにウレハに問いかけた。

「惣そう次じ君が、番バン、狼ロウ？」

　ウレハは胸に手を当て、荒あらい呼吸に肩かたを上下させる。

「……あの優やさしい惣そう次じ君が、罪なき人の命を……子供たちの親を奪うばった、番バン狼ロウ？」

　違ちがうそれは誤解だ。そう言いたくても、裂さかれた喉のどでは声が出ない。

　ウレハは自分の衣服を強く握にぎりしめた。次の瞬しゆん間かん、何を思ったのか、自分の頰ほおを強く引っぱたく。激しい破は裂れつ音があたりに響ひびき渡わたる。

「違ちがう！　惣そう次じ君はそんなことをしない！」

　喉のどが壊こわれるほどの絶ぜつ叫きようで叫さけんだ。

「惣そう次じ君！　スイレンちゃん！　逃にげてください！」

「逃にげるな番バン狼ロウ！　動けばこの女を殺す！」

　横にいた女が惣そう次じを脅きよう迫はくする。

　動かない。動けるわけがない。ウレハに銃じゆうを突つき付けられて、戦意を保てるはずがない。

「俺も極ごく道どう、大人しく殺されれば、義を通してその女は助けてやる」

「ダメです！　私の事はいいから！　逃にげて！　お願いだから逃にげて！」

　ウレハの瞳ひとみから涙なみだの粒つぶが飛んだ。不思議なことに、惣そう次じは嬉うれしかった。惣そう次じが番バン狼ロウであると知ってもなお、自分を否定しないでいてくれたから。

　刀を投げ捨て、惣そう次じは座して目を閉じる。




「おれ──の、負け──だ」




　敗北の宣言を終えた後、口を引き結び、覚かく悟ごを決める。

「そうだ。引き金を持たぬ愚ぐ者しやよ、ようやく認めたな。お前は俺の慈じ悲ひを得る資格を得た。故ゆえに人間的な死をくれてやろう」

「やめろおおぉ！」

　スイレンが必死で発はつ砲ぽうする。だけど、埋つち呉くれは止まらない。ならばと、閃光脱兎ジヤンピングフラツシユで跳とび蹴げりを繰くり出だすも、足を摑つかまれ地面に叩たたき付つけられた。

「がぁっ」

　スイレンは脳のう震しん盪とうを起こして手足の自由が利かなくなる。

「君はそこで眠ねむっていてくれ」

「スイレン！」

　駆かけ寄よりたいが、それができないのがもどかしい。

「さて、処しよ刑けいの続きだ」

　改めて埋つち呉くれは惣そう次じに殺意を注いだ。

　惣そう次じは敵の瞳ひとみを睨にらみつける。スイレンと惣そう次じの全力をもってしても、コイツとの力の差は埋うまらなかった。おまけに襲しゆう撃げきされるや否いなや逃走防止にウレハを拉ら致ちする即そく応おう力。

　やはりコイツは強かった。拳こぶしを握にぎりしめ、目を閉じて、たった一つの希望に縋すがる。

　──あとは頼たのむぞ、スイレン。

　弾だん雨うが惣そう次じの体を嬲なぶった。弾だん丸がんは、肩かたを射い抜ぬき、腹を抉えぐり、頭の一部を砕くだいた。凄すさまじい量の出血が赤々と地面を染め上げる。

「来世では銃じゆうを使う事だ。そうすれば、死神も少しは容よう赦しやしてくれるだろう」

　さらばだ、番バン狼ロウ。

　終しゆう焉えんの一いち撃げきが心臓を貫つらぬいた。惣そう次じの体が弓なりに反り返り、次の瞬しゆん間かんには脱だつ力りよくする。その後、一度だけピクリと痙けい攣れんをして動かなくなった。霞かすむ視界が最後に映したのは、勝かち誇ほこった埋つち呉くれの顔だった。視界が黒くなる。感覚は無意識の中に堕おち、そして惣そう次じは冷たくなった。











六章　終局への二分間






「さあ、残るは飯いい岡おか昭しよう三ぞう、君一人だ」

　脳のう震しん盪とうから回復したスイレンは埋つち呉くれを見上げた。スイレンの体に傷はない。殆ほとんど攻こう撃げきをされていないからだ。

「なんで、ワシには手加減をする」

「俺が見てきたヤクザの中でも、君の引き金は重さが違ちがう。たった一つの拳けん銃じゆうに、人生を託たくしてきた者の重さだ」

　君、という二に人にん称しようから察するに、埋つち呉くれはスイレンに敬意を表しているらしかった。同じ銃じゆうの使い手として、何か感じるものがあるのかもしれない。

「来い。飯いい岡おか昭しよう三ぞう。君となら髄ずい龍りゆう組ぐみを再興できる」

　スイレンの視線は揺ゆるがない。

　その幼女は、たった一つの決意を、言葉にして解き放つ。

「ワシはもう、そっち側には行かん」

「何？」

「二度は言わん。お前の仲間にはならん」

「何な故ぜ、決断に安全装置をかける。一体何が、何が君を躊ちゆう躇ちよさせている」

「何が躊ちゆう躇ちよさせる……か」

　スイレンはゆっくりと目を閉じる。

　瞼まぶたの裏に描えがかれたのは、両親との想い出だ。母親は産まれてくる自分を殺そうとした。父は浮うわ気き相手をよく家に連れ込み、昭しよう三ぞうの前で堂々と事に及およんだ。お腹なかが減ったと言うと、邪じや魔まだからゴミ箱でも漁あさって来いと自分を家から追い出した。

　次に浮うかんだのは暖だん炉ろ荘そうの光景だ。自分の誕生日を祝ってくれた子供たち。ウレハの温かい手料理。そして自分を𠮟しかり、頭を撫なで、言葉を話しただけで喜んでくれた少年。

　それは、スイレンにとって、初めての家族だった。

　だから、そんな家族を守りたかった。

　暖だん炉ろ荘そうの誰だれにも、死んでほしくない。

　ただ、それだけだ。

　心は、惣そう次じと共にある。

　吹ふ雪ぶく桜の中で、スイレンはそっと瞼まぶたを開けた。

「──ワシにも分からんわ」

　埋つち呉くれは切なげに殺意を灯ともし、そっとスイレンを見つめた。

「そうか、君なら、俺を理解すると思っていた」

「アテがはずれたな。この銃じゆう口こう、お前に向けさせてもらうで」

　勝てぬと知りながらも、スイレンは引き金に指をかける。

「ならば、体にでも訴うつたえてその意志を曲げてやろう」

　埋つち呉くれも戦せん闘とう態勢に移った。

　行くぞ──埋つち呉くれの膝ひざから銃じゆう弾だんが飛ぶ。それを閃光脱兎ジヤンピングフラツシユで回かい避ひ。そのまま凄すさまじい速度で埋つち呉くれの顎あごを蹴けり抜ぬいた。

「ぐっ──」

　重い金属の音がして埋つち呉くれが一いつ瞬しゆんだけよろめいた。速度を活いかしたスイレンの猛もう攻こうに、埋つち呉くれは翻ほん弄ろうされる。

「俊しゆん敏びんだな、飯いい岡おか」

　だがダメージそのものはゼロだ。

　──このまま何とか、コイツを惣そう次じから離はなされへんやろか。

　スイレンだけは気付いていた。

　笹ささ川がわ惣そう次じにはまだ息がある。だが致ち命めい傷しようだ。恐おそらくあと数分で死に至るだろう。最も早はや治ち療りようも間に合わない。だが、スイレンは望みを捨てていない。

　──妖よう刀とう第だい四よんの能力。その発動条件が、遠トオ吠ボエと同じならば。

　確証はない。だが、それを試ためしてみる価値はある。

　──コイツが惣そう次じの生存に気付く前に、慟どう哭こくで惣そう次じの胸をぶち抜ぬかなあかん。せやけどワシは埋つち呉くれにかかりっきりや。今、それが出来るのは……

　車の傍かたわらに、呆ぼう然ぜんと立たち尽つくすウレハを見やった。

　──ウレハになんとしても伝えな。

　だが口頭で伝えれば埋つち呉くれに気付かれて終わりだ。どうする……

「そこだ」

　百ひやく戦せん錬れん磨まのスイレンが犯おかした、たった一つの余所見ミスを埋つち呉くれは見み逃のがさない。眼球から放たれた９ミリ弾だんが高速で動くスイレンの膝ひざを撃うち抜ぬいた。

「痛つっ！」

　スイレンはあっけなくその場に墜つい落らくする。砂じや利りの上を転がり、無数の傷を作って地べたを舐なめる。二つの拳けん銃じゆうはスイレンの手から離はなれて地面に落ちた。

「最後の忠告だ。俺の弾だん丸がんになれ。照準でもいい。首を縦に振ふらないと、君の腕うでを引き千切る」

　埋つち呉くれはスイレンに歩み寄ると、銃じゆう剣けんの刃やいばをスイレンの肘ひじに乗せた。

「痛つっ、どないしょうかな……」

　銃じゆう剣けんが皮ひ膚ふを裂さき、スイレンの二にの腕うでが赤く染まっていく。元組長の意地か、一つの悲鳴も上がらない。肉に食い込んだ刃やいばが、スイレンの腕うでの骨を裂さこうとしたその時。

　一台の車が埋つち呉くれを撥はねた。




　惣そう次じが死んだ時、織おり凪なぎウレハの世界は灰色になった。彼女はまるで人形のように目を見開き、死体となった惣そう次じを凝ぎよう視しする。

　初めて出会った時、惣そう次じは死にかけていた。体は衰すい弱じやくし、心も壊こわれかけていた。言葉を話し、一日三食取れるようになったのは、出会って二週間後だ。

　その時ウレハも教会の運営という問題を抱かかえていた。なにせ、教会の司祭やら修道士達が麻ま薬やくの密売で全員自警団に捕つかまったのだ。右も左も分からないまま教会の運営を任され、礼拝者に怒おこられ、夜は一人で落ち込んでいた。そんな時、いつも彼女の頭をそっと撫なでてくれたのが惣そう次じだった。自分だって辛つらいのに、それでもウレハの辛つらさを和やわらげようとしてくれた。

　彼がいたから暖だん炉ろ荘そうを開設できた。彼がいたから、ここまでやってこれた。

　将来は一いつ緒しよになれなくたって、惣そう次じが幸せならそれでもいい。この少年の未来が、明るければそれでいい。なのに、その少年の未来は理り不ふ尽じんな暴力に奪うばわれてしまった。

　虚きよ無むが彼女の心を襲おそう。何もない、闇やみだけの地平。そこに明かりが灯ともった。その明かりは煌こう々こうと燃え上がり、やがてマグマのように煮にえたぎる。

　その感情を、人は怒いかりと呼ぶ。

「よくもおおおおおおおおおおおおおぉ！」

　ウレハは獣けもののように絶ぜつ叫きようすると、傍かたわらの女に頭ず突つきを叩たたき込んだ。

「ぐはっ」

　銃じゆうを奪うばうと、その銃じゆう床しようで殴おう打だし女を気絶させる。

「よぐも！　よくも！　よくもおおおおおおぉ！」

　銃じゆうを投げ捨てて車に乗り込むと、躊ちゆう躇ちよなくアクセルを踏ふみ抜ぬいた。

「惣そう次じのっ、未来を奪うばった罪を、その身で償つぐなえ！」

　全速力で疾しつ駆くする鉄の塊かたまりは、埋つち呉くれを軽々と撥はね飛とばした。

「かはっ」

　怯ひるむ埋つち呉くれめがけ、ハンドルを切る。

「惣そう次じを、惣そう次じを返せっ！」

　そこに優やさしいシスターの面おも影かげはない。怒いかりによって歯を剝むき出だしにした、鬼おにのような女がそこにいた。




「怖こっわ。なんやあれ」

　一いつ瞬しゆんスイレンは呆あつ気けにとられた。目をひん剝むいて荒あら々あらしく車を駆かる彼女は、最も早はやスイレンの知るウレハではない。だが、彼女は惣そう次じに近寄る最初で最後のチャンスを生んだ。

「頼たのむぞ、ウレハ。時間を稼かせいどいてくれ…………お前も死んだらあかんで」

　スイレンは負傷した右みぎ脚あしを引きずりながら、惣そう次じの近くまで這はって行った。血まみれの妖よう刀とうを手に取ると、惣そう次じを仰あお向むけにする。惣そう次じは、頭、肩、腹、喉のど、胸を撃うち抜ぬかれていた。

「ほんま頑がん丈じようやな。心臓ぶち抜ぬかれとるやないか……ん？」

　胸の辺りからは、ニトロの作ったボディアーマーが露ろ出しゆつしている。

「お前なりに手は尽つくしたんやな。その執しゆう念ねん、しかと受け取ったで」

　服を脱ぬがせ、その胸に、慟どう哭こくを突つき立たてた。

　深呼吸をし、思い切り力を籠こめる。

「人生最大の賭けスイチや。頼たのむぞ妖よう刀とう」

　そして刃やいばは惣そう次じの胸むな元もとを貫つらぬいた。

　慟どう哭こくが輝かがやきを放つ。見たことも無い、優やさしい青だ。

　その輝かがやきは、見る見るうちにその強さを増していった。




　ウレハの車は埋つち呉くれの体を桜の木に叩たたき付つけた。車と木に挟はさまれながらも、埋つち呉くれは銃じゆう剣けんで反はん撃げきを試みる。だがすでにウレハは車を脱だつ出しゆつし車から距きよ離りをとっていた。痛々しく見開かれた双そう眸ぼうから涙なみだがこぼれる。惣そう次じを奪うばったこの男が、ただただ許せなかった。

「私が、あの人を奪うばった報むくいを受けさせてやる！」

　辺りに武器が無いか探す。彼女の頭にあるのは、破局的に噴ふん火かする感情を目の前の男にぶつける事だけだ。

「──やってくれる。このような引き金のない武器で」

　車が爆ばく炎えんを上げて大破した。轟ごう々ごうと荒あれ狂くるう炎ほのおの中に人ひと影かげが揺ゆれる。

「番バン狼ロウとの約束だ。命は取らない。だが、ケジメはつけさせてもらう」

　埋つち呉くれは手を機関銃じゆうに変形させ、ウレハの腕うでに狙ねらいを定めた。

「銃じゆうを持たぬのなら、その両りよう腕うでは必要あるまい？」

　ウレハは肩かたで息をしながら、大切な人を奪うばった男の顔に視線を叩たたきつけていた。

　万ばん策さく尽つきた。ウレハの煮にえたぎる怒いかりをぶつけたところで、この怪かい物ぶつには勝てないのだ。

「女、お前に、悲鳴は必要ない。ただ悔くいろ。もう一度言う。悲鳴はいらない」

　銃じゆう弾だんが放たれる、その寸前──




「ばぶぅ」




　場ば違ちがいな声に、ウレハと埋つち呉くれは揃そろってそちらを向いた。

　見れば、裸はだかの赤あかん坊ぼうが四よつん這ばいで移動しているではないか。よちよちと、砂じや利りの上を這はいながら、時折ぺちぺちと地面を叩たたいている。あまりにも戦場に似つかわしくない光景だ。

「ぶう」

　赤あかん坊ぼうは転がった慟どう哭こくの柄つかを握にぎる。その背中に、蓮はすの花の刺いれ青ずみが浮ういていた。

「──何かこの俺に不都合なことが起きているな？」

　言いながら埋つち呉くれは銃剣で、赤あかん坊ぼうに狙ねらいを定めた。

　赤あかん坊ぼうはいつの間にか二本足で歩いている。やがて刺いれ青ずみが発光し、立体的な蓮はすの花を咲さかせていた。スイレンの手ての甲こうにも刺いれ青ずみが浮うかんだかと思うと、睡すい蓮れんの花が開いて光の粉を飛ばした。光の粉は、空中を漂ただよい赤あかん坊ぼうの背中に咲さいた蓮はすの花へと吸い込まれていく。

「装そう弾だんされなければ、銃じゆうも撃うたれまい。ここでその命、絶たせてもらう」

　そう言うと、埋つち呉くれは発はつ砲ぽうした。

　どこかでキンと音がする。見れば、赤あかん坊ぼうは刀を振ふり下ろした後だった。まさか、弾だん丸がんを防いだのか。

　赤あかん坊ぼうの背が少しずつ伸のびていく。初はつ霜しものような白い髪かみが頭頂から流れ、ドレスのような白い服を身に纏まとう。気が付けば赤あかん坊ぼうは幼女になっていた。

　どこからともなく降り注ぐ光の粉が、次から次へと蓮はすに吸収されていく。

　何が起きているか初めに気付いたのは、埋つち呉くれだった。

「──合が点てんがいった。俺の遠トオ吠ボエと同じように、貴様も今まで斬きった者から力を集めているな」

　さらなる銃じゆう撃げきが幼女を襲おそう。だが幼女は刀を振ふって軽々と弾はじき飛とばす。髪かみは伸のび、目に見えて体が成長していく。背中の花は散り、背せ丈たけが一三〇センチほどにまで伸のびていた。

「戦うと言うのであれば、約束は反ほ故ごにされたと見なす」

　埋つち呉くれの銃じゆう口こうが再びウレハに向かう──その直前、白い影かげが二人の間に割って入った。

「もう大だい丈じよう夫ぶです」

　竪たて琴ごとのような美しい声。ウレハの瞳どう孔こうが驚おどろきで大きくなる。

　目の前にあったのは、見たこともない女性の背中だった。

　シルクのように白く細やかな髪かみが、夜の中を優ゆう雅がに泳いでいた。その顔立ちは凜り々りしくそして美しい。そしてその佇たたずまいは、刀とう匠しように鍛きたえ抜ぬかれた刃やいばのように力強かった。

「ウレハ、ここからはもう一回俺が戦う」

　その少女は、ウレハの名を呼んだ。まるで自分が、笹ささ川がわ惣そう次じであるかのように。
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　今まで斬きった幼女達の力が流れてくる。無になった自分が、感覚を得て、肉体を得て、新たなる器うつわを構築する。髪かみの毛け先さきが背中に触ふれる感かん触しよく。肌はだはより滑すべやかに、体はよりしなやかに。

　気が付けば、体は女になっていた。胸にはそれなりに膨ふくらみがあり、顔立ちも美人になっている。その姿は、幼女というよりは、美少女と呼んだ方が正しい。

　妖よう刀とう第だい四よんの能力〈戰いくさ乙おと女めの略りやく歴れき書しよ〉

　今まで生み出した幼女から力を集めて、使い手を強化する。それが慟どう哭こくの持つ、正しよう真しん正しよう銘めいの切り札だった。

「えっと、なんかどえらい事になってたけど、お前惣そう次じでええんよな？」

　目の前の事態に理解が追いつかないのか、スイレンは動どう揺ようしているようだ。

　惣そう次じは自分の膨ふくらんだ胸に一いつ瞬しゆん目をやり、頰ほおを赤くして前を向く。胸これが、今自分の体にあるのは流石さすがに恥はずかしい。

「う、うん。俺は笹ささ川がわ惣そう次じで、間ま違ちがいない」

「な、ならええわ。違ちがうかったらどうしようかと思った」

「スイレンとウレハは下がってて。激しい戦せん闘とうになる」

「は、はい」

　ウレハに抱かかえ上あげられながら、スイレンは惣そう次じの背中に声をかける。

「頼たのむで、相棒。絶対に負けんなや」

「大だい丈じよう夫ぶ。勝ってくる」

　そしてウレハとスイレンは惣そう次じから遠ざかる。

　二人が離はなれたのを背中で感じ、あらたまって埋つち呉くれと惣そう次じは向かい合う。

「えらく様変わりしたな、番バン狼ロウ。俺も人の事は言えんが」

　惣そう次じは背筋を伸のばし、腰こしの高さに大おお太た刀ちを構えた。

　この姿になっても、やはり目に傷は浮うかんだ。

「行くぞ、埋つち呉くれ。今度こそ、お前を倒たおす」

「無む駄だだ。引き金は増えていない。即すなわち貴様の勝つ確率もゼロだ」

　埋つち呉くれはあくまでも冷静だ。

　対する惣そう次じはほの白く光る切っ先を、舞まい散ちる桜吹雪ふぶきの中で埋つち呉くれに向ける。かくして少女は銃じゆう口こうを睨にらみ返し、敵意を漲みなぎらせ、そよ風のような声で一言。




「尊プラ厳イドを、喰くい殺す」




　惣そう次じの体が猛もう烈れつな加速を見せた。一いち撃げきを刀で受け止めた埋つち呉くれの体勢が大きく崩くずれる。

　──体が軽い。力が漲みなぎる。今まで斬きった幼女達の力を結集してるからか。

「番狼キサマのこの腕わん力りよくっ、速度っ、そして重おもさっ！　厄やつ介かいだ！」

　今まで冷静を誇ほこった埋つち呉くれの顔に動どう揺ようの色が浮うかんだ。体勢を崩くずしながらも、脇わき腹ばらの機関銃じゆうで反はん撃げき──惣そう次じの刃やいばはそれを難なくはじき返す。

　刀は燕つばめのように翻ひるがえり、鋭するどい一ひと太た刀ちを埋つち呉くれの胸に浴びせた。

　やはり硬かたい。だが、手応えはあった。

　見れば埋つち呉くれの胸に浅い傷がついている。

「……この体に傷をつけるか。忌いま々いましい事実だが、出だし惜おしみをして勝てる相手ではないようだな」

　一いつ旦たん後ろに飛びのいた埋つち呉くれは、大きく深呼吸をした。その体が発熱し、周辺で陽かげ炎ろうが揺ゆれる。

　埋つち呉くれのプレッシャーがさらに増した。この男が、本気を出す。

「銃じゆう器きこそが歴然惨さん禍かの至高であることを今、この全身で証明してやろう」

　肘ひじ、指先、膝ひざ、喉のど元もと、毛先、あらゆる部分から銃じゆうがハリネズミのように突とつ出しゆつ。

「総デト身ネイ起シヨ爆ン」

　埋つち呉くれはその全身よりありったけの弾だん丸がんを吐はき出だした。殷いん々いん絶え間なく轟とどろく銃じゆう声せいと、鉄と鉄の悲鳴がオオサカの夜を揺ゆるがせる。

「弾幕発狂クロスフアイア！」

　嵐あらしのような弾だん幕まくが波打った。圧あつ倒とう的てき密度で迫せまりくる数千の弾だん丸がん。埋つち呉くれの体が熱で赤みを帯びるほどの火力が惣そう次じを襲おそう。

「骸むくろ鵯ひよどりッ！」

　惣そう次じは弾だん幕まくを刃やいばで弾はじきながら後退。強化された身体能力を持ってしても、近づく事すら許されない。大人おとな数千人を殺しても釣つりがくるほどの火力。これが、埋つち呉くれの本気。

　──駄だ目めだ、防ぎ切れない。

　自分の劣れつ勢せいを悟さとった惣そう次じ。

　その背中にスイレンの喝かつが叩たたきつけられる。

「惣そう次じ！　強く、力強く、力強く跳とべ！」

　その声が耳に届くと同時に、惣そう次じは膝ひざを深く折った。

　──そうか、幼女の力を集めているのなら、これも使える筈はずだ。

　惣そう次じの瞳ひとみに睡すい蓮れんの紋もん様ようが浮うかんだ。




「閃光脱兎ジヤンピングフラツシユッ」




　惣そう次じは天高く飛び上がった。皮ひ膚ふに冷たい風。臓ぞう腑ふに独特の浮ふ遊ゆう感。眼下に小さくなった埋つち呉くれめがけ、隕いん石せきの如ごとく落下する。

「馬鹿なっ！」

　一ひと太た刀ちは埋つち呉くれの回かい避ひ運動に空を切る。だが、そこから全く隙すきを見せず跳ちよう躍やくと急降下の連続でジグザグを暗あん澹たんに刻み、あらゆる角度から斬ざん撃げきの雨を降らせていく。

「照準が定まらないなら、げぼ、その分攻こう撃げきの密度は薄うすくなる」

　防ぼう御ぎよ網もうを搔かい潜くぐった斬ざん撃げきの幾いくつかが、無敵を誇ほこった埋つち呉くれの皮ひ膚ふに傷をつけた。

　だが埋つち呉くれも折れない。さらに弾だん幕まくを厚くして、反はん撃げきを試みる。

「俺は潰ついえぬ。この弾たまを全て吐はきつくしてでも、貴様を地じ獄ごくに叩たたき落と──なっ!?」

　突とつ如じよ埋つち呉くれは片かた膝ひざをつき、動きを止めた。見れば足元にとりついたカマキリが膝ひざから下を解体している。

「この虫、一体どこら湧わいて出た」

「アンタの組の若わか頭がしらの能力、変原自材パネ・キツトだ。戦いの間に卵を産ませてもらった」

「これしきの窮地ジヤムで動じるものか！」

　一いつ旦たん攻こう撃げきを停止、素す早ばやく足を別の銃器に組くみ替かえて体勢を立て直す。生じた隙すきは０・１秒。それは、超ちよう人じんと超ちよう人じんの戦いにおいては、あまりにも長い隙すきだった。

「好機一いつ閃せん。その尊プラ厳イド、貰もらい受うける！」

　極限まで強化された身体能力は、数十の剣けん閃せんをその刀より解き放ち、弾だん幕まくを穿うがちながら閃光脱兎ジヤンピングフラツシユで直進する。

　斬ざん。

　惣そう次じの放った一いち撃げきが、硬こう質しつ化した埋つち呉くれの胸を両断する。傷口から血の波が逆巻き、一いち目もく瞭りよう然ぜんの致ち命めい傷しようとなった。

　自分の胸を深々と裂さいた傷口に目をやり、埋つち呉くれは微び笑しようした。

「……認めてやろう。今のは、俺の命を締しめくくるのに、相応ふさわしい一いち撃げき、だった」

　埋つち呉くれに刻まれた全身の傷から大量の羽根が舞まい上あがる。

　盛せい大だいに舞まう羽根の中で、埋つち呉くれの肉体は消しよう滅めつした。

「勝った、勝ったのか……」

　口から鋼鉄のように重い吐と息いきが漏もれた。

　勝利の喜びを戦いの疲ひ労ろう感が上回る。

　無防備となった惣そう次じの体を、誰だれも攻こう撃げきしないことだけが勝利の証あかしだった。

　そう、勝った。

　勝ったのだ。あの悪あく魔まのような髄ずい龍りゆう組ぐみを、埋つち呉くれを、惣そう次じは倒たおしたのだ。

「惣そう次じ君！」

　ウレハが飛びついてきた。ウレハは惣そう次じの胸の谷間に顔を埋うずめ、記き憶おくにないほど強くその体を抱だきしめる。

「惣そう次じ君、惣そう次じ君、惣そう次じッ。本当に、よかったぁ」

　胸の中から蚊かの鳴く様な声が聞こえてくる。ウレハがこんな風に泣くのを初めて見た。

「ウレハ、色々隠かくしててゴメン。みんなを守りたくて、その、こんな感じになった」

　胸のなかで、ウレハの首がスリスリ左右に振ふれた。

　ウレハは胸から顔を離はなして、一いつ生しよう懸けん命めい笑う。その健けな気げな笑え顔がおが、たまらなく愛おしい。

「大だい丈じよう夫ぶです。あなたがどんなに辛つらい思いをしてきたか、少しは分かるつもりです。だから謝らなくて大だい丈じよう夫ぶ。そんなことで、あなたを否定したりしませんから。絶対に」

　やっぱりウレハは優やさしい。自分が番バン狼ロウだと分かっても、受け入れてくれる。そんな彼女が傷つかなくて、本当に良かった。本当に。

「ほんま、よう勝てたわ」

　負傷した足を引きずりながら、スイレンが歩いてくる。

「それ、元に戻もどるんか？」

　ウレハとスイレンの視線が、惣そう次じの膨ふくらんだ胸に集中する。

「た、多分。埋つち呉くれは一いつ旦たん元に戻もどってたぽいし」

　本当に戻もどるよな、と少し不安になった。

「埋つち呉くれと言えば、アイツどないすんねん」

　三人は埋つち呉くれを振ふり返かえる。

　例にもれず、埋つち呉くれは幼女になっていた。

　髪かみは長く、小顔で、瞳ひとみは無む垢くに輝かがやいている。以前の美しさが幼女の姿にも反映されていた。月光のような、瀟しよう洒しやな美しさだ。そして、その体には月つき見み草そうの刺いれ青ずみが光ひかり輝かがやいている。

「おい、刺いれ青ずみあるやん」

「斬きった時、奴やつの過去が見えた。だから、きっと彼も特別な幼女になったんだろう」

「ということは、不死身ちゃうで。コイツはサキシマの連中を皆みな殺ごろしにしようとした奴や。ケジメつけさせるなら、ワシは止めんぞ」

　幼女埋つち呉くれは親指を吸い、ぽけー、とどこかを見つめている。かつての威い厳げんや殺気は、完全になくなっていた。

「俺にはあの子を殺せないよ。スイレンは？」

「ムリムリ。無む抵てい抗こうのガキ殺したらホンマの意味でメンツが死んでまうわ」

　一つ小さくため息をついて、スイレンは埋つち呉くれに手を差さし伸のべる。

「良かったなお前。無罪放ほう免めんやで」

　スイレンが手を引くと、「うー」と言いながらスイレンにねっとりと抱だき付ついた。

「離はなれろや！　暑いやんけ！」

　スイレンが好きなのか、抱だき付ついた後はうにうにと居い心ごこ地ち良よさそうにしている。

「あー、何しろ一件落着や」

「そうだな。まだ事後処理は残ってるけど、一度サキシマに帰ろう」

　惣そう次じとスイレンには、命を賭としてまで守まもり抜ぬいた帰る場所がある。それは惣そう次じが生まれた場所であり、友の元であり、そして家族の隣となりだった。

　三人は、薄うつすらと茜あかねを帯びていく空を仰あおいだ。

　夜が明ける。

　長い長い、鉄の臭においのする夜が、ようやく明ける。











終章






　惣そう次じの体は元に戻もどり、慟どう哭こくが力を消しよう耗もうしたせいで数日の間は只ただの人になった。また、完治したかに思われていた傷も、致ち命めい傷しようにならない程度には残った。

　髄ずい龍りゆう組ぐみとの抗こう争そうが終わって一週間。穏おだやかに波打つオオサカ湾わんと、降り注ぐ柔やわらかい日差し。サキシマには平へい穏おんが戻もどっていた。

「うぎゃあああああああああぁ！」

　暖だん炉ろ荘そうにスイレンの絶ぜつ叫きようが響ひびき渡わたる。一階食堂を走り回るスイレン。それを追いかけるのはネコミミフードのポンチョを持った惣そう次じと、カメラモードのスマホを持ったウレハだった。

「惣そう次じ君、右に回り込んでください」「了りよう解かい」

　二人は阿あ吽うんの呼吸でスイレンを捕ほ獲かくする。

「放せええ！　放すんやあああぁ！」

「大だい丈じよう夫ぶですよ。スイレンちゃんの可か愛わいい姿を写真に収めたら解放してあげますから」

「そういうことだ。観念してこれを着ろ」

　ニッコリと笑いながらスイレンに迫せまるウレハと惣そう次じ。

「お前ら悪あく魔まや。悪あく魔まやああぁ！」

　二分後。

「なんでお前ら二人揃そろったら道徳死ぬん？」

　ネコさんのポンチョを着せられていじいじするスイレンの姿があった。

「「かわいい！」」

　ニコニコしながらカメラをパシャパシャするウレハ。暫しばらくすると、スイレンもひょいと体を起こし、ポンチョの裾すそをひらひらさせたり、体を捩よじって着き心ごこ地ちを確かく認にんしたりする。フードを被かぶってネコ耳をピコピコ。本当はかなり気に入っているようだ。

「意外といいでしょ」

「……お前ら、趣しゆ味み悪いぞ」

　言いつつも悔くやしそうにコクリと頷うなずくスイレン。ウレハは自分の趣しゆ味みを無理やり押し付けたりしない。ちゃんとスイレンが可か愛わいいもの好きだということを知った上でやっている。

「これ、どこで買ったん？」

「私の手作りです。採寸し直して、後日差し上げます」

　着き心ごこ地ちなどを確かく認にんしてから、スイレンはポンチョをウレハに返した。

「お前といい惣そう次じといい、どっちもええオカンしとるわ」

　スイレンはどこか嬉うれしそうだ。

「そういえば、惣そう次じ君、今夜ここで一いつ緒しよに夕食どうですか？」

「え、いいの？」

「はい。奮発してたくさんお肉買ったんで、今日は焼肉でもしちゃいましょう」

　孤こ児じ院の焼肉と、一いつ般ぱん家庭の焼肉は意味が異なる。孤こ児じ一七人分の空腹を満たす程ほどの牛肉は、ただでさえ厳しい暖だん炉ろ荘そうの家計に大ダメージを与あたえる。

　きっと、ウレハなりに惣そう次じの無事を祝いたいのだろう。惣そう次じはその心意気に頭を下げた。

「あ、ありがとう。楽しみに待ってる。先生も食べるよね？」

　食堂端はしの室内遊び場にヒガンはいた。埋つち呉くれも一いつ緒しよだ。

「もちろん。組長もいいよね」「あー、やー、ゆっゆっゆっ」

　幼女埋つち呉くれは涎よだれを垂らしながら積み木をぶんぶんと振ふる。ヒガンの精神年ねん齢れいは、もう埋つち呉くれの面めん倒どうを見られるくらいに成熟していた。逆に埋つち呉くれは言葉を話す気配すらない。ウレハの見立てではかなりの長期戦になるらしい。

「今から、スイレンと見回りをしてくるから、五時には帰って来これる、と思う」

「分かりました。うんと、お腹なかを空かせてから来てくださいね」

　惣そう次じはその場から立ち去ろうとする。

「あの、惣そう次じ君」

　ウレハの声が、惣そう次じを引き留める。

「ここはいつだって、惣そう次じ君の帰る場所です。だから、迷めい惑わくとか考えず、辛つらかったら頼たよりにしてください。あなたが守った家族が、暖炉荘ここには居ます」

　それは、子供達であり、友達であり、そしてウレハの事だった。

「うん。これからは、もう少し甘えてみる」

　惣そう次じも優やさしい笑え顔がおを返す。

　ウレハはそんな惣そう次じの首に手を回し、ひしと抱だきしめた。

「死んだら許さないですよ」

　急に抱だき付つかれたせいで、惣そう次じは体を硬こう直ちよくさせた。色んな柔やわらかいものが肌はだにあたって、体温が急きゆう上じよう昇しようする。その様子をヒガンがにやにやしながら眺ながめていた。この教師は、生徒の色いろ恋こい沙ざ汰たが面おも白しろくてたまらないらしい。

　一方スイレンは腕うで組ぐみをしてイライラ足を踏ふみ鳴ならす。

「まどろっこしいな。はよ接せつ吻ぷんでもせえや」

　キス!?　二人は同時に顔を真っ赤にする。

　それを見ていたヒガンが、かつての吉よし岡おかのようにアッハッハと笑う。

　惣そう次じが命いのち懸がけで守った大切な場所。

　暖だん炉ろ荘そうには今日も笑え顔がおが溢あふれていた。




　スイレンと惣そう次じは、二人並んで海沿いの遊歩道を歩いていた。波は穏おだやかで、そよ風の音が耳に心ここ地ちいい。惣そう次じは伸のびをして、暖かい太陽の光を全身で浴びた。

「今のところは平和だね」

「せやな。髄ずい龍りゆう組ぐみを潰つぶしたおかげで、狼おおかみの名前に箔はくがついたからな」

「ここから組の名前とかも決めなくちゃならないんだよな」

「他にもやる事は沢たく山さんあるぞ。人集めや資金調達、あとはルール作り。只ただの犯罪者集団にしたくなかったら、ここはしっかりやらんとな」

　そう言ってスイレンは空を仰あおいだ。つられて惣そう次じも空を仰あおぐ。

　その視線の先には、タワービルがあった。

　そこは二人が初めて出会った場所。

　あの日から、惣そう次じとスイレンの戦いは始まった。

　きっとまた、夜がやって来る。冷酷で、容よう赦しやのない現実が太陽を覆い、鉄臭い夜風が惣そう次じに襲い掛かるのだろう。だけど惣そう次じは一人じゃない。絆きずなを交わした家族が肩を並べて戦ってくれる。だからこそ、心は現実を耐え忍ぶ。

　惣そう次じは空を見上げながら左手の小指を差し出す。スイレンは優しく微ほほ笑えみ、そこに人差し指を絡めてきた。

「頼たよりにしてるぞ、スイレン」

「ワシも頼たよりにしてるで、お兄ちゃん」
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